


発
見
の
旅
と
は
、

新
し
い
景
色
を
探
す
こ
と
で
は
な
い
。

新
し
い
目
で
見
る
こ
と
な
の
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　̶

̶
マ
ル
セ
ル
・
プ
ル
ー
ス
ト

四
季
折
々
の
自
然
美
に
包
ま
れ
た
日
本
は

ロ
マ
ン
あ
ふ
れ
る
歴
史
と
文
化
の
宝
庫
で
も
あ
る
。

と
り
わ
け
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て

近
代
の
黎
明
期
に
歴
史
の
舞
台
と
な
っ
た
地
は

日
本
人
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
を
掻
き
立
て
る
精こ
こ
ろ神
の
ふ
る
さ
と
だ
。

赤
十
字
の
歴
史
も
ま
た
、
そ
の
時
代
と
深
い
関
わ
り
が
あ
る
。

日
本
赤
十
字
社
と
そ
の
前
身
・
博
愛
社
。

設
立
に
奔
走
し
た
佐
野
常
民
と
大お
ぎ
ゅ
う
ゆ
ず
る

給
恒
。

博
愛
と
人
道
の
精
神
に
生
き
、
殉
じ
た
人
々
。

各
地
に
、
赤
十
字
の
歴
史
の
重
み
と
、

そ
れ
を
支
え
た
人
々
の
思
い
が
息
づ
い
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
紹
介
す
る
の
は
、

日
本
赤
十
字
社
と
さ
ま
ざ
ま
な
関
わ
り
を
持
つ
場
所
。

こ
の
本
を
片
手
に
出
か
け
て
み
れ
ば
、

数
多
の
出
会
い
と
人
々
の
熱
意
が

今
の
赤
十
字
を
育
ん
だ
こ
と
が
感
じ
ら
れ
る
は
ず
。

土
地
に
伝
わ
る
秘
話
に
耳
を
傾
け
て
も
い
い
、

横
道
に
そ
れ
て
温
泉
や
土
地
の
名
物
を
楽
し
ん
で
も
い
い
。

さ
あ
、
旅
支
度
を
整
え
た
ら
、

自
由
で
気
ま
ま
な

赤
十
字
再
発
見
の
旅
へ
出
か
け
よ
う
。

き
っ
と
い
く
つ
も
の
発
見
が

あ
な
た
に
「
新
し
い
目
」
を
与
え
て
く
れ
る
。

表紙・トビラ：日本赤十字社埼玉支部旧社屋（P.18）
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史
料
室

大
給
恒
の
墓
﹇
祥
雲
寺
﹈

佐
野
常
民
の
墓
﹇
都
立
青
山
霊
園
﹈

東
京
都
復
興
記
念
館

小
松
宮
彰
仁
親
王
像
﹇
上
野
恩
賜
公
園
﹈

〈Colum
n

〉
日
本
赤
十
字
社
初
と
な
っ
た
外
国
人
難
民
支
援
活
動
、       

             

ポ
ー
ラ
ン
ド
孤
児
の
受
け
入
れ

赤
十
字
情
報
プ
ラ
ザ
﹇
日
本
赤
十
字
社
本
社
﹈

殉
職
救
護
員
慰
霊
碑
﹇
日
本
赤
十
字
社
本
社
﹈

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…

…
…
…
…

27 27 26 26 25 24 24 23 22 22

東
　
京

茨
　
城

埼
　
玉

18 17 16 15 14 13
日
本
赤
十
字
社
跡
記
念
碑

日
本
赤
十
字
社
発
祥
の
地
﹇
東
京
逓
信
病
院
﹈

「
赤
十
字
社
総
会
行
啓
」の
絵
﹇
聖
徳
記
念
絵
画
館
﹈

戦
時
救
護
資
料
展
示
コ
ー
ナ
ー
﹇
日
本
赤
十
字
社
茨
城
県
支
部
﹈

殉
職
救
護
員
慰
霊
碑
﹇
日
本
赤
十
字
社
埼
玉
県
支
部
﹈

埼
玉
支
部
旧
社
屋
﹇
嵐
山
町
立
嵐
山
幼
稚
園
﹈

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

21 21 20 19 19 18

関
東

Kanto.
和
歌
山

兵
　
庫

大
　
阪

滋
　
賀

45 44 43 42 41 40 39 38 37
ト
ル
コ
記
念
館

〈Colum
n

〉
日
本
赤
十
字
社
和
歌
山
県
支
部
に
残
る
、

            

女
子
学
生
た
ち
の
血
判
書

和
歌
山
支
部
秘
書
類
﹇
日
本
赤
十
字
社
和
歌
山
県
支
部
﹈

博
愛
の
碑
﹇
中
央
公
園
﹈

〈C
olum

n

〉
博
愛
社
設
立
を
支
え
た
功
労
者
・
櫻
井
忠
興

櫻
井
神
社

赤
十
字
山

小
楠
公
義
戦
之
跡
の
碑

緒
方
洪
庵
旧
宅（
適
塾
）

日
本
初
の
救
急
車
の
写
真
﹇
日
本
赤
十
字
社
大
阪
府
支
部
﹈

少
年
赤
十
字
団
発
祥
の
地
碑

…
…

…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

51 50 50 49 49 48 47 46 45 44 44

近
畿

Kinki.

広
　
島

48 47 46
〈C

olum
n

〉
収
蔵
庫
に
眠
る
被
爆
遺
構

            

「
廣
島
支
部
病
院
」
の
ピ
ア
ノ

広
島
赤
十
字
・
原
爆
病
院
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク

﹇
日
本
赤
十
字
社
広
島
県
支
部
﹈

袋
町
小
学
校
平
和
資
料
館

マ
ル
セ
ル
・
ジ
ュ
ノ
ー
博
士
記
念
碑
﹇
平
和
記
念
公
園
﹈

…
…

…
…

…
…
…
…

59 58 57 56

中
国
・
四
国

Chugoku. /Shikoku.
愛
　
媛

徳
　
島

54 53 52 51 50 49
ロ
シ
ア
兵
墓
地

赤
十
字
ゆ
か
り
の
地
碑
﹇
ド
イ
ツ
村
公
園
﹈

俘
虜
用
郵
便
葉
書
﹇
日
本
赤
十
字
社
徳
島
県
支
部
﹈

被
爆
直
後
の
広
島
赤
十
字
病
院
の
写
真

﹇
広
島
赤
十
字
・
原
爆
病
院
﹈

「
天
皇
陛
下
御
巡
幸
」の
図
﹇
広
島
赤
十
字
・
原
爆
病
院
﹈

広
島
支
部
旧
社
屋
の
門
柱
﹇
日
本
赤
十
字
社
広
島
県
支
部
﹈

…
…
…
…
…
…

…
…

…
…
…
…

63 62 61 61 60 59

熊
　
本

長
　
崎

佐
　
賀

68 67 66 65 64 63 62 61 60 59 58 57 56 55
日
赤
記
念
館（
熊
本
洋
学
校
教
師
ジ
ェ
ー
ン
ズ
邸
）

拝
聖
院

徳
成
寺

正
念
寺

田
原
坂
公
園

福
済
寺

野
中
烏
犀
圓
本
舗

〈Colum
n

〉
佐
賀
市
の
住
宅
街
に
あ
る

             

佐
野
常
民
の
養
父
・
孺
仙
の
宅
地
跡

國
相
寺

精
煉
方
跡

築
地
反
射
炉
跡
﹇
佐
賀
市
立
日
新
小
学
校
﹈

徴
古
館

佐
野
常
民
生
誕
地
碑

中
川
副
公
民
館

佐
野
常
民
と
三
重
津
海
軍
所
跡
の
歴
史
館

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

75 74 74 73 73 72 71 70 70 69 68 68 67 67 66

九
州

Kyushu.

愛
　
知

静
　
岡

長
　
野

福
　
井

富
　
山

新
　
潟

36 35 34 33 32 31 30 29 28
〈Colum

n

〉
日
本
赤
十
字
豊
田
看
護
大
学
の

             

「
博
物
館
明
治
村
寄
託
赤
十
字
史
料
」

奥
殿
陣
屋

旧
日
本
赤
十
字
社
中
央
病
院
病
棟
﹇
博
物
館
明
治
村
﹈

佐
野
常
民
の
別
荘
庭
園
﹇
松
風
苑
﹈

龍
岡
城
五
稜
郭

長
野
県
赤
十
字
歴
史
資
料
館
﹇
日
本
赤
十
字
社
長
野
県
支
部
﹈

人
道
の
港 

敦
賀
ム
ゼ
ウ
ム

橋
本
綱
常
博
士
胸
像
﹇
福
井
市
立
郷
土
歴
史
博
物
館
﹈

佐
野
源
左
衛
門
常
世
之
遺
跡
碑
﹇
黒
部
市
民
会
館
﹈

清
水
園（
旧
新
発
田
藩
下
屋
敷
大
名
庭
園
）

…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

41 41 40 39 38 37 36 35 35 34

中
部

Chubu.

Red Cross Stories 02

佐
野
家
ゆ
か
り
の
地
を
ゆ
く

―
―
栃
木
県
佐
野
市
・
群
馬
県
高
崎
市
上
佐
野
町

…
…
28

Red Cross Stories 03

赤
十
字
の
ア
ー
ト
・
ピ
ー
ス

―
―
京
都
第
一
赤
十
字
病
院
の
工
芸
品

…
…
52

赤
十
字
ゆ
か
り
の
地 

全
国
マ
ッ
プ

…
…
78



H
o

kka
id

o
 / To

h
o

ku
Red C

ross Travel

Red C
ross Travel

H
o

kka
id

o
 / To

h
o

ku

Red C
ross Travel Hokkaido. /Tohoku.

世界の宝と称された赤十字旗や
“日本のナイチンゲール”を生んだ地

北海道・東北

噴火によって荒 し々い山体と
なった磐梯山（P.12参照）
を曽原湖から望む。ふもとの
五色沼湖沼群は、裏磐梯の
美しい自然が堪能できる人
気の観光地となっている。

Red Cross Travel

　
山
々
の
連
な
る
雄
大
な
景
観
、
果
て
し

な
く
広
が
る
大
地
、
荒
々
し
い
海
…
…
。

豊
か
な
自
然
環
境
が
織
り
な
す
見
事
な
景

観
が
魅
力
の
北
海
道
や
東
北
地
方
。

　
そ
の
自
然
の
美
し
さ
の
ぶ
ん
だ
け
厳
し

い
気
候
風
土
に
さ
ら
さ
れ
、
火
山
の
噴
火

や
津
波
な
ど
、
過
去
に
幾
度
も
災
害
に
見

舞
わ
れ
た
。

　
一
方
、
明
治
維
新
以
降
、
北
に
撤
退
を

続
け
た
旧
幕
府
軍
と
新
政
府
軍
と
の
戦
火

の
舞
台
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
る
。

　
し
か
し
、
そ
う
い
っ
た
中
か
ら
博
愛
の

精
神
に
満
ち
た
偉
人
た
ち
が
生
ま
れ
て
き

た
。
た
と
え
ば
〝
世
界
の
宝
〞
と
称
さ
れ

た
医
師
・
三
上
剛
太
郎
。
ま
た
N
H
K

大
河
ド
ラ
マ
「
八
重
の
桜
」
で
知
ら
れ
る

新
島
八
重
。
そ
し
て
日
本
赤
十
字
社
を
創

立
し
た
佐
野
常
民
の
残
し
た
痕
跡
も
、
各

地
に
見
ら
れ
る
。

　
さ
あ
、
澄
み
切
っ
た
空
気
を
感
じ
な
が

ら
、
北
の
地
に
お
け
る
日
本
赤
十
字
社
の

軌
跡
を
た
ど
っ
て
い
こ
う
。

Hokkaido / Tohoku Area Map

日赤の森01

イチイの木02

北海道委員部
設立申立書

03

三上剛太郎生家04
05
赤十字救護看護婦慰霊碑06

「別れの乳房」10
「一対の額」11

日赤岩手乳児院07

新島八重の生誕地碑08

 12 佐藤養助総本店

平時災害救護
発祥の地記念碑

09

佐井村海峡ミュウジアム

HOKKAIDO

AOMORI

AKITA

MIYAGI

YAMAGATA

IWATE

FUKUSHIMA

040405 0404
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38

富良野小学校富良野小学校

朝日ケ丘公園朝日ケ丘公園
若葉通
若葉通

朝
日
通

朝
日
通 富良野駅富良野駅

DATA.【住所】富良野市下御料【TEL】
0167-39-2313（富良野市都市施設
課）【アクセス】JR富良野駅から車で
10分

朝日ヶ丘総合都市公園が隣接する朝日ヶ
丘公園の展望台からは、富良野の街の向
こうに雄大な大雪山を望むことができる。

イチイの木は庁舎入り口を背に右手の前庭、直近の角にある。

■
　 

創
立
１
０
０
周
年
に
つ
く
ら
れ
た〝
桜
の
園
＂

赤
富
良
野
市
地
区
と
富
良
野
市
有
功

会
が
朝
日
ヶ
丘
総
合
都
市
公
園
内
に

造
成
。
北
海
道
の
地
形
を
か
た
ど

り
、支
庁
数
と
同
じ
14
の
エ
リ
ア
ご

と
に
、そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
の
花
木

を
植
栽
し
た
。
敷
地
内
に
は
、日
本

赤
十
字
社
の
創
立
者
で
あ
る
佐
野
常

民
の
胸
像
も
建
て
ら
れ
て
い
る
。

　

四
季
折
々
の
草
花
が
楽
し
め
る

が
、と
く
に
見
ご
た
え
が
あ
る
の
は

桜
の
時
期
。
毎
年
5
月
初
旬
頃
、朝

日
ヶ
丘
公
園
の
3
千
本
の
桜
と
と
も

に
満
開
を
迎
え
、多
く
の
道
民
が
訪

れ
賑
わ
い
を
見
せ
る
。
日
赤
の
森
が

「
桜
園
」と
も
呼
ば
れ
る
ゆ
え
ん
だ
。

大
な
自
然
が
広
が
る
北
の

大
地
・
北
海
道
の
中
央
に
位

置
し
、ラ
ベ
ン
ダ
ー
畑
で
知
ら
れ
る

富
良
野
市
。
富
良
野
盆
地
や
十
勝
岳

連
峰
を
望
む
丘
陵
地
に
は
朝
日
ヶ
丘

公
園
が
広
が
っ
て
い
る
。
日
本
百
景

の
ひ
と
つ
と
し
て
知
ら
れ
、地
元
で

「
な
ま
こ
山
」
と
親
し
ま
れ
て
い
る

こ
の
公
園
の
そ
ば
に
、赤
十
字
ゆ
か

り
の〝
森
〞が
あ
る
。

 「
日
赤
の
森
」と
呼
ば
れ
る
こ
の
庭
園

が
つ
く
ら
れ
た
の
は
、
1
9
7
7
年

9
月
の
こ
と
。
日
本
赤
十
字
社
創
立

１
０
０
周
年
と
日
本
赤
十
字
社
北
海

道
支
部
創
立
90
周
年
を
記
念
し
、日

雄

札幌駅札幌駅

札幌駅南口広場札幌駅南口広場
南
北
線

南
北
線

DATA.【住所】札幌市中央
区北3条西6丁目【TEL】
011-231-4111（北海道
庁） 【時間】8:45～18:00

（無休）【アクセス】JR札
幌駅から徒歩7分
※年末年始休。休館中

本
赤
十
字
社
の
北
海
道
に

お
け
る
歴
史
が
始
ま
っ
た

の
は
1
8
8
7
年
の
こ
と
。
佐
野

常
民
が
北
海
道
庁
長
官
の
岩
村
通
俊

に
北
海
道
委
員
部
の
設
立
に
関
す
る

申
立
書
を
数
度
に
わ
た
っ
て
送
り
、

こ
の
年
の
11
月
26
日
、日
本
赤
十
字

社
北
海
道
委
員
部
が
設
立
。
最
初
の

事
務
所
は
北
海
道
庁
仮
庁
舎
内
に
設

け
ら
れ
、
1
8
9
6
年
に
は
現
在
の

前
庭
の
一
角
に
あ
る
イ
チ
イ
の
大
木

に
は
、日
本
赤
十
字
社
の
歴
史
が
刻

ま
れ
て
い
る
。

　
こ
の
イ
チ
イ
の
木
は
か
つ
て
、札

幌
市
内
に
あ
っ
た
日
本
赤
十
字
社
北

海
道
支
部
旧
社
屋
の
玄
関
正
面
に
植

え
ら
れ
て
い
た
も
の
。
1
9
5
8

年
に
社
屋
を
改
築
し
た
際
に
移
植
さ

れ
、
以
来
、
北
海
道
支
部
の
歩
み
を

見
守
り
続
け
て
い
る
。

支
部
が
あ
る
札
幌
区
北
1
条
西
5
丁

目
に
社
屋
が
建
て
ら
れ
た
。

　
こ
の
書
状
が
現
在
保
管
さ
れ
て
い

る
の
は
、
江
別
市
に
あ
る「
北
海
道

立
文
書
館
」。
同
館
に
は
、
北
海
道

支
部
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
本
社
往
復
文

書
や
庶
務
綴
、
総
会
書
類
、
親
授
式

書
類
の
ほ
か
、大
正
後
期
の
災
害
救

護
書
類
な
ど
も
簿
冊
と
し
て
残
さ
れ

て
い
る
。

■
　 

北
の
大
地
で
日
赤
の
歩
み
を
見
守
る
大
木

■
　 

佐
野
常
民
の
書
状
に
支
部
設
立
の
原
点
を
見
る

12

大麻駅大麻駅

北海道立
図書館
北海道立
図書館

DATA.【住 所】江 別市 文
京 台 東 町 41-1【TEL】
011-388-3001 【時 間】
9:00～17:00（月休）【ア
クセス】JR大麻駅から徒
歩9分 ※毎月末日休、祝日の場
合前平日休、年末年始休

日

海
道
の
名
所
の
ひ
と
つ
、

「
赤
れ
ん
が
」
の
愛
称
で
親

し
ま
れ
て
い
る
北
海
道
庁
旧
本
庁
舎

は
、
1
8
8
8
年
に
建
て
ら
れ
た
ア

メ
リ
カ
風
ネ
オ
・
バ
ロ
ッ
ク
様
式
の

建
築
。
北
海
道
の
歴
史
的
資
料
な
ど

が
展
示
さ
れ
て
い
る
こ
の
施
設
は
庭

園
も
見
事
で
、春
は
桜
や
ラ
イ
ラ
ッ

ク
、
秋
に
は
紅
葉
と
、
季
節
ご
と
に

異
な
る
表
情
を
楽
し
め
る
。
そ
し
て

北 R+
TRAVEL GUIDE

SPOT NO .01-03

北海道

01 日赤の森 ［ 朝日ヶ丘総合都市公園 ］

03 北海道委員部設立申立書 ［ 北海道立文書館 ］

02 イチイの木 ［ 北海道庁旧本庁舎 ］

060607
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剛太郎の掲げた「手縫いの赤十字旗」。現
在は日本赤十字社青森県支部の正面玄関前
ホールに展示されている。

森
県
下
北
半
島
の
西
側
に
位

置
す
る
佐
井
村
に
は
、世
界
中

の
赤
十
字
関
係
者
か
ら
賞
賛
さ
れ
た

医
師・三
上
剛
太
郎
の
生
家
が
あ
る
。

　
1
8
6
9
年
、代
々
医
家
で
あ
る

三
上
家
の
長
男（
8
代
目
）と
し
て
生

ま
れ
た
剛
太
郎
は
、軍
医
と
し
て
日

露
戦
争
に
従
軍
。
1
9
0
5
年
1

月
、満
州
の
野
戦
病
院
が
ロ
シ
ア
兵

に
囲
ま
れ
全
滅
の
危
機
に
瀕
す
る

と
、と
っ
さ
に
手
縫
い
で
つ
く
っ
た

赤
十
字
旗
を
掲
げ
、そ
れ
を
見
た
兵

士
は
攻
撃
の
手
を
止
め
た
と
い
う
。

　

ロ
シ
ア
兵
1
名
を
含
む
70
余
名

の
命
を
救
っ
た
こ
の「
手
縫
い
の

赤
十
字
旗
」は
、
後
年
、
ス
イ
ス
の

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
開
か
れ
た
赤
十
字

1
0
0
周
年
記
念
国
際
博
覧
会

（
1
9
6
3
年
）や
、イ
タ
リ
ア
で
開

か
れ
た
赤
十
字
国
際
特
別
博
覧
会

（
1
9
7
8
年
）で
展
示
さ
れ
、〝
世

界
の
宝
〞と
評
さ
れ
た
。

　
剛
太
郎
は
退
役
後
、佐
井
村
に
戻

り
開
業
医
と
し
て
地
域
医
療
に
尽

力
、
1
9
6
4
年
に
そ
の
生
涯
を
終

え
た
。
佐
井
村
は
剛
太
郎
の
功
績
を

称
え
、生
家
を
保
存
し
展
示
館
と
し

て
公
開
。
現
在
は
全
国
で
も
貴
重
な

和
風
医
院
建
築
と
し
て
、青
森
県
県

重
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

■
　 

赤
十
字
の
心
に
生
き
た
医
師
の
思
い
に
触
れ
る

佐井小学校佐井小学校

大佐井川大佐井川

佐井漁港佐井漁港

DATA.【住所】下北郡佐井村大字佐
井字大佐井70-2【TEL】0175-38-

4515（佐井村観光協会）【時間】9:00
～15:00【アクセス】JR下北駅から車
で約2時間　※11月～4月は冬期休業

館内には飲食スペースも充実している。佐井
村名産のウニはぜひ賞味したい一品。

誉
村
民
で
あ
る
剛
太
郎
ゆ
か
り
の

品
々
も
多
数
展
示
さ
れ
て
お
り
、軍

服
や
マ
ン
ト
、
勲
章
、
サ
ー
ベ
ル

と
い
っ
た
軍
医
時
代
の
史
料
の
ほ

か
、
剛
太
郎
直
筆
の
手
紙
な
ど
も
。

1
9
9
8
年
に
佐
井
村
が
企
画
・
制

作
し
た
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン「
ひ
る
が

え
れ
赤
十
字
の
旗
〜
三
上
剛
太
郎
物

語
〜
」の
原
画
も
鑑
賞
で
き
る
。

　
な
お
、
ア
ル
サ
ス
に
は
景
勝
地
・

仏
ヶ
浦
へ
向
か
う
観
光
船
の
受
付
の

ほ
か
、観
光
案
内
所
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、

物
産
店
、津
軽
海
峡
と
北
海
道
ま
で

見
通
す
展
望
室
も
あ
る
。
下
北
半
島

の
観
光
が
て
ら
訪
れ
て
み
た
い
。

■
　 

剛
太
郎
の
足
跡
を
伝
え
る
本
州
最
北
の
博
物
館

佐井小学校佐井小学校

大佐井川大佐井川

佐井漁港佐井漁港

DATA.【住所】下北郡佐井村大字佐
井字大佐井112 アルサス2階【TEL】
0175-38-4515（佐井村観光協会）【時
間】9:00～15:00【アクセス】JR下
北駅から車で約2時間　※11月～4月は冬

期休業

青

上
剛
太
郎
生
家
か
ら
海
側

に
向
か
う
と
、観
光
船
や
下

北
汽
船
の
発
着
場
に
た
ど
り
着
く
。

こ
こ
に
あ
る
の
が
複
合
施
設「
津
軽

海
峡
文
化
館
ア
ル
サ
ス
」。
建
物
の

前
に
は
、「
赤
十
字
の
旗
ひ
る
が
え

る
里
」標
語
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
作

品
の
標
柱
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
し
て
、ア
ル
サ
ス
の
2
階
に
あ

る
の
が
、佐
井
村
の
遺
跡
か
ら
出
土

し
た
土
器
や
石
器
、
江
戸
時
代
に

北
国
廻
船
な
ど
に
よ
っ
て
も
た
ら

さ
れ
た
交
易
品
な
ど
2
0
0
点
を

展
示
す
る
本
州
最
北
の
博
物
館「
海

峡
ミ
ュ
ウ
ジ
ア
ム
」。
佐
井
村
の
栄

三 R+
TRAVEL GUIDE

SPOT NO .04-05

青森

04 三上剛太郎生家

05 佐井村海峡ミュウジアム

080809
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光
明
媚
な
自
然
環
境
の
一

方
で
、全
域
が
豪
雪
地
帯
に

指
定
さ
れ
る
な
ど
気
候
が
厳
し
い
岩

手
。
昭
和
初
期
は
乳
児
死
亡
率
が
高

く
、
大
干
ば
つ
や
冷
害
、
三
陸
大
津

波
と
度
重
な
る
災
害
が
発
生
し
た
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
、日
本
赤
十

字
社
岩
手
支
部
病
院
で
小
児
科
医
長

を
務
め
て
い
た
南
出
英
憲
は
、結
核

や
栄
養
失
調
に
苦
し
む
乳
幼
児
の
増

加
を
憂
慮
し
、1
9
3
4
年
12
月
に

岩
手
県
社
会
事
業
協
会
、愛
国
婦
人

会
岩
手
県
支
部
、済
生
会
岩
手
支
会
、

日
本
赤
十
字
社
岩
手
支
部
の
共
同
経

営
で
無
料
の
収
容
保
育
所
を
開
設
。

同
施
設
が
日
本
赤
十
字
社
最
古
の
乳

児
院
で
あ
り
、日
赤
岩
手
乳
児
院
の

前
身
で
あ
る
。
現
在
の
乳
児
院
は

2
0
1
4
年
4
月
に
新
築
移
転
、美

し
く
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。

■
　 

厳
し
い
気
候
風
土
か
ら
生
ま
れ
た
最
古
の
乳
児
院

盛岡駅盛岡駅

仙北町駅仙北町駅
盛岡市
動物公園
盛岡市
動物公園

4

岩手飯岡駅岩手飯岡駅

北上川北上川盛
岡
南
IC

盛
岡
南
IC

DATA.【住 所】盛 岡 市三
本柳6地割1-10【TEL】
019-614-0821 【アクセ
ス】JR盛岡駅からバス26
分、日赤前下車すぐ

島
の
会
津
の
地
は
さ
ま
ざ

ま
な
歴
史
を
紡
い
で
き
た
。

会
津
藩
士
の
子
女
と
し
て
銃
を
手

に
戦
っ
た〝
幕
末
の
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ

ル
ク
〞新
島
八
重
も
こ
こ
で
生
ま
れ

た
ひ
と
り
。
生
誕
の
地
碑
が
あ
る

の
は
、鶴
ケ
城
西
口
か
ら
約
5
0
0

メ
ー
ト
ル
、兄
・
山
本
覚
馬
の
生
家

で
あ
る
山
本
家
の
跡
地
付
近
。
夫
の

新
島
襄
が
創
設
し
た
同
志
社
大
学
が

建
立
、戊
辰
戦
争
で
鶴
ケ
城
に
籠
城

し
た
八
重
が
開
城
前
夜
に
詠
ん
だ
和

歌
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

　
八
重
は
明
治
維
新
後
、京
都
に
移

住
し
て
襄
と
結
婚
。
夫
と
の
死
別
後

は
日
本
赤
十
字
社
の
正
社
員（
会
員
）

と
な
り
、京
都
篤
志
看
護
婦
人
会
会

長
を
務
め
な
が
ら
、日
清
・
日
露
戦

争
時
に
篤
志
看
護
婦
と
し
て
傷
病
者

の
看
護
に
尽
力
し
た
。

■
　 

幕
末
の
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
、
新
島
八
重
生
誕
地

DATA.【住所】会津若松市
米代2-1-23【TEL】0242
-39-1251（会津若松市観
光課）【アクセス】JR会津
若松駅からバス11分、米代
2丁目下車徒歩2分

121
鶴ヶ城鶴ヶ城

会津若松駅会津若松駅

七日町駅七日町駅

西若松駅西若松駅

風

福

R+
TRAVEL GUIDE

SPOT NO .07

岩手

R+
TRAVEL GUIDE

SPOT NO .08-09

福島

R+
TRAVEL GUIDE

SPOT NO .06

宮城

07 日赤岩手乳児院

08 新島八重の生誕地碑

石巻駅石巻駅
陸前山下駅陸前山下駅

蛇田駅蛇田駅

石巻専修大石巻専修大
398

旧北上川旧北上川
石巻河南 IC石巻河南 IC

06 赤十字救護看護婦慰霊碑
［ 石巻赤十字病院］

14

日
本
大
震
災
で
石
巻
赤
十

字
看
護
専
門
学
校
は
壊
滅

的
な
被
害
を
受
け
、校
庭
に
あ
っ
た

赤
十
字
救
護
看
護
婦
慰
霊
碑
が
津
波

に
よ
り
行
方
不
明
に
。
数
か
月
後
、

旧
校
舎
近
く
で
台
座
が
、次
い
で
胴

体
部
分
が
見
つ
か
り
、
2
0
1
5
年

に
海
外
救
援
金
を
活
か
し
た
復
興
支

援
事
業
の
一
環
と
し
て
、石
巻
赤
十

字
病
院
内
で
修
復
さ
れ
た
。

　
こ
の
像
は
、日
中
戦
争
以
後
の
殉

職
者
を
慰
霊
す
る
た
め
、日
本
赤
十

字
社
看
護
師
同
方
会
が
呼
び
か
け
、

1
9
8
2
年
5
月
8
日
に
宮
城
県

支
部
な
ど
の
支
援
に
よ
り
建
立
さ

れ
た
も
の
。
敷
石
に
は
赤
十
字
国

際
委
員
会
の
標
語「
I
N
T
E
R　

A
R
M
A　

C
A
R
I
T
A
S
」

（
戦
い
の
中
に
も
慈
悲
を
）
の
文
字

が
刻
ま
れ
て
い
る
。

■
　 

震
災
の
被
害
か
ら
よ
み
が
え
っ
た
慰
霊
碑

東

DATA.【住所】石巻市蛇田字西道下71
【TEL】0225-21-7220 【アクセス】JR
石巻駅からバス15分、日赤病院下車すぐ

C o l u m n

石巻赤十字病院 “命の砦”の赤十字旗 　宮城県の石巻医療圏地域（石巻市・東松島
市・女川町）は、2011年3月11日に起こっ
た東日本大震災による死者・行方不明者が約
6000名を数え、全被害者の3分の１に迫る最
大の被災地となった。その石巻地域で被災地の
“命の砦”として機能したのが、当時唯一、高
次診療機能を維持した石巻赤十字病院だ。
　4月11日までの1か月間にわたり9830名も
の傷病者を受け入れ、その間、一度も降ろすこ
となく病院前に掲げられた赤十字旗。その実物
が、現在は病院内の災害研修センターに展示さ
れている。擦り切れた姿は痛々しく、野戦病院
さながらだったであろう救護活動の様子を偲ば
せる。

画像提供：同志社大学

101011
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石碑は五色沼駐車場の一角に建つ。下は磐
梯山噴火における救護活動時の写真。

高
1
8
1
6
メ
ー
ト
ル
、 「
会

津
富
士
」と
も
呼
ば
れ
る
磐

梯
山
は
福
島
県
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ

り
、現
在
も
小
規
模
な
噴
気
活
動
が

続
く
活
火
山
。
1
8
8
8
年
7
月

15
日
に
噴
火
し
、北
麓
の
5
村
11
集

落
が
埋
没
、死
傷
者
5
0
0
余
名
を

数
え
る
大
惨
事
と
な
っ
た
。
こ
の

未
曾
有
の
災
害
に
対
し
、日
本
赤
十

字
社
は
医
療
救
護
員
3
名
を
派
遣
。

地
元・猪
苗
代
町
の
医
師
と
と
も
に
、

昼
夜
を
問
わ
ず
被
災
者
救
護
に
当

た
っ
た
。

　
磐
梯
山
の
噴
火
は
明
治
以
降
に
日

本
で
起
こ
っ
た
初
め
て
の
大
災
害
で

あ
り
、当
時
、戦
時
以
外
の
救
護
活
動

は
世
界
的
に
見
て
も
ほ
と
ん
ど
例
を

見
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、平
時
災
害

救
護
の
先
駆
的
な
事
例
と
な
っ
た
。

　

1
9
8
9
年
9
月
に
は
、
日
本

赤
十
字
社
福
島
県
支
部
の
創
立

1
0
0
周
年
に
あ
た
り
、先
人
の
救

護
活
動
へ
の
情
熱
と
偉
業
を
偲
ぶ
と

と
も
に
、赤
十
字
活
動
の
発
展
を
祈

念
し
て「
平
時
災
害
救
護
発
祥
の
地

記
念
碑
」を
建
立
。
そ
の
ゆ
か
り
の

地
・
五
色
沼
湖
沼
群
の
ひ
と
つ
で
あ

る
毘
沙
門
沼
の
ほ
と
り
に
、今
も
静

か
に
石
碑
が
鎮
座
し
て
い
る
。

■
　 

磐
梯
山
の
ふ
も
と
に
今
な
お
残
る
救
護
へ
の
情
熱

DATA.【住 所】耶 麻 郡北塩 原 村大
字桧原字剣ヶ峯1093-341【TEL】
0241-32-2349（裏磐梯観光協会）

【アクセス】JR猪苗代駅からバス30分、
五色沼入口下車徒歩10分

459

115

猪
苗
代
駅

猪
苗
代
駅

翁
島
駅

翁
島
駅

磐
梯
町
駅

磐
梯
町
駅

DATA.【住所】秋田市旭北
栄町1-5 秋田県社会福祉
会館内【TEL】018-864-

2731  【アクセス】JR秋
田駅からバス7分、山王十
字路下車徒歩５分

二
次
世
界
大
戦
中
、日
本
赤

十
字
社
の
看
護
師
に
は
、看

護
婦
養
成
所
修
了
後
に
一
定
期
間
、

戦
場
や
災
害
現
場
の
救
護
に
赴
く
応

召
義
務
が
あ
っ
た
。

　
日
本
赤
十
字
社
秋
田
県
支
部
収
蔵

の
絵
画「
別
れ
の
乳
房
」
に
描
か
れ

て
い
る
の
は
、戦
場
に
赴
く
救
護
看

護
婦
の
姿
。
国
旗
や
赤
十
字
旗
を
手

に
ホ
ー
ム
で
見
送
る
人
々
に
背
を
向

け
、幼
子
に
乳
房
を
含
ま
せ
て
い
る
。

当
時
は
残
し
て
き
た
子
ど
も
に
再
び

会
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
看
護
師

も
少
な
く
な
か
っ
た
。

　
作
者
は
明
治
期
の
洋
画
家
・
中
澤

弘
光
。
戦
争
の
悲
し
さ
と
平
和
の
尊

さ
を
今
に
伝
え
る
絵
は
、秋
田
県
支

部
と
秋
田
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
が
制
作

し
た
同
名
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
の
モ

チ
ー
フ
に
も
な
っ
た
。

■
　 

戦
争
時
の
記
憶
を
伝
え
る
救
護
看
護
婦
の
姿

大
な
田
園
が
広
が
り
、日
本

の
原
風
景
が
今
な
お
残
る

秋
田
。
日
本
画
家
協
会
秋
田
県
支
部

理
事
長
を
務
め
た
高
橋
萬
年
も
、こ

う
し
た
郷
土
の
風
景
を
好
ん
で
題
材

と
し
た
日
本
画
家
の
ひ
と
り
。

　
萬
年
が
描
い
た「
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー

ル
像
」が
か
つ
て
、
1
9
1
4
年
に

秋
田
市
内
に
開
院
し
、東
北
初
の
赤

十
字
病
院
と
な
っ
た
日
本
赤
十
字
社

秋
田
支
部
病
院
に
飾
ら
れ
て
い
た
。

ま
た
偶
然
に
も
、日
本
赤
十
字
秋
田

看
護
大
学
の
前
身
・
秋
田
赤
十
字
看

護
専
門
学
校
の
1
9
4
3
年
度
卒

業
生
が
寄
贈
し
た「
光
明
皇
后
像
」

も
萬
年
の
作
品
だ
っ
た
。

　
現
在
ふ
た
つ
は
、東
洋
と
西
洋
の
理

想
の
看
護
師
像
を
描
い
た「
一
対
の
額
」

と
し
て
収
め
ら
れ
、同
大
学
・
短
期
大

学
の
図
書
館
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。

■
　 

２
枚
の
絵
画
に
理
想
の
看
護
師
像
を
見
る

DATA.【住 所】秋 田市 上
北手猿田字苗代沢17-3

【TEL】018-829-4000 
【アクセス】JR秋田駅か
らバス15分、日赤病院前
下車徒歩2分

13

秋田駅秋田駅

城南中学校城南中学校

秋田赤十字
病院
秋田赤十字
病院

秋田市
一つ森公園
秋田市
一つ森公園

秋田駅秋田駅

千秋公園千秋公園

秋田市立
赤れんが郷土館
秋田市立
赤れんが郷土館

広 標

第

R+
TRAVEL GUIDE

SPOT NO .10-12

秋田

09 平時災害救護発祥の地記念碑

11 「一対の額」 ［ 日本赤十字秋田看護大学・秋田短期大学 ］

10 別れの乳房 ［ 日本赤十字社秋田県支部 ］

石碑のある毘沙門沼から磐梯山を望む。
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稲庭うどんはのどごしのなめらかさが特徴。
店内には常民の書状などが展示されている。

Photo by Jun K-IMG_6451-14,IMG_6432-3（www.flickr.com/photos/zunsan/）

り
た
ん
ぽ
に
い
ぶ
り
が
っ
こ

な
ど
、
食
文
化
も
豊
か
な
秋

田
。
中
で
も「
稲
庭
う
ど
ん
」
は
日

本
三
大
う
ど
ん
の
ひ
と
つ
に
数
え
ら

れ
る
。
秋
田
の
片
田
舎
の
名
物
が
全

国
的
な
知
名
度
を
誇
る
よ
う
に
な
っ

た
陰
に
は
、
佐
野
常
民
の
功
績
が

あ
っ
た
こ
と
を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。

　
こ
こ
佐
藤
養
助
商
店
は
1
8
6
0

年
創
業
。
明
治
時
代
に
な
る
と
内
国

勧
業
博
覧
会
で
褒
状
を
受
け
る
な
ど

徐
々
に
評
判
が
高
ま
り
、第
二
回
同

博
覧
会
の
副
総
裁
で
あ
っ
た
常
民
も

そ
の
深
い
味
わ
い
に
惚
れ
込
ん
だ
と

い
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
岩
倉
具
視

の
次
男
・
具
定
に
献
上
の
取
り
計
ら

い
を
求
め
る
書
簡
を
送
っ
た
こ
と
で

宮
内
省
御
買
上
げ
に
な
り
、さ
ら
に

人
気
が
高
ま
る
こ
と
と
な
っ
た
。
湯

沢
市
に
あ
る
総
本
店
内
に
は
そ
の
書

簡
や
、常
民
と
の
交
流
を
伝
え
る
資

料
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

　
佐
藤
家
は
佐
野
家
と
同
じ
く
、平

安
期
の
関
東
の
豪
族
・
藤
原
秀
郷
の

流
れ
を
く
む
一
族
。
佐
藤
姓
は
、

「（
下
野
の
）
佐
野
の
藤
原
」
に
由
来

す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
稲
庭
う
ど

ん
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
、
そ
ん
な

歴
史
に
思
い
を
馳
せ
て
み
る
の
も
楽

し
い
。

■
　 

稲
庭
う
ど
ん
と
佐
野
常
民
の
織
り
な
す
歴
史
秘
話

DATA.【住所】湯沢市稲庭町字稲庭80
【TEL】0183-43-2911【時間】9:00
～17:00（無休）【アクセス】JR湯沢
駅からバス25分、稲庭中町下車徒歩
1分 ※食事は11:00～。年末年始休

13

398湯沢駅湯沢駅

上湯沢駅上湯沢駅

三関駅三関駅

雄
物
川

雄
物
川

皆
瀬
川

皆
瀬
川

　
青
森
県
に「
赤
十
字
の
旗
ひ
る
が
え
る

里
」づ
く
り
を
推
進
し
て
い
る
小
さ
な
漁

村
が
あ
る
。「
手
縫
い
の
赤
十
字
旗
」
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
で
知
ら
れ
る
医
師
・
三
上
剛

太
郎
の
出
身
地
で
あ
る
佐
井
村
だ
。

　

剛
太
郎
生
誕
1
5
0
年
を
迎
え
た

2
0
1
9
年
に
は
、
三
上
剛
太
郎
生
家

（
P. 

8
）を
中
心
に
、赤
十
字
の
里
づ
く
り

推
進
大
会
や
、「
赤
十
字
の
旗
ひ
る
が
え

る
里
」
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
、
ラ
ジ
オ
ド
ラ

マ「
赤
十
字
の
心
に
生
き
た
医
師　
三
上

剛
太
郎
物
語
」の
放
送
、救
護
車「
博
愛
号
」

の
設
置
な
ど
を
行
い
、赤
十
字
と
の
絆
を

い
っ
そ
う
強
め
た
。

　
そ
ん
な
魅
力
あ
ふ
れ
る
佐
井
村
に
、ぜ

ひ
訪
れ
て
み
て
は
？

白緑色の奇岩が約2キロにわたって連なる、風光明媚な「仏ヶ浦」。日本の秘境百選にも
選ばれており、巨岩群が織りなす神秘的な景色は、多くの人を惹きつけている。

「佐井村は南北約40キロの海岸線と漁場を
持ち、天然記念物・仏ヶ浦には年間十数万
人の観光客が訪れます。仏ヶ浦は約2キロの
海岸線に屹立する凝灰岩からなる奇岩群で、
夏には山岳の緑や海と空の青とともに見事な
コントラストを形成します。日本海の暖流が流
れ込む漁場では一年を通じて多様な魚種が水
揚げされ、春から夏にはウニ漁が盛ん。毎年
６月のうに祭りでは、新鮮な生ウニやウニ丼、
鮮魚をはじめ、県内の特産品を楽しめますよ」

佐井村村長
樋口秀視さん

message

き

12 佐藤養助 総本店

本
編
で
も
紹
介
し
た
「
三
上
剛
太
郎
生
家
」

や
「
海
峡
ミ
ュ
ウ
ジ
ア
ム
」
が
あ
る
佐
井
村

は
、
赤
十
字
に
ち
な
ん
だ
町
お
こ
し
を
行
っ

て
い
る
。
そ
の
活
動
の
様
子
と
、
村
長
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ご
紹
介
。

本
州
最
北
端
の
地
で

佐
井
村
と
赤
十
字
が
結
ん
だ
絆

Red 
Cross 
Stories

01

141415



　
北
西
は
山
岳
地
帯
、
東
南
は
太
平
洋
に

面
し
、
日
本
最
大
の
平
野
が
広
が
る
関
東

地
方
。
中
世
に
は
武
士
団
に
よ
り
開
拓
が

進
め
ら
れ
、
江
戸
幕
府
が
開
か
れ
て
か
ら

は
世
界
で
も
ま
れ
に
み
る
大
都
市
と
な
っ

た
。
明
治
維
新
を
機
に
皇
室
が
京
都
御
所

か
ら
江
戸
城
に
移
る
と
、
日
本
の
政
治
・

経
済
・
文
化
の
中
心
と
し
て
、
さ
ら
に
発

展
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

　
江
戸
か
ら
明
治
へ
̶
̶
。
日
本
が
近
代

化
へ
の
道
を
歩
む
舞
台
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
関
東
地
方
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
「
発
祥

の
地
」
や
「
日
本
初
」
が
あ
る
。
日
本
赤

十
字
社
の
前
身
・
博
愛
社
が
最
初
に
本
拠

地
を
置
い
た
の
も
、
日
本
赤
十
字
社
で
初

め
て
看
護
教
育
が
行
わ
れ
た
の
も
こ
の
地

で
の
こ
と
。
そ
し
て
、
創
立
者
の
佐
野
常

民
が
眠
る
場
所
で
も
あ
る
。

　
そ
う
、
関
東
地
方
に
は
、
赤
十
字
の
歴

史
に
お
い
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
歴
史
的
エ

ピ
ソ
ー
ド
と
、
激
動
の
時
代
の
記
憶
が
残

さ
れ
て
い
る
。

博愛社から日本赤十字社へ。
過去から現代に至る時代の記憶をたどる

Kan to.
関東

満開の桜に彩られた上野恩賜
公園。明治時代に日本赤十字
社第11回総会と日本赤十字社
創立25年紀（周年）祝典が
開かれるなど、歴史の舞台となっ
た場所でもある（P.20参照）。

Red Cross Travel

Kanto Area Map

東京23区
埼玉支部旧社屋13
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254
蝶の里公園蝶の里公園

都幾川都幾川

武蔵嵐山駅武蔵嵐山駅

DATA.【住所】比企郡嵐山町大字鎌形
2230-1【TEL】0493-62-2150（嵐
山町役場）【アクセス】東武東上線武
蔵嵐山駅から車で10分
※内部見学は要事前問い合わせ

小川赤十字病院の庭に移築された六角
殿。現在は「日向亭」と名付けられ、囲
碁室などとして使われている。

山
渓
谷
な
ど
埼
玉
を
代
表

す
る
景
勝
地
が
あ
る
嵐
山

町
。
秩
父
の
山
容
を
望
む
こ
の
町
の

幼
稚
園
の
一
角
に
、工
学
博
士・牧
彦

七
に
よ
っ
て
1
9
0
5
年
に
つ
く
ら

れ
た
日
本
赤
十
字
社
埼
玉
支
部
の
初

代
社
屋
が
今
も
残
っ
て
い
る
。

　
こ
の
社
屋
が
、現
在
の
さ
い
た
ま
市

か
ら
移
築
さ
れ
た
の
は
1
9
8
3

年
の
こ
と
。
県
有
地
の
有
効
利
用

の
た
め
取
り
壊
し
の
話
が
出
た
も
の

の
、県
を
代
表
す
る
明
治
期
の
建
造

物
の
ひ
と
つ
で
あ
る
こ
と
か
ら
保
存

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
も
と
も
と

は
写
真
の
本
館
の
ほ
か
、中
庭
に
は

独
創
的
な
形
状
の
六
角
殿
が
あ
り
、

こ
ち
ら
は
小
川
町
の
小
川
赤
十
字
病

院
敷
地
内
に
移
築
さ
れ
て
い
る
。

　
建
物
正
面
と
左
右
に
あ
る
美
し
い

妻
飾
り
や
、こ
け
ら
葺
き
の
山
荘
風

の
外
壁
は
、
19
世
紀
末
に
ア
メ
リ
カ

で
流
行
し
た
シ
ン
グ
ル
ス
タ
イ
ル
と

い
う
建
築
様
式
の
影
響
を
受
け
た
も

の
。
裏
に
回
れ
ば
、中
庭
に
面
し
た

吹
き
放
し
の
廊
下
と
い
う
特
徴
的
な

構
造
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
現
在

は
、埼
玉
県
の
指
定
有
形
文
化
財
で

あ
り
な
が
ら
、幼
稚
園
の
施
設
と
し

て
園
児
に
愛
さ
れ
て
い
る
。

■
　 

秩
父
の
山
を
望
む
地
で
創
成
期
の
歴
史
を
感
じ
る

嵐

平
洋
戦
争
の
際
、戦
時
救
護

の
た
め
、埼
玉
県
支
部
か
ら

は
6
7
6
名
も
の
救
護
員
が
内
外

の
戦
地
に
派
遣
さ
れ
た
。
そ
の
う
ち

32
名
の
救
護
員
が
殉
職
。
ほ
と
ん
ど

が
二
十
歳
前
後
の
女
性
だ
っ
た
。

　
終
戦
後
の
1
9
5
1
年
、対
日
講

和
条
約
が
調
印
さ
れ
た
こ
と
を
機
に

殉
職
救
護
員
追
悼
式
を
行
う
こ
と

が
決
定
。
殉
職
救
護
員
慰
霊
碑
が

1
9
5
5
年
12
月
に
着
工
さ
れ
、翌

年
4
月
12
日
に
除
幕
式
と
慰
霊
祭
が

執
り
行
わ
れ
た
。

　
当
初
、慰
霊
碑
は
浦
和
市
役
所
岸

町
庁
舎
に
あ
っ
た
支
部
の
敷
地
内
に

建
立
さ
れ
、
2
0
1
1
年
に
現
在
の

場
所
に
移
設
さ
れ
た
。
建
立
以
来
、

現
在
に
至
る
ま
で
追
悼
式
が
毎
年
欠

か
さ
ず
行
わ
れ
、遺
族
や
赤
十
字
社

職
員
ら
が
祈
り
を
捧
げ
て
い
る
。

浦和駅浦和駅

調公園調公園

高砂小学校高砂小学校
浦和PARCO浦和PARCO

DATA.【住所】さいたま市浦
和区岸町3-17-1【TEL】
048-789-7117  【アクセス】
JR浦和駅から徒歩15分

太 ■
　 

平
和
へ
の
祈
り
が
込
め
ら
れ
た
乙
女
の
像

時
救
護
員
の
慰
霊
碑
は
、茨

城
県
水
戸
市
に
も
あ
る
。

日
本
赤
十
字
社
茨
城
県
支
部
の
前
庭

に
建
つ「
愛
の
灯
像
」だ
。こ
の
立
像

の
隣
に
あ
る
入
口
か
ら
社
屋
内
に
入

る
と
、戦
時
救
護
活
動
時
に
救
護
員

が
実
際
に
使
用
し
て
い
た
史
料
が
展

示
さ
れ
て
い
る
。

　
赤
十
字
の
腕
章
を
腕
に
巻
い
た
看

護
婦
制
服
、傷
病
者
の
看
護
時
に
着

用
し
た
白
衣
、鉗か

ん
し子

や
注
射
器
を
収

め
た
ト
ラ
ン
ク
…
…
。
使
い
込
ん

だ
背
嚢
や
飯
ご
う
、革
の
ブ
ー
ツ
な

ど
は
、過
酷
な
環
境
で
あ
っ
た
こ
と

を
う
か
が
わ
せ
る
。

　
そ
の
ほ
か
戦
時
救
護
関
連
の
書
籍

や
看
護
婦
へ
の
表
彰
状
・
勲
章
な
ど

も
。
ど
れ
も
、2
0
0
1
年
の
開
設

以
来
20
年
以
上
に
わ
た
り
戦
時
の
様

子
を
伝
え
て
き
た
貴
重
な
史
料
だ
。

■
　 

戦
時
救
護
活
動
の
過
酷
さ
を
知
る

50

偕楽園偕楽園
水戸駅水戸駅

DATA.【住所】水戸市小吹
町 2551【TEL】029-241-

4516【時間】10:00～16:00
（土日休） 【アクセス】JR水
戸駅からバス25分、国土交
通省前下車徒歩10分

戦R+
TRAVEL GUIDE

SPOT NO .15

茨城

13 埼玉支部旧社屋 ［ 嵐山町立嵐山幼稚園 ］

14 殉職救護員慰霊碑 

［ 日本赤十字社埼玉県支部 ］

15 戦時救護資料展示コーナー ［ 日本赤十字社茨城県支部 ］
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R
飯
田
橋
駅
の
ほ
ど
近
く
、

東
京
逓
信
病
院
の
敷
地
に

「
日
本
赤
十
字
社
発
祥
の
地
」
が
あ

る
。
案
内
板
に
は
、「
日
本
赤
十
字

社
は
、
明
治
十
年（
1
8
7
7
）
西

南
戦
争
の
際
、佐
野
常
民
・
大
給
恒

ら
が
傷
病
者
救
護
活
動
等
の
た
め
に

設
立
し
た
博
愛
社
を
前
身
と
し
た
も

の
で
、そ
の
本
拠
地
は
桜
井
邸
に
置

か
れ
た
」と
書
か
れ
て
い
る
。

　
櫻
井
忠
興（
P. 

49
）
は
博
愛
社
設

立
の
一
員
と
し
て
金
千
円
を
寄
付
し

た
人
物
。
6
月
25
日
に
大
給
恒
ほ
か

12
名
が
こ
こ
に
あ
っ
た
櫻
井
邸
で
会

合
し
、最
初
の
博
愛
社
の
仮
事
務
所

が
置
か
れ
た
の
が
、
こ
の
地
が「
発

祥
の
地
」
と
い
わ
れ
る
ゆ
え
ん
だ
。

な
お
、博
愛
社
が
救
護
活
動
を
開
始

し
た
熊
本
に
も
、
い
く
つ
か
の「
発

祥
の
地
」が
あ
る
。

■
　 

か
つ
て
博
愛
社
の
本
拠
地
が
あ
っ
た
場
所

DATA. 【住所】千代田区富
士見2-14-23【TEL】03-

5214-7111【アクセス】
JR飯田橋駅から徒歩5分

飯田橋駅飯田橋駅

飯田橋
サクラテラス
飯田橋
サクラテラス

東京大神宮東京大神宮

J

飯田橋駅飯田橋駅

東京大神宮東京大神宮

杏
並
木
で
知
ら
れ
る
明
治

神
宮
外
苑
は
東
京
名
所
の

ひ
と
つ
。
広
大
な
庭
園
の
中
央
に

は
、
1
9
2
6
年
に
建
て
ら
れ
、
日

本
初
期
の
美
術
館
建
築
と
し
て
国
の

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
聖

徳
記
念
絵
画
館
が
あ
る
。

　
絵
画
館
は
明
治
天
皇
・
昭
憲
皇
太

后
の
事
績
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
に

建
て
ら
れ
、館
内
に
は
史
実
に
基
づ

く
天
皇
と
皇
太
后
の
遺
徳
を
描
い
た

日
本
画
と
洋
画
80
枚
が
年
代
順
に
展

示
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
館
内
に

入
っ
て
左
側
67
番
に
、大
正
期
の
日

本
洋
画
界
の
重
鎮
・
湯
浅
一
郎
が
描

き
、日
本
赤
十
字
社
が
寄
贈
し
た「
赤

十
字
社
総
会
行
啓
」の
絵
が
あ
る
。

　
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
1
9
0
2

年
10
月
21
日
に
上
野
恩
賜
公
園
で
開

か
れ
た
日
本
赤
十
字
社
第
11
回
総
会

と
日
本
赤
十
字
社
創
立
25
年
紀（
周

年
）祝
典
の
様
子
。
中
央
に
当
時
は

皇
后
で
あ
っ
た
昭
憲
皇
太
后
の
姿
が

見
え
る
。
皇
太
后
は
赤
十
字
事
業
に

熱
心
に
取
り
組
ま
れ
、「
昭
憲
皇
太

后
基
金
」は
現
在
も
各
国
の
赤
十
字

事
業
の
助
成
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　
夜
間
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
建

物
は
荘
厳
そ
の
も
の
。
銀
杏
が
色
づ

く
季
節
に
ぜ
ひ
訪
れ
た
い
。

■
　 

皇
太
后
と
赤
十
字
の
つ
な
が
り
を
描
い
た
壁
画

DATA.【住所】新宿区霞ヶ丘町1-1【TEL】
03-3401-5179【時間】9:00～17:00

（水休、入場料500円）【アクセス】
JR信濃町駅・都営地下鉄国立競技場
駅から徒歩5分　※水曜祝日の場合は翌平日
休。年末年始は10:00～16:00

信濃町駅信濃町駅

国立競技場駅国立競技場駅

国立競技場国立競技場
明治神宮外苑明治神宮外苑

都
営
大
江
戸
線

都
営
大
江
戸
線

銀

絵画館は明治神宮外苑のシンボル。2階東
側に日本画、西側に洋画を展示している。

「赤十字社総会行啓」 （湯浅一郎、聖徳記念絵画館所蔵）

16 「赤十字社総会行啓」の絵
 ［ 聖徳記念絵画館 ］

18 日本赤十字社跡記念碑

17 日本赤十字社発祥の地 ［ 東京逓信病院 ］

14

愛
社
は
設
立
後
、仮
事
務
所

を
転
々
と
す
る
。
1
8
8
6

年
11
月
17
日
に
は
、飯
田
橋
3
丁
目

付
近
の
3
千
坪
余
り
の
土
地
に
社
屋

と
病
院
を
建
築
。
そ
の
翌
年
に
博
愛

社
か
ら
日
本
赤
十
字
社
に
改
称
す
る

と
、
1
8
9
4
年
に
は
甲
武
鉄
道
飯

田
町
停
車
場
建
設
の
た
め
に
立
ち
退

き
、本
社
を
明
治
通
り
沿
い
に
移
転

し
た
。
現
在
そ
の
跡
地
近
く
に「
日

本
赤
十
字
社
跡
」の
碑
が
建
っ
て
お

り
、
1
9
1
2
年
に
港
区
に
移
転
す

る
ま
で
こ
の
付
近
に
本
社
が
あ
っ
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
な
お
、博
愛
社
の
社
屋
と
と
も
に

建
て
た
病
院
は
、
1
8
9
1
年
5
月

1
日
に
東
京
府
南
豊
嶋
郡
の
御
料
地

内
に
移
転
。
現
在
の
日
本
赤
十
字
社

医
療
セ
ン
タ
ー
と
な
っ
た
。

■
　 

博
愛
社
〜
日
赤
本
社
の
移
転
の
変
遷
を
た
ど
る

博

DATA. 【住所】千代田区飯田橋4-5-9 
【アクセス】JR飯田橋駅から徒歩2分
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芝公園芝公園 愛后警察署愛后警察署

御成門駅御成門駅

DATA.【住 所】港 区芝 大
門1-1-3 日本赤十字社本
社 西 館1階【TEL】03-

3437-7580【時間】9:30
～17:00（土日祝休）【ア
クセス】都営地下鉄御成
門駅から徒歩3分
※5月1日休、年末年始休

本
赤
十
字
社
本
社
を
訪
れ

た
ら
立
ち
寄
り
た
い
の
が
、

赤
十
字
情
報
プ
ラ
ザ
。
2
0
0
3

年
4
月
に
、
そ
れ
ま
で
本
社
内
に

あ
っ
た
図
書
資
料
室
、資
料
展
示
室
、

情
報
公
開
ル
ー
ム
を
統
合
し
て
オ
ー

プ
ン
し
た
情
報
提
供
施
設
だ
。

　
日
本
赤
十
字
社
を
創
立
し
た
佐
野

常
民
に
ま
つ
わ
る
史
料
は
も
ち
ろ

ん
、
ト
ル
コ
軍
艦
沈
没
事
故
や
、
福

島
県
磐
梯
山
で
の
初
の
災
害
救
護
活

動
、第
二
次
世
界
大
戦
に
お
け
る
戦

時
救
護
活
動
か
ら
東
日
本
大
震
災
で

の
活
動
記
録
ま
で
、本
書
で
も
触
れ

て
い
る
日
本
赤
十
字
社
の
歴
史
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

施
設
内
に
は
図
書
室
、
閲
覧
ス

ペ
ー
ス
、
資
料
展
示
ス
ペ
ー
ス
、
映

像
展
示
な
ど
が
あ
り
、さ
ま
ざ
ま
な

史
料
や
関
連
書
籍
が
閲
覧
可
能
。

■
　 

史
料
と
映
像
で
た
ど
る
日
赤
の
歩
み

日

20 赤十字情報プラザ ［ 日本赤十字社本社 ］

在
、
日
本
赤
十
字
社
本
社

が
あ
る
の
は
港
区
芝
大
門
。

正
門
を
く
ぐ
る
と
す
ぐ
右
に
、元
東

京
芸
術
大
学
教
授
の
彫
刻
家
・
菊
池

一
雄
に
よ
る
、う
ら
若
い
救
護
看
護

婦
を
か
た
ど
っ
た
立
像
と
殉
職
救
護

員
慰
霊
碑
が
建
っ
て
い
る
。

　

こ
の
立
像
は
、
日
本
赤
十
字
社

創
立
以
来
、
戦
地
や
災
害
の
現
場

で
の
殉
職
者
を
慰
霊
す
る
た
め
、

1
9
7
7
年
に
創
立
1
0
0
周

年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
建
立

さ
れ
た
も
の
。
第
二
次
世
界
大
戦

中
、
日
本
赤
十
字
社
は
9
6
0
班
、

実
に
2
万
9
5
6
2
名
も
の
戦
時

救
護
看
護
婦
を
戦
地
に
派
遣
、
殉

職
者
は
1
1
4
3
名
、
負
傷
者
は

4
6
8
9
名
に
の
ぼ
る
。
毎
年
8

月
15
日
に
は
、こ
の
慰
霊
碑
と
立
像

へ
の
献
花
が
行
わ
れ
て
い
る
。　

■
　 

創
立
以
来
の
殉
職
者
に
思
い
を
馳
せ
て

現 19 殉職救護員慰霊碑
［ 日本赤十字社本社 ］

慰霊碑には日清戦争から第二次
世界大戦において救護で殉職し
た1317名と、関東大震災や集中
豪雨災害などの際の救護による
殉職者9名の名簿と功績を収録し
た「遺芳録」が納められている。

C o l u m n

大阪の市立公民病院看護婦宿舎に収容され手厚く
保護された。この孤児たちは9月6日までに神戸
港からヨーロッパ航路を経由して祖国に帰還し
た。これらの支援の詳細は、各都道府県支部所蔵
の社史稿や「心で結ばれたポーランド孤児と大阪
府市民」（日本赤十字社大阪府支部保管資料）に
詳しく書かれている。
　帰国した孤児たちは日本人から受けた心温まる
支援を忘れず、1983年には孤児のひとり、イエ
ジ・ストシャウコフスキ氏が日本を訪れ、日本赤
十字社や支援に関わった人々に謝意を表している。

　1920年、第一次世界大戦とロシア革命後の内
戦に巻き込まれたシベリア在住のボーランド人は、
飢えと寒さ、疫病に苦しむ劣悪な環境に置かれて
いた。男たちは義勇軍として戦場へ、残された女
たちは子どもを守って命を落とし、シベリアの厳
しい大地には多くの孤児が取り残された。この窮
状に、ウラジオストクにいたポーランド人の救済
委員会が、当時シベリアに出兵していた欧米や日
本に孤児たちの救出を要請。これにただちに対応
したのが日本政府で、日本赤十字社に救援を要請
したことが、初の外国人難民支援活動となった。
　第1回の支援活動は1920年7月から翌年7月ま
で行われ、2歳から16歳までの孤児375人がウラ
ジオストクから敦賀経由で東京に入り、渋谷区広
尾にあった委託施設「福田会育児院」に収容され
た。孤児たちはそこで多くの支援を受けたのち、
横浜港からアメリカ経由で祖国の土を踏む。また
第2回の支援活動では、1922年8月に大阪府支部
が中心となり、1歳から15才までの孤児390人が

ポーランド孤児のひ
とり、ストシャウコ
フスキ氏から絵画と
ともに贈られた手書
きのメッセージ。

日本赤十字社初となった外国人難民支援活動、ポーランド孤児の受け入れ
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史
上
の
人
物
や
著
名
人
が
数

多
く
眠
る
都
立
青
山
霊
園
。

明
治
維
新
の
立
役
者
で
あ
る
大
久
保

利
通
、
第
29
代
内
閣
総
理
大
臣
・
犬

養
毅
、陸
軍
大
将
・
乃
木
希
典
、志
賀

直
哉
、
市
川
團
十
郎
、
忠
犬
ハ
チ
公

…
…
。
そ
し
て
、
日
本
赤
十
字
社
を

創
立
し
た
佐
野
常
民
も
こ
の
霊
園
に

眠
っ
て
い
る
。

　
常
民
は
1
9
0
2
年
10
月
21
日
に

開
催
さ
れ
た
日
本
赤
十
字
社
創
立
25

年
紀（
周
年
）祝
典
終
了
か
ら
間
も
な

い
12
月
7
日
に
東
京
の
自
宅
で
80
年

の
生
涯
を
終
え
、
こ
こ
に
埋
葬
さ
れ

た
。
敷
地
が
広
大
な
た
め
探
し
当
て

る
の
は
容
易
で
な
い
が
、
そ
の
墓
所

は
霊
園
の
中
央
交
差
点
に
近
い
東
９

通
り（
1
種‒

イ 

5
号
26
側
）に
あ
る
。

　
写
真
左
が
常
民
、
右
が
駒
子
夫
人

の
墓
で
、
墓
前
に
は
、
1
9
1
2
年

12
月
の
没
後
10
年
祭
に
あ
た
り
日
本

赤
十
字
社
か
ら
功
労
追
謝
の
た
め
に

贈
ら
れ
た
一
対
の
石
灯
籠
が
建
つ
。

ま
た
、す
ぐ
近
く
に
は
、同
郷
で
明
治

の
六
大
教
育
家
の
ひ
と
り
と
し
て
知

ら
れ
る
大
木
喬た

か
と
う任

の
墓
も
。

　
な
お
、
こ
の
墓
所
は
佐
野
家
の
所

有
と
な
っ
て
い
る
た
め
、許
可
の
な

い
献
花
な
ど
の
供
物
や
清
掃
な
ど
は

お
控
え
を
。

■
　

都
心
の
墓
所
に
眠
る
〝
日
本
赤
十
字
社
の
父
〟

外苑前駅外苑前駅

青山小学校青山小学校

青山一丁目駅青山一丁目駅

乃木坂駅乃木坂駅

DATA.【住所】港区南青山2-32-2【TEL】
03-3401-3652【アクセス】東京メト
ロ外苑前駅から徒歩7分

歴
青山霊園は桜の名所でもある。春には満
開の桜越しに六本木ヒルズなど都心の風景
を望むことができる。

日本赤十字社の救護活動を描いた絵画。

23 佐野常民の墓 ［ 都立青山霊園 ］

9
2
3
年
に
発
生
し
た
関

東
大
震
災
。「
あ
そ
こ
に
行

け
ば
助
か
る
」と
数
万
人
が
陸
軍
被

服
廠
跡
に
集
ま
り
、
多
く
が
焼
死
。

東
京
市
の
死
者
5
万
8
0
0
0
人

の
う
ち
3
万
8
0
0
0
人
が
こ
こ

で
犠
牲
に
な
っ
た
。
そ
の
場
所
に
建

つ
の
が
東
京
都
復
興
記
念
館
。
隣
接

す
る
東
京
都
慰
霊
堂
に
は
関
東
大
震

災
の
犠
牲
者
と
、東
京
空
襲
で
亡
く

な
っ
た
10
万
5
4
0
0
人
の
霊
が

祀
ら
れ
て
い
る
。

　
記
念
館
に
は
関
東
大
震
災
や
東
京

空
襲
の
資
料
が
展
示
さ
れ
、正
面
階

段
を
上
っ
て
右
側
の
壁
に
は
、震
災

当
時
、日
本
赤
十
字
社
が
行
っ
た
救

護
活
動
を
描
い
た
絵
画
が
飾
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
ほ
か
ア
メ
リ
カ
赤
十

字
社
が
義
援
金
を
呼
び
か
け
た
ポ
ス

タ
ー
な
ど
に
も
注
目
し
た
い
。

■
　

関
東
大
震
災
と
東
京
空
襲
の
犠
牲
者
を
悼
む

DATA.【住 所】墨 田 区 横
網 2-3-25【TEL】03-

3622-1208【時間】9:00
～17:00（月休）【アクセス】
都営大江戸線両国駅から
徒歩5分
※祝日の場合翌日休、年末年始休

両国駅両国駅
両国駅両国駅

国技館国技館 江戸東京
博物館
江戸東京
博物館

横網町公園横網町公園
墨
田
川

墨
田
川

1

野
恩
賜
公
園
に
は
、西
郷
隆

盛
像
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な

偉
人
の
銅
像
が
あ
る
。
1
8
7
7

年
9
月
に
博
愛
社
の
総
長
、の
ち
の

総
裁
に
就
任
し
た
小
松
宮
彰
仁
親
王

の
像
も
そ
の
ひ
と
つ
。

　
動
物
園
入
口
近
く
に
あ
る
こ
の
銅

像
は
、佐
野
常
民
の
提
議
に
よ
り
建

て
ら
れ
た
も
の
。
常
民
は
自
身
の
銅

像
除
幕
式
で
彰
仁
親
王
へ
の
謝
辞
と

と
も
に「
今
日
の
隆
昌
は
総
裁
あ
っ

て
の
も
の
で
あ
る
か
ら
銅
像
を
建
立

し
た
い
」と
語
り
、
1
9
1
2
年
3

月
18
日
に
は
除
幕
式
が
行
わ
れ
た
。

馬
上
の
臨
場
感
や
軍
の
正
装
に
身
を

包
ん
だ
姿
が
見
事
に
描
か
れ
、台
座

に
は
六
甲
山
の
花
崗
岩
が
使
用
さ

れ
て
い
る
。
有
栖
川
宮
熾た
る
ひ
と仁
親
王

像（
P. 

27
）と
同
じ
大
熊
氏
廣
の
作
。

ぜ
ひ
見
比
べ
て
ほ
し
い
。

■
　

銅
像
に
刻
ま
れ
た
博
愛
社
総
長
と
社
長
の
絆

上

上野駅上野駅

京成上野駅京成上野駅

DATA.【住 所】台 東 区 上
野公園5-20【TEL】03-

3828-5644【アクセス】
JR・東京メトロ上野駅から
徒歩2分、京成線京成上
野駅から徒歩1分

22 東京都復興記念館

21 小松宮彰仁親王像 ［ 上野恩賜公園 ］
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日本赤十字社医療センター日本赤十字社医療センター

日本赤十字看護大学日本赤十字看護大学

聖心女子大学聖心女子大学 広尾駅広尾駅

DATA. 【住 所】港 区 南 麻 布5-7-29
【TEL】03-3441-9642【アクセス】
東京メトロ広尾駅から徒歩3分

小

26 有栖川宮熾仁親王像
［ 有栖川宮記念公園 ］

14

松
宮
彰
仁
親
王
像（
P. 

24
）と

同
じ
大
熊
氏
廣
作
の
像
は

有
栖
川
宮
記
念
公
園
に
も
あ
る
。
有

栖
川
宮
熾
仁
親
王
像
は
1
9
0
3

年
に
皇
居
桜
田
濠（
三
宅
坂
）の
旧

陸
軍
参
謀
本
部
の
庭
に
建
て
ら
れ
、

1
9
6
2
年
に
有
栖
川
宮
邸
の

あ
っ
た
現
在
の
場
所
に
移
さ
れ
た
。

　
熾
仁
親
王
は
、西
南
戦
争
に
お
い

て
明
治
政
府
軍
の
征
討
総
督
を
務

め
た
人
物
。
激
戦
の
さ
な
か
、熊
本

の
ジ
ェ
ー
ン
ズ
邸（
P. 

75
）で
陣
頭
指

揮
に
当
た
っ
て
い
た
熾
仁
親
王
は
、

佐
野
常
民
と
大
給
恒
か
ら
の
博
愛

社
設
立
の
請
願
書
を
受
け
、
快
諾
。

1
8
7
7
年
の
博
愛
社
設
立
に
つ

な
が
る
こ
と
と
な
っ
た
。
日
本
赤
十

字
社
に
改
称
し
た
1
8
8
7
年
5
月

20
日
に
は
総
裁
に
就
任
し
て
い
る
。

■
　 

都
心
の
閑
静
な
公
園
に
ル
ー
ツ
を
求
め
て

27 萩原タケ女史の像
［ あきる野市役所五日市出張所 ］

14

武蔵五日市駅武蔵五日市駅

あきる野市
五日市図書館
あきる野市
五日市図書館

秋川秋川

京
23
区
と
は
う
っ
て
か
わ
っ

て
自
然
豊
か
な
多
摩
地
区

に
も
赤
十
字
ゆ
か
り
の
地
が
あ
る
。

萩
原
タ
ケ
女
史
の
胸
像
だ
。

　
タ
ケ
は
1
8
7
3
年
2
月
7
日
に

五
日
市
村
の
炭
問
屋
の
長
女
と
し
て

生
ま
れ
、日
本
赤
十
字
社
の
看
護
婦

養
成
所
を
卒
業
後
、
病
院
船「
弘
済

丸
」の
看
護
婦
長
と
し
て
日
露
戦
争

で
傷
病
者
看
護
に
活
躍
。
そ
の
後
パ

リ
に
留
学
し
、ロ
ン
ド
ン
で
開
催
さ

れ
た
第
2
回
万
国
看
護
婦
大
会
で
名

誉
副
会
長
に
推
薦
さ
れ
、日
本
赤
十

字
社
で
は
看
護
婦
監
督
を
務
め
た
。

　
1
9
2
0
年
に
は
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー

ル
生
誕
１
０
０
周
年
を
記
念
し
た
第

1
回「
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
記
章
」を
、

山
本
ヤ
ヲ
、湯
浅
う
め
と
と
も
に
受

章
。
台
座
に
は「
人
道
の
た
め
に　

国
家
の
た
め
に
」と
刻
ま
れ
て
い
る
。

■
　 

多
摩
に
生
ま
れ
世
界
で
活
躍
し
た
看
護
婦

東

DATA.【住所】あきる野市五日市411
【TEL】042-558-1111【アクセス】
JR武蔵五日市駅から徒歩15分

日本赤十字社医療センター日本赤十字社医療センター

聖心女子大学聖心女子大学 広尾駅広尾駅

日本赤十字看護大学日本赤十字看護大学

日本赤十字社医療センター日本赤十字社医療センター

聖心女子大学聖心女子大学 広尾駅広尾駅

24 大給恒の墓 ［ 祥雲寺 ］

DATA.【住 所】渋 谷区 広
尾 5-1-21【TEL】03-

3400-6526【アクセス】
東京メトロ広尾駅から徒歩
3分

DATA.【住所】渋谷区広尾
4-1-3【TEL】03-3409-

0875【時 間】10:00 ～
15:00（金のみ公開）【ア
クセス】東京メトロ広尾駅
から徒歩15分

給
恒
は
、佐
野
常
民
と
並
ん

で
博
愛
社
の
設
立
に
尽
力

し
、日
本
赤
十
字
社
初
代
副
社
長
を

務
め
た
人
物
。
そ
の
墓
は
、日
本
赤

十
字
社
医
療
セ
ン
タ
ー
に
ほ
ど
近
い

祥
雲
寺
の
境
内
に
あ
る
。

　
祥
雲
寺
は
、
福
岡
藩
初
代
藩
主
・

黒
田
長
政
を
弔
う
た
め
に
創
建
さ
れ

た
同
藩
の
菩
提
寺
で
、ほ
か
に
も
多

く
の
大
名
が
眠
る
。
恒
も
も
と
は
奥

殿
藩
の
大
名
で
、
龍
岡
城（
P. 

38
）の

城
主
だ
っ
た
。

　
恒
は
私
邸
の
松
の
木
の
下
に
あ
っ

た
3
メ
ー
ト
ル
あ
ま
り
の
石
を「
碧へ
き

玉ぎ
ょ
く
牀し
ょ
う」と
名
付
け
、そ
こ
に
腰
を
下

ろ
し
て
過
ご
す
こ
と
を
好
ん
だ
と
い

う
。
1
9
1
0
年
1
月
6
日
に
72

歳
で
そ
の
生
涯
を
終
え
る
と
、遺
言

に
従
っ
て
、墓
地
に
碧
玉
牀
が
敷
か

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

大

護
教
育
が
日
本
赤
十
字
社

で
始
ま
っ
た
の
は
、現
在
の

日
本
赤
十
字
看
護
大
学
の
前
身
・
日

本
赤
十
字
社
病
院
看
護
婦
養
成
所
が

で
き
た
1
8
9
0
年
の
こ
と
。

　
そ
の
1
3
0
年
以
上
の
歴
史
で
培

わ
れ
て
き
た
膨
大
な
史
料
を
収
集
・

編
纂
し
て
い
る
の
が
、同
大
学
史
料

室
。
看
護
学
の
教
材
や
書
籍
、医
療

器
具
、卒
業
生
の
国
際
派
遣
や
救
護

活
動
に
関
す
る
手
記
な
ど
の
多
岐
に

わ
た
る
収
蔵
品
は
、赤
十
字
史
や
看

護
史
と
し
て
、ま
た
災
害
史
や
戦
史

の
観
点
か
ら
も
貴
重
な
も
の
だ
。

　

そ
れ
ら
の
一
部
は
大
学
1
階
ロ

ビ
ー
に
展
示
さ
れ
て
お
り
、開
校
時

は
看
護
を
志
す
学
生
は
も
ち
ろ
ん
、

誰
で
も
自
由
に
閲
覧
可
能
。
毎
週
金

曜
日
に
は
、希
望
者
に
史
料
室
内
も

公
開
し
て
い
る（
要
事
前
連
絡
）。

■
　 

１
３
０
年
以
上
の
看
護
史
の
重
み
を
知
る

看

25 日本赤十字看護大学史料室

■
　 
博
愛
社
設
立
の
立
役
者
が
眠
る
大
名
の
菩
提
寺

ロビーには展示コーナーが常設されている。
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高
崎
市
の
地
「
佐
野
」
は

「
い
ざ
鎌
倉
」
の
舞
台　

　
　
藤
原
秀
郷              

千
常
　
　
文
脩
　
　
兼
光

　
　
　
頼
行
　
　
兼
行
　
　
成
行
　
　
家
綱
　
　
俊
綱

　
　
　
忠
綱
　
　
成
俊
　
　
有
綱
　
　
基
綱
　
　
國
綱

　
　
　
景
綱
　
　
清
常
　
　
常
世
　
　
成
常
　
　
師
常

　
　
　
常
家
　
　
有
家
　
　
家
永
　
　
景
永
　
　
景
實

　
　
　
景
治
　
　
景
俊
　
　
景
貞
　
　
常
貞
　
　
常
宗

　
　
　
常
俊
　
　
常
眞
　
　
常
盛
　
　
常
道
　
　
常
置

　
　
　
常
昭
　
　
常
徵
　
　
常
民
　
　
常
羽
　
　
常
光

初
代                                         

二
代                  

三
代
　             

四
代

五
代                 

六
代
　              

七
代
　              

八
代
　             

九
代

十
代
　             

十
一
代
　            

十
二
代
　           

十
三
代
　          

十
四
代

十
五
代
　          

十
六
代
　          

十
七
代
　          

十
八
代
　          

十
九
代

二
十
代
　           

二
十
一
代
　         

二
十
二
代
　       

二
十
三
代
　       

二
十
四
代

二
十
五
代
　       

二
十
六
代
　       

二
十
七
代
　       

二
十
八
代
　       

二
十
九
代

三
十
代
　           

三
十
一
代
　        

三
十
二
代
　       

三
十
三
代
　       

三
十
四
代

三
十
五
代
　       

三
十
六
代
　      

三
十
七
代
　       

三
十
八
代
　       

三
十
九
代

佐野常民家系図

資料提供：佐藤雅紀氏（元日本赤十字社職員）

右から、願成寺（栃木県佐野市鉢本町15-5）の佐野源左衛
門常世の墓、常世の住居跡と伝えられている常世神社（群馬
県高崎市上佐野町495-2）の鳥居と社。

　
一
方
、
群
馬
県
高
崎
市
に
は
、
そ
の
名

も「
常
世
神
社
」
が
あ
る
。
常
世
の
宅
跡

と
伝
え
ら
れ
る
、
謡
曲「
鉢
木
」
の
舞
台

と
な
っ
た
場
所
だ
。

　
と
き
は
鎌
倉
時
代
。
大
雪
の
あ
る
日
、

領
地
を
一
族
に
奪
わ
れ
て
上
野
国
の
佐
野

で
窮
乏
生
活
を
送
っ
て
い
た
常
世
の
住
む

あ
ば
ら
家
に
、旅
の
僧
が
一
夜
の
宿
を
求

め
て
訪
れ
た
。
常
世
は
秘
蔵
し
て
い
た

梅
、
松
、
桜
の
鉢
の
木
を
囲
炉
裏
に
く
べ

て
も
て
な
し
、「
今
で
こ
そ
落
ち
ぶ
れ
て

い
る
が
、い
ざ
と
な
れ
ば
鎌
倉
に
馳
せ
参

ず
る
」
と
語
る
。
そ
の
後
、
幕
府
か
ら
命

令
が
下
り
、諸
国
の
武
士
と
と
も
に
痩
せ

馬
を
鞭
打
っ
て
駆
け
つ
け
る
と
、そ
こ
に

は
大
雪
の
日
の
旅
の
僧
の
顔
が
あ
っ
た
。

こ
の
僧
こ
そ
、
最
明
寺
入
道
、
す
な
わ

ち
鎌
倉
幕
府
の
第
5
代
執
権
・
北
条
時
頼

だ
っ
た
。
時
頼
は
か
の
日
の
礼
と
し
て
、

常
世
に
本
領
の
安
堵
を
約
束
し
、梅
、松
、

桜
に
ち
な
ん
で
、
加
賀
の
梅
田
、
上
州
の

　
　
　

　　
日
本
赤
十
字
社
を
創
立
し
た
佐
野
常
民

の
ル
ー
ツ
を
追
っ
て
い
く
と
、旧
下
野
国

で
あ
る
栃
木
県
の
佐
野
市
と
、旧
上
野
国

で
あ
る
群
馬
県
高
崎
市
の
上
佐
野
町
に
た

ど
り
つ
く
。

　
ふ
た
つ
の
土
地
に
共
通
す
る
の
は
、謡

曲「
鉢は
ち
の
き木
」
の
主
人
公
と
し
て
知
ら
れ
る

坂
東
武
士
・
佐
野
源
左
衛
門
常つ

ね
よ世

ゆ
か
り

の
史
跡
。
佐
野
氏
は
、平
安
時
代
中
期
の

武
将・藤
原
秀
郷
を
祖
先
と
し
、代
々
唐
沢

山
城
を
居
城
と
し
て
い
た
。
常
民
は
秀
郷

か
ら
数
え
て
15
代
の
景
綱
を
祖
と
す
る
常

世
の
末
裔
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
の
常
世
の
墓
が
あ
る
の
が
、か
つ
て

佐
野
藩
が
置
か
れ
た
栃
木
県
佐
野
市
に
あ

る
願
成
寺
。
近
隣
に
は
、常
世
が
暮
ら
し

た
と
い
わ
れ
る
館
跡
も
残
っ
て
い
る
。

　
常
世
の
一
族
は
、徳
川
家
康
の
時
代
に

下
野
国
に
あ
っ
た
佐
野
藩（
藤
姓
）
が
廃

藩
と
な
っ
た
こ
と
で
越
前
へ
移
り
、そ
の

後
京
都
へ
上
っ
て
か
ら
は
鍋
島
家
に
召
し

抱
え
ら
れ
た
こ
と
で
、
佐
嘉（
現
在
の
佐

賀
県
）で
代
々
藩
医
を
務
め
る
こ
と
に
な

る
。
そ
し
て
佐
野
家
の
当
主
で
あ
っ
た

常つ
ね
み徴（

P. 

70
参
照
）
の
養
子
と
な
っ
て
37

代
目
の
家
督
を
継
い
だ
の
が
、
1
8
2
3

年
に
佐
賀
藩
士
の
下
村
家
に
生
ま
れ
た
常

民
だ
っ
た
。
そ
の
後
、幕
末
の
動
乱
期
を

駆
け
抜
け
、西
南
戦
争
の
さ
な
か
に
日
本

赤
十
字
社
の
前
身
・
博
愛
社
を
設
立
す
る

こ
と
に
な
る
。

「
い
ざ
鎌
倉
」
で
知
ら
れ
る
謡
曲
「
鉢
木
」

の
主
人
公
・
佐
野
源
左
衛
門
常
世
。
こ
の
人

物
と
日
本
赤
十
字
社
を
創
立
し
た
佐
野
常
民

に
は
深
い
関
係
が
あ
る
。
栃
木
県
と
群
馬
県

を
舞
台
に
、
そ
の
つ
な
が
り
を
追
っ
た
。

佐
野
家
ゆ
か
り
の
地
を
ゆ
く

―
―
栃
木
県
佐
野
市
・
群
馬
県
高
崎
市
上
佐
野
町

Red 
Cross 
Stories

02

祖
先
・
佐
野
源
左
衛
門
常
世
と

佐
野
常
民
の
つ
な
が
り
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常世神社の境内にある、「鉢木」のワ
ンシーンを再現したパネル。旅の僧を
もてなすため、常世が大切にしていた
桜の木を惜しげもなく薪にしている。

かつての「佐野の渡し」の烏川に架かる現在の佐野橋。

高崎市にある和菓子店「鉢
の木七冨久」で販売され
ている銘菓「鉢の木『い
ざ鎌倉』」。物語にちなん
だ梅・桜・松の3種類。

葛飾北斎「かうつけ佐野ふなはしの古づ」。並べた舟の上に板を
乗せた仮橋の情景が描かれている。
足立区立郷土博物館収蔵資料データベース

佐
野
源
左
衛
門
常
世
は

史
実
か
伝
説
か

て
広
く
知
ら
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
ま
た
、

飛
鳥
時
代
の
6
8
1
年
に
建
立
さ
れ
、

2
0
1
7
年
に
世
界
記
憶
遺
産
に
登
録

さ
れ
た
日
本
最
古
の
石
碑「
山や

ま
の
う
え
ひ

上
碑
」（
高

崎
市
山
名
町
）
に
も
、
大
和
朝
廷
の
直
轄

地「
佐
野
三
家
」
の
記
述
が
あ
り
、
日
本

最
古
の
地
名
表
現
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
事
実
か
ら
、地
元
の
高
崎
商

科
大
学
の
熊
倉
浩
靖
特
任
教
授
は「
佐
野

は
現
在
の
高
崎
市
南
東
部
を
中
心
と
す
る

地
域
名
で
あ
り
、常
世
を
主
人
公
と
す
る

謡
曲『
鉢
木
』も
歌
枕
の
地
と
し
て
の『
佐

野
』を
も
っ
て
作
品
と
し
た
の
で
は
な
い

か
」と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
謡
曲「
鉢
木
」
に
お
け
る
常
世

譚
を
定
着
さ
せ
た
の
は
能
楽
に
精
通
し
た

高
崎
藩
主
・
安
藤
家
で
あ
る
と
思
わ
れ
る

こ
と
、さ
ら
に
常
世
の
系
譜
も
佐
野
氏
の

地
域
で
の
ち
に
伝
承
化
さ
れ
た
可
能
性
が

高
く
、「
常
世
」の
名
も「
古
代
日
本
で
信

仰
さ
れ
た
海
の
彼
方
に
あ
る
理
想
郷『
常

世（
と
こ
よ
）の
国
』を
連
想
さ
せ
る
」と

し
て
い
る
。

　
日
本
赤
十
字
社
初
代
社
長
・
佐
野
常
民

と
、坂
東
武
士
・
佐
野
源
左
衛
門
常
世
を

　
と
こ
ろ
で
、栃
木
県
佐
野
市
と
群
馬
県

高
崎
市
上
佐
野
町
に
伝
わ
る
こ
の
佐
野
源

左
衛
門
常
世
と
い
う
人
物
は
、は
た
し
て

実
在
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
多
く
の
研
究
者

は
、北
条
時
頼
の
廻
国
伝
説
を
扱
っ
た「
増

鏡
」や「
太
平
記
」に「
鉢
木
」の
記
述
が

見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、常
世
の
存
在
を

疑
問
視
し
て
い

る
よ
う
だ
。

　
群
馬
県
の「
佐

野
」と
い
う
地
名

の
由
来
は
定
か

で
は
な
い
が
、山

間
の
狭
い
平
地

を
意
味
す
る「
狭

野
」が
語
源
と
も

い
わ
れ
て
お
り
、

前
述
の
万
葉
集

に
も
そ
の
名
が

見
ら
れ
る
よ
う

に
古
代
よ
り「
歌

枕
」
の
地
と
し

つ
な
ぐ〝
点
と
線
〞
は
お
お
い
に
ロ
マ
ン

を
掻
き
立
て
る
が
、史
実
と
は
別
物
と
考

え
た
ほ
う
が
よ
さ
そ
う
だ
。

　

ち
な
み
に
高
崎
市
内
で
は
、「
鉢
木
」

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た「
鉢

の
木『
い
ざ
鎌
倉
』」
や「
鉢
の
木
の
里
」

な
ど
の
銘
菓
が
親
し
ま
れ
て
い
る
。
は
て

し
な
い
歴
史
の
ロ
マ
ン
に
思
い
を
馳
せ
な

が
ら
味
わ
っ
て
み
る
の
も
一
興
だ
。

松
枝（
松
井
田
）、越
中
の
桜
井
の
三
ヶ
庄

を
恩
賞
と
し
て
与
え
た
と
い
う
。

「
い
ざ
鎌
倉
」の
由
来
と
な
っ
た
こ
の
物

語
を
解
説
し
た
パ
ネ
ル
は
、現
在
も
常
世

神
社
境
内
に
置
か
れ
て
い
る
。
ち
な
み

に
、三
ヶ
庄
を
賜
っ
た
史
実
は
確
認
で
き

な
い
も
の
の
、
現
在
、
桜
井
と
さ
れ
る
場

所
に
は「
佐
野
源
左
衛
門
常
世
之
遺
跡
」

の
石
碑（
P. 

35
）が
あ
る
。

　
常
世
神
社
が
あ
る
高
崎
市
上
佐
野
町
近

郊
は
、
古
く
か
ら「
佐
野
」
の
地
名
で
呼

ば
れ
て
い
る
。
そ
の
地
名
は
万
葉
集
に
も

歌
わ
れ
て
い
て
、「
上
つ
毛
野　
佐
野
の

舟
橋　
取
り
離
し　
親
は
放さ

く
れ
ど　
我

は
離さ

か

る
が
へ
」（
船
橋
の
板
を
取
り
離
し

て
親
は
ふ
た
り
が
会
え
な
い
よ
う
に
引
き

離
そ
う
と
す
る
け
れ
ど
、簡
単
に
は
引
き

離
せ
る
も
の
か
）
の
歌
碑
が
、
上
信
電
鉄

「
佐
野
の
わ
た
し
駅
」
の
近
く
に
建
っ
て

い
る
。

　
ま
た
、葛
飾
北
斎
が『
諸
国
名
橋
奇
覧
』

で
描
い
た
浮
世
絵「
佐
野
の
舟
橋
」
も
烏

川
下
流
に
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
実
際
の
舟
橋
は
江
戸
時
代
に
は
す
で
に

存
在
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、北
斎
は
万

葉
集
の
歌
枕
の
地「
佐
野
の
舟
橋
」
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
こ
の
絵
を
描
い
た
の
で
は
な

い
か
。
現
在
で
は
か
つ
て
の
佐
野
の
船
橋

を
偲
ぶ
か
の
よ
う
に
、烏
川
を
渡
る
上
信

電
鉄
鉄
橋
の
す
ぐ
下
に
木
製
の「
佐
野
橋
」

が
架
け
ら
れ
て
い
る
。

Red 
Cross 
Stories
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万
葉
集
や
浮
世
絵
に
も

「
佐
野
」
の
地
名
が
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日
本
列
島
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
中

部
地
方
に
は
、
多
様
な
地
域
性
が
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
東
西
の
経
済
・
文
化
が
交
わ

る
場
所
と
し
て
、
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
豊
か

で
独
自
性
の
高
い
文
化
と
歴
史
が
育
ま
れ

て
き
た
。

　

た
と
え
ば
長
野
県
の
「
龍
岡
城
五
稜

郭
」
は
、
日
本
に
ふ
た
つ
し
か
な
い
五
芒

星
型
の
稜
堡
を
持
つ
こ
と
で
知
ら
れ
る
洋

式
城
郭
。

　
福
井
県
に
目
を
転
じ
れ
ば
、
古
く
か
ら

海
運
の
要
衝
と
し
て
栄
え
、
明
治
時
代
に

は
国
際
貿
易
の
拠
点
と
し
て
〝
東
洋
の
波

止
場
〞
と
謳
わ
れ
た
「
敦
賀
港
」
が
、
近

年
で
は
〝
人
道
の
港
〞
と
し
て
再
び
評
価

を
高
め
つ
つ
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
ど
ち
ら

に
も
、
日
本
赤
十
字
社
は
深
く
関
わ
っ
て

い
る
。

　
日
本
海
に
面
し
た
豪
雪
地
帯
・
新
潟
か

ら
、
太
平
洋
側
の
温
暖
な
気
候
が
心
地
い

い
静
岡
ま
で
。
各
地
に
残
さ
れ
た
赤
十
字

の
歩
み
を
た
ど
っ
て
い
こ
う
。

Chubu.
日本の東西が交わる地に見出した

日本赤十字社の足跡

中部

博愛社設立に携わった大給
恒が奥殿藩主として築城し
た龍岡城五稜郭（P.38）の
お堀。敷地内の資料館では
恒と赤十字の関わりをボラン
ティアスタッフが解説している。

Chubu Area Map

34 佐野常民の
　別荘庭園

33 龍岡城五稜郭

32 長野県赤十字歴史資料館

28  清水園

36 奥殿陣屋

29 佐野源左衛門
　常世之遺跡碑

35 旧日本赤十字社
　 中央病院病棟

30 橋本綱常博士胸像

31 人道の港 敦賀ムゼウム
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新発田駅前公園新発田駅前公園

新発田駅新発田駅

290
290

DATA.【住所】新発田市大栄町7-9-32
【TEL】0254-22-2659【時間】9:00
～17:00（無休、大人700円、小・中
学生300円）【アクセス】JR新発田駅
から徒歩7分
※11～2月は～16:30。年末と1・2月の水休

清水園は国指定名勝。紅葉の時期には夜
間ライトアップが行われるなど、四季折々の
風景を楽しむことができる。

つ
て
越
後
と
呼
ば
れ
、
11
も

の
藩
に
分
か
れ
て
い
た
新

潟
。
日
本
有
数
の
米
ど
こ
ろ
ら
し
く

美
し
い
水
田
に
囲
ま
れ
た
地
に
、か

つ
て
新し

ば

た
発
田
藩
の
藩
主
・
溝
口
家
の

下
屋
敷（
清
水
谷
御
殿
）だ
っ
た
大
名

庭
園
、清
水
園
が
あ
る
。

　
新
発
田
藩
の
12
代
藩
主
・
溝
口
直

正
の
養
妹
で
あ
る
栄は
る
ひ
め姫
は
、有
栖
川

宮
熾
仁
親
王
の
も
と
に
嫁
ぎ
、董た

だ
こ子

妃
と
し
て
夫
と
と
も
に
佐
野
常
民
ら

を
助
け
て
博
愛
社
の
設
立
に
尽
く
し

た
人
物
。
1
8
8
4
年
に
は
看
護
婦

教
育
所
の
設
立
資
金
を
得
る
た
め
、

総
長
と
し
て「
婦
人
慈
善
会
」（
チ
ャ

リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
）を
鹿
鳴
館
で
開
催

し
、日
本
初
の
看
護
教
育
施
設
が
生

ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
東
京
・
新

橋
の
慈
恵
看
護
専
門
学
校
に
は
看
護

婦
教
育
所
創
設
之
地
碑
が
あ
る
。
ま

た
、慈
恵
会
幹
事
長
や
日
本
赤
十
字

社
篤
志
看
護
婦
人
会
幹
事
長
も
務

め
、日
本
看
護
教
育
の
母
と
も
い
わ

れ
て
い
る
。

　
園
内
の
史
料
館
に
は
、有
栖
川
宮

家
へ
輿
入
れ
し
た
際
の
小
箪
笥
を
は

じ
め
、新
発
田
城
内
で
撮
影
さ
れ
た

栄
姫
時
代
の
写
真
や
、溝
口
家
が
提

供
し
た
董
子
妃
と
な
っ
た
あ
と
の
写

真
な
ど
も
展
示
さ
れ
て
い
る
。

■
　 

大
名
庭
園
に
育
ま
れ
た
看
護
教
育
の
母
の
面
影

か

部
峡
谷
や
宇
奈
月
温
泉
な

ど
で
知
ら
れ
て
い
る
黒
部

市
は
、
か
つ
て
桜
井
町
と
呼
ば
れ
、

現
在
も
桜
井
と
い
う
名
が
多
く
残
っ

て
い
る
。

　
こ
の
地
は
、佐
野
常
民
の
祖
先
と

さ
れ
る
佐
野
源
左
衛
門
常
世（
P. 

28
）

ゆ
か
り
の
地
。
謡
曲「
鉢
木
」で
常
世

に
恩
賞
と
し
て
与
え
ら
れ
た
三
ヶ
庄

の
う
ち
、「
越
中
の
桜
井
」が
黒
部
市

三
日
市
の
あ
た
り
で
あ
る
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
。

　
こ
の
伝
説
に
ち
な
み
、黒
部
市
民

会
館
の
庭
に「
佐
野
源
左
衛
門
常
世

之
遺
跡
」と
刻
ま
れ
た
記
念
碑
が
建

ち
、入
口
道
路
付
近
に
は
記
念
の
桜

の
木
も
植
え
ら
れ
て
い
る
。
碑
文
の

題
字
は
、常
民
の
子
孫
で
あ
る
佐
野

常
羽
に
よ
る
も
の
。
歴
史
の
つ
な
が

り
に
思
い
を
馳
せ
て
み
た
い
。

東三日市駅東三日市駅

DATA.【住所】黒部市三日
市 2981【TEL】0765-

54-1171【時間】9:00～
22:00（無休）【アクセス】
富山地方鉄道東三日市駅
から徒歩1分 ※年末年始休

福井駅福井駅

福井県庁福井県庁

養浩館庭園養浩館庭園
DATA.【住 所】福 井 市 宝
永 3-12-1【TEL】0776-

21-0489【時 間】9:00～
19:00（無 休、入 場 料
220円）【アクセス】JR福
井駅から徒歩15分 ※11月6日

から2月末日は～17:00。年末年始休

黒 ■
　 

佐
野
常
民
の
祖
先
と
子
孫
を
つ
な
ぐ
石
碑

28 清水園（旧新発田藩下屋敷大名庭園）

29 佐野源左衛門常世之遺跡碑 ［ 黒部市民会館 ］

14

愛
社
病
院
、現
在
の
日
本
赤

十
字
社
医
療
セ
ン
タ
ー
の

初
代
院
長
・
橋
本
綱
常
は
、福
井
の

誇
る
偉
人
。
1
8
4
5
年
7
月
24

日
、福
井
藩
医
・
橋
本
家
の
五
男
と

し
て
生
ま
れ
、11
歳
で
家
を
継
ぐ
と
、

長
崎
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
医
学
を
学

ぶ
。
こ
の
と
き
軍
の
衛
生
制
度
や
赤

十
字
事
業
、万
国
赤
十
字
条
約
加
盟

に
つ
い
て
も
調
査
。
帰
国
後
は
陸
軍

軍
医
監
、東
京
帝
国
大
学
医
科
大
学

教
授
を
歴
任
し
、
1
8
8
6
年
に
博

愛
社
病
院
院
長
に
就
任
。
看
護
師
勤

務
の
基
礎
を
つ
く
り
、戦
時
救
護
に

力
を
尽
く
し
た
。

　

福
井
市
立
郷
土
歴
史
博
物
館
に

は
、福
井
県
の
み
な
ら
ず
日
本
の
近

代
医
学
の
発
展
に
寄
与
し
た
綱
常
の

功
績
を
讃
え
る
た
め
、福
井
県
医
師

会
が
建
て
た
胸
像
が
残
る
。

■
　 

戦
時
救
護
に
尽
力
し
た
偉
人
の
功
績
を
称
え
て

博

30 橋本綱常博士胸像 ［ 福井市立郷土歴史博物館 ］
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州
日
本
海
側
沿
岸
の
ほ
ぼ

中
央
に
位
置
す
る
福
井
県

敦
賀
市
。
敦
賀
港
を
拠
点
に
古
く
か

ら
大
陸
と
の
交
流
が
行
わ
れ
て
き
た

こ
の
地
は〝
東
洋
の
波
止
場
〞
と
謳

わ
れ
、歴
史
の
舞
台
と
な
っ
て
き
た
。

　
1
9
2
0
年
に
は
、ロ
シ
ア
革
命

後
の
シ
ベ
リ
ア
で
家
族
を
失
っ
た

ポ
ー
ラ
ン
ド
孤
児
3
7
5
人
を
敦

賀
港
経
由
で
保
護（
P. 

23
）、日
本
赤

十
字
社
敦
賀
委
員
部
や
敦
賀
市
民
ら

は
丁
重
に
受
け
入
れ
た
と
い
わ
れ
て

い
る
。
ま
た
1
9
4
0
年
、ナ
チ
ス

ド
イ
ツ
か
ら
逃
れ
た
ユ
ダ
ヤ
人
難
民

ら
が
、
杉
原
千ち

う
ね畝

が
発
給
し
た「
命

の
ビ
ザ
」を
握
り
し
め
て
上
陸
し
た

場
所
で
も
あ
る
。

 

「
人
道
の
港 

敦
賀
ム
ゼ
ウ
ム
」
は
、

こ
れ
ら
の
史
実
を
伝
え
る
た
め
に

2
0
0
8
年
に
開
館
し
た
資
料
館
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
孤
児
上
陸
1
0
0
周

年
、命
の
ビ
ザ
発
給
80
周
年
を
迎
え

た
2
0
2
0
年
に
は
往
時
の
建
物

4
棟
を
復
元
し
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
し
た
。
館
内
に
は
孤
児
や

難
民
受
け
入
れ
時
の
様
子
が
紹
介
さ

れ
て
い
る
ほ
か「
命
の
ビ
ザ
」
の
複

製
な
ど
も
展
示
。
敦
賀
港
の〝
人
道

の
港
〞と
し
て
の
顔
を
う
か
が
う
こ

と
が
で
き
る
。

■
　 〝
東
洋
の
波
止
場
〟
か
ら
〝
人
道
の
港
〟
へ

DATA.【住所】敦賀市金ケ崎町23-1
【TEL】0770-37-1035【時間】9:00
～17:00（水休、大人500円、小学生
以下300円）【アクセス】JR敦賀駅か
らバス10分、金ヶ崎緑地下車徒歩1分
※祝日の場合翌日休、年末年始休

敦賀駅敦賀駅

松原公園松原公園

敦賀
赤レンガ倉庫
敦賀
赤レンガ倉庫

笙
の
川
笙
の
川

本

31 人道の港 敦賀ムゼウム

敦賀港（上）と敦賀ムゼウム（下）。同施設
は、大正から昭和初期にかけて敦賀港にあっ
た敦賀港駅や税関旅具検査所など4棟の
建物を当時の位置に復元したもの。

本
赤
十
字
社
長
野
県
支
部

が
長
野
県
庁
内
に
設
置
さ

れ
た
の
は
明
治
期
の
1
8
8
9
年

の
こ
と
。
10
年
後
に
は
現
在
の
支

部
所
在
地
に
長
野
支
部
事
務
所
・
看

護
婦
養
成
所
が
建
設
さ
れ
、長
野
に

お
け
る
赤
十
字
事
業
拡
大
の
拠
点
と

な
っ
た
。

　
2
0
0
7
年
、老
朽
化
の
た
め
に

こ
の
支
部
事
務
所
建
屋
の
取
り
壊
し

が
取
り
沙
汰
さ
れ
た
。
し
か
し
、救

護
看
護
婦
を
戦
地
へ
と
送
り
出
し
た

「
正
面
玄
関
」
と「
支
部
長
室
」
は
、

赤
十
字
の
礎
を
築
い
た
も
の
と
し
て

保
存
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ

で
、解
体
し
た
建
物
の
屋
根
瓦
や
ガ

ラ
ス
窓
な
ど
を
活
用
し
て
往
時
の
姿

を
復
元
、翌
年
4
月
1
日
に
支
部
敷

地
内
に
開
館
し
た
の
が
、長
野
県
赤

十
字
歴
史
資
料
館
だ
。

　
館
内
で
は
、長
野
県
支
部
に
収
蔵

さ
れ
て
い
る
初
代
内
閣
総
理
大
臣
・

伊
藤
博
文
の
書「
十
字
赤
章
」
や
、

日
本
赤
十
字
社
初
代
総
裁
・
小
松
宮

彰
仁
親
王
の
書「
仁
義
」、赤
十
字
救

護
看
護
婦
の
記
録
な
ど
を
展
示
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
ガ
イ

ド
が
行
わ
れ
、日
本
赤
十
字
社
の
歴

史
と
事
業
を
伝
え
て
い
る
。

■
　 

明
治
時
代
の
建
屋
で
知
る
赤
十
字
の
歩
み

DATA. 【住所】長野市南県町1074
【TEL】026-226-2073【時間】9:00
～16:00（土日祝休）【アクセス】JR
長野駅から徒歩15分
※見学は要予約。年末年始休、5月1日休

長野駅長野駅

市役所前駅市役所前駅
19

裾
花
川

裾
花
川

日

館内の見学は要予約。ボランティアガイド
が解説する見学経路は所要時間別に3つの
コースがある。

32 長野県赤十字歴史資料館 ［ 日本赤十字社長野県支部 ］Red C
ross Travel
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庭園内に設けられた貸し切り露天風呂。掲げ
られた「常民庵」の文字が目を引く。

国
的
に
知
ら
れ
て
い
る
温

泉
保
養
地
、熱
海
。
多
く
の

旅
館
や
ホ
テ
ル
が
建
ち
並
ぶ
中
、
網

代
温
泉
に
あ
る「
松
風
苑
」
は
、
佐

野
常
民
の
別
荘
跡
地
に
建
て
ら
れ
た

旅
館
だ
。

　
同
館
の
4
千
坪
の
日
本
庭
園
は
、

常
民
の
別
荘
の
当
時
の
庭
園
を
保
存

し
た
も
の
。
庭
園
内
に
は
小
川
が
流

れ
、四
季
折
々
の
草
木
約
60
種
が
咲

き
誇
る
。
ま
た
、常
民
の
名
を
冠
し

た
貸
切
り
風
呂「
常
民
庵
」
も
宿
の

自
慢
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
。

　
北
島
磯
舟
著『
日
本
赤
十
字
社
之

創
立
者
佐
野
常
民
伝
』
に
よ
る
と
、

常
民
は
、元
老
院
議
長
に
昇
進
し
た

1
8
8
2
年
の
4
月
か
ら
8
月
ま

で
熱
海
に
逗
留
し
た
と
あ
る
。
当
時

は
散
策
す
る
場
所
も
少
な
か
っ
た
熱

海
の
来
宮
神
社
周
辺
を
開
発
し
、海

岸
ま
で
の
遊
歩
道
を
つ
く
っ
た
の
も

常
民
だ
と
い
う
。
美
術
や
工
芸
に
造

詣
が
深
く
、雅
人
と
し
て
の
一
面
も

あ
っ
た
常
民
の
人
柄
を
偲
ば
せ
る
エ

ピ
ソ
ー
ド
だ
。

　
こ
の
庭
園
は
、
1
9
4
8
年
に
公

開
さ
れ
た
清
水
宏
監
督
の
映
画「
蜂

の
巣
の
子
ど
も
た
ち
」の
撮
影
が
行

わ
れ
た
こ
と
か
ら「
蜂
の
巣
庭
園
」

と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

■
　 

雅
人
・
佐
野
常
民
が
愛
し
た
別
荘
庭
園

多賀小学校多賀小学校

下多賀港下多賀港

網代駅網代駅

DATA.【住所】熱海市下多賀966【TEL】
0557-68-3151【アクセス】JR網代
駅から車で7分 ※宿泊者は無料送迎あり

全

34 佐野常民の別荘庭園 ［ 松風苑 ］ R+
TRAVEL GUIDE

SPOT NO .34

静岡
芒
星
形
要
塞
は
、日
本
に
ふ

た
つ
あ
る
。
ひ
と
つ
は
北

海
道
函
館
市
の「
五
稜
郭
」、も
う
ひ

と
つ
が
長
野
県
佐
久
市
の「
龍
岡
城

五
稜
郭
」だ
。
2
0
1
7
年
に
続
日

本
1
0
0
名
城
に
選
ば
れ
た
こ
の

史
跡
の
一
角
に
、佐
野
常
民
と
と
も

に
日
本
赤
十
字
社
創
立
に
尽
力
し
た

大
給
恒
の
胸
像
が
あ
る
。

　

恒
は
元
の
名
を
松
平
乗の

り
か
た謨

と
い

い
、か
つ
て
愛
知
県
岡
崎
市
に
あ
っ

た
奥
殿
陣
屋（
P. 

41
）
を
拠
点
と
す

る
三
河
国
奥
殿
藩
の
藩
主
だ
っ
た
。

参
勤
交
代
制
の
廃
止
に
伴
い
、信
濃

国
田
野
口
藩
の
藩
主
と
な
る
と
、長

野
県
佐
久
市
の
地
に
五
稜
郭
様
式
の

龍
岡
城
を
築
城
し
た
。

　
胸
像
は
、1
9
9
0
年
5
月
10
日
、

龍
岡
城
城
主
で
あ
っ
た
恒
の
業
績
を

後
世
に
伝
え
る
た
め
に
日
本
赤
十
字

社
長
野
県
支
部
が
建
て
た
も
の
。
隣

接
す
る「
五
稜
郭
で
あ
い
の
館
」
に

は
、城
に
関
す
る
写
真
や
史
料
が
展

示
さ
れ
て
お
り
、長
野
県
赤
十
字
広

報
奉
仕
団 

龍
岡
城
五
稜
郭
保
存
会

案
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
ガ
イ
ド
を

行
っ
て
い
る（
要
予
約
）。

　
佐
久
市
に
残
る
江
戸
時
代
か
ら
の

古
い
町
並
み
と
と
も
に
、歴
史
散
策

を
楽
し
ん
で
み
て
は
。

■
　 

長
野
の
五
稜
郭
に
見
る
赤
十
字
の
出
発
点

DATA.【住所】佐久市田口下町3000-1
【TEL】0267-63-5321（佐久市文化
振興課文化財事務所）【アクセス】JR
龍岡城駅または臼田駅から徒歩20分

龍岡城駅龍岡城駅

臼田駅臼田駅

五稜郭
展望台
五稜郭
展望台

雨川雨川

五

33 龍岡城五稜郭

大給恒の胸像があるのは、龍岡城址大手
門広場。日本赤十字社をつくり育てた恒の
情熱と偉業を人々に伝えている。
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宝
・
犬
山
城
で
知
ら
れ
る
愛

知
県
犬
山
市
に
は
、
1
0
0

万
平
方
メ
ー
ト
ル
の
敷
地
に
明
治
期

の
建
築
物
67
棟
を
移
築
し
た
博
物
館

明
治
村
が
あ
る
。
名
古
屋
市
に
あ
っ

た
東
松
家
住
宅
な
ど
県
内
の
も
の

は
も
ち
ろ
ん
、京
都
に
建
て
ら
れ
た

聖
ヨ
ハ
ネ
教
会
堂
、札
幌
市
大
通
に

あ
っ
た
札
幌
電
話
交
換
局
な
ど
全
国

の
文
化
財
が
集
め
ら
れ
、そ
の
う
ち

国
の
重
要
文
化
財
は
11
件
。
い
わ

ば
歴
史
的
建
築
物
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク

だ
。
こ
こ
に
は
、か
つ
て
東
京
・
広

尾
に
あ
っ
た
旧
日
本
赤
十
字
社
中
央

病
院
病
棟
も
移
築
さ
れ
て
い
る
。

　
1
8
8
7
年
に
博
愛
社
か
ら
日
本

赤
十
字
社
に
名
を
改
め
た
際
、
皇
室

か
ら
渋
谷
の
御
料
地
の
一
部
と
建
設

資
金
10
万
円
が
下
賜
さ
れ
た
こ
と
で
、

1
8
9
1
年
に
建
て
ら
れ
た
の
が
同

病
院
。
病
棟
は
中
庭
を
囲
む
分
棟
式

の
木
造
様
式
で
、正
面
を
飾
る
、桐
、

竹
、
鳳
凰
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
た
額

が
特
徴
。
こ
れ
は
昭
憲
皇
太
后
の
ア

イ
デ
ア
を
も
と
に
し
た
も
の
と
い
わ

れ
て
お
り
、「
赤
十
字
社
総
会
行
啓
」

の
絵（
P. 

20
）
に
も
描
か
れ
て
い
る

よ
う
に
、
皇
太
后
と
日
本
赤
十
字
社

と
の
深
い
関
わ
り
を
感
じ
さ
せ
る
。

■
　 

愛
知
に
残
る
赤
十
字
と
昭
憲
皇
太
后
の
つ
な
が
り

犬山長者町
簡易郵便局
犬山長者町
簡易郵便局

犬山駅犬山駅

犬山口駅犬山口駅

羽黒駅羽黒駅

富岡前駅富岡前駅

DATA.【住所】犬山市字内山1番地【TEL】
0568-67-0314【時間】9:30～17:00

（火休、大人2000円、シニア・大学生
1600円、高校生1200円、小・中学生
700円）【アクセス】名古屋鉄道犬山駅
からバス25分、明治村下車徒歩3分
※営業時間・定休日は時期により異なる

国
博物館明治村は、入鹿池のほとりに建つ。
国内有数の規模を誇る人工ため池で、愛
知の観光地のひとつになっている。

35 旧日本赤十字社中央病院病棟 ［ 博物館明治村 ］

給
恒
は
、愛
知
県
岡
崎
市
を

領
地
と
し
て
い
た
奥
殿
藩

の
最
後
の
藩
主
で
も
あ
る
。
同
藩

が
藩
庁
を
置
い
て
い
た
の
が
、こ
こ

奥
殿
陣
屋
だ
。
幕
末
期
、当
時
松
平

乗
謨
を
名
乗
っ
て
い
た
恒
は
、藩
庁

を
こ
の
地
か
ら
長
野
県
佐
久
市
に
移

転
。
奥
殿
藩
あ
ら
た
め
田
野
口
藩
の

藩
主
と
し
て
龍
岡
城（
P. 

38
）
を
築

城
す
る
こ
と
と
な
る
。

　
現
在
、
奥
殿
陣
屋
は
、
移
築
さ
れ

た
書
院
や
歴
代
藩
主
の
墓
所
、土
塁

と
と
も
に
観
光
施
設
と
し
て
整
備
さ

れ
て
お
り
、
1
万
6
0
0
0
石
の
親

藩
と
し
て
の
歴
史
と
文
化
を
今
に
伝

え
て
い
る
。
ま
た
、村
積
山
自
然
公

園
の
一
部
と
し
て
、バ
ラ
や
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
な
ど
四
季
折
々
の
花
が
楽
し

め
る
観
光
名
所
と
し
て
も
親
し
ま
れ

て
い
る
。

■
　 

創
立
者
・
大
給
恒
の
ル
ー
ツ
に
触
れ
る

大

永覚駅永覚駅

東岡崎駅東岡崎駅
矢作橋駅矢作橋駅
岡崎
公園前駅
岡崎
公園前駅

DATA.【住 所】岡 崎 市 奥
殿町字雑谷下10【TEL】
0564-45-7230【時 間】
9:30～16:30（月休）【ア
クセス】名古屋鉄道東岡
崎駅からバス30分、奥殿
陣屋下車すぐ
※祝日の場合翌日休、年末年始休

36 奥殿陣屋

R+
TRAVEL GUIDE

SPOT NO .35-36

愛知

C o l u m n

日本赤十字豊田看護大学の

「博物館明治村寄託赤十字史料」

　愛知県にある日本赤十字豊田看護大学には「赤十字史料室」
が設置され、博物館明治村が所蔵する歴史的な史料が保管され
ている。これらの史料はマイクロフィルム化され学内外の研究
者が閲覧できる（事前申請が必要）。
　収められているのは、国内災害救護、日清・日露戦争などの
戦時救護、人道支援など、日本赤十字社のさまざまな活動が
記録された、博愛社時代からの社内文書、写真、書籍など。
2027年に創立150周年を迎える日本赤十字社には、博愛社創
立のきっかけとなった西南戦争（1877年）での負傷者救護から、
「苦しんでいる人を救いたい」という人道の精神が綿々と引き
継がれてきた。赤十字史料はその歴史の証言者だ。

赤十字史料室。博物館明治村から貸与
された社内文書、写真、書籍などが大切
に保管されている。
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Kinki.
古くから伝わる歴史的逸話に見る

人道と博愛の精神

近畿

太平洋に浮かぶ本州最南端
の紀伊大島。1890年、こ
の地で起きたトルコ軍艦の遭
難者に対し、日本赤十字社
初の平時国際救護活動が行
われた（P.51参照）。

Red Cross Travel

Kinki Area Map

45トルコ記念館

37 少年赤十字団
　発祥の地碑

44 和歌山支部秘書類

41 赤十字山

43 博愛の碑
42 櫻井神社

39 緒方洪庵旧宅（適塾）
40 小楠公義戦之跡の碑

38 日本初の救急車の写真

SHIGA
KYOTO

NARA
OSAKA

WAKAYAMA

HYOGO

MIE

　
1
0
0
0
年
以
上
に
わ
た
り
都
が
置

か
れ
た
京
都
を
中
心
に
、
い
く
つ
も
の
重

要
な
歴
史
の
舞
台
と
な
っ
て
き
た
近
畿
地

方
。
こ
こ
に
は
中
世
か
ら
の
伝
統
が
今
な

お
息
づ
き
、
歴
史
的
建
造
物
や
史
跡
、
遺

構
が
数
多
く
存
在
す
る
だ
け
で
な
く
、
さ

ま
ざ
ま
な
歴
史
上
の
伝
説
や
逸
話
も
残
さ

れ
て
い
る
。

　
南
北
朝
時
代
の
武
将
・
楠
木
正
行
が
敵

の
窮
地
を
救
っ
た
と
さ
れ
る
逸
話
、
尼
崎

藩
最
後
の
藩
主
・
櫻
井
忠
興
が
実
践
し
た

人
道
の
精
神
、
明
治
時
代
の
沈
没
し
た
ト

ル
コ
軍
艦
の
乗
組
員
へ
の
救
難
活
動
、
昭

和
初
期
に
日
本
で
初
と
な
っ
た
日
本
赤
十

字
社
大
阪
支
部
に
よ
る
救
急
自
動
車
で
の

救
護
活
動
…
…
。

　
こ
れ
ら
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
は
、
古
く
か

ら
日
本
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
博
愛
の
精

神
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
日
本
赤
十

字
社
の
前
身
・
博
愛
社
が
生
ま
れ
た
幕
末

動
乱
期
の
主
な
舞
台
と
も
な
っ
た
こ
の
地

に
は
、
ま
だ
見
ぬ
赤
十
字
の
歴
史
と
の
出

会
い
が
待
っ
て
い
る
。
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大阪淀屋橋
郵便局
大阪淀屋橋
郵便局

淀屋橋駅淀屋橋駅

北浜駅北浜駅

なにわ橋駅なにわ橋駅

DATA.【住所】大阪市中央区北浜3-3-8
【TEL】06-6231-1970【時 間】
10:00～16:00（月休、大 人270円、
学生140円）【アクセス】大阪メトロ・
京阪電鉄淀屋橋駅または北浜駅から
徒歩5分 ※祝日の場合は開館、祝日の翌日休（土
日祝の場合は開館）、年末年始休

施設周辺は史跡公園として整備されており、
緒方洪庵像も設置されている。

顕彰碑のそばには、赤
十字のシンボルツリーで
ある「イトスギ」も植樹
されている。

末
の
大
阪
で
、蘭
学
医
・
緒

方
洪
庵
に
よ
っ
て
開
か
れ

た
蘭
学
塾「
適
塾
」。
福
沢
諭
吉
や

大
村
益
次
郎
な
ど
、近
代
日
本
の
形

成
に
多
大
な
貢
献
を
果
た
し
た
人
材

を
多
数
輩
出
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て

い
る
。
そ
し
て
佐
野
常
民
も
こ
こ
で

学
ん
だ
ひ
と
り
だ
。

　

適
塾
で
は
西
洋
医
学
の
研
究
を

は
じ
め
、種
痘
事
業
や
コ
レ
ラ
治
療

な
ど
、
医
学
史
に
お
け
る
大
き
な

業
績
が
生
ま
れ
た
。
常
民
は
25
歳

（
1
8
4
8
年
）の
と
き
に
入
塾
し
、

医
学
の
倫
理
や
西
洋
の
近
代
医
学
な

ど
を
身
に
着
け
た
と
さ
れ
て
い
る
。

塾
生
の
中
に
は
第
3
代
日
本
赤
十
字

社
社
長
に
な
る
花
房
義よ

し
も
と質

も
い
た
。

　

適
塾
は
1
8
6
2
年
に
閉
鎖
さ

れ
た
も
の
の
、こ
の
塾
を
礎
と
し
て
、

大
阪
医
学
校
、
府
立
医
科
大
学
、
現

在
の
大
阪
大
学
へ
と
発
展
し
、今
日

に
至
っ
て
い
る
。

　

現
存
す
る
建
物
は
1
8
4
5
年

に
当
時
の
過
書
町
の
町
屋
を
購
入
し

て
拡
張
し
た
も
の
。
現
在
は
大
阪
大

学
の
管
理
の
も
と
、国
の
重
要
文
化

財
と
し
て
一
般
公
開
さ
れ
て
い
る
。

内
部
は
洪
庵
が
居
住
し
て
い
た
当
時

の
姿
に
復
元
さ
れ
て
お
り
、見
学
す

る
こ
と
が
可
能
だ
。

■
　

明
治
の
英
傑
と
学
ん
だ
佐
野
常
民
の
青
春
時
代

幕

琶
湖
に
面
し
、
江
戸
時
代

に
は
中
山
道
を
代
表
す
る

宿
場
町
と
し
て
栄
え
た
守
山
市
。
こ

の
街
に
、全
国
に
先
駆
け
て
青
少
年

赤
十
字
が
誕
生
し
た
守
山
小
学
校
が

あ
る
。
そ
の
歴
史
を
後
世
に
残
す

た
め
、
2
0
0
4
年
7
月
に
滋
賀
県

青
少
年
赤
十
字
賛
助
奉
仕
団
湖
南
ブ

ロ
ッ
ク
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
の
が

「
少
年
赤
十
字
団
発
祥
の
地
」の
碑
。

　
題
字
は
書
家・横
江
鴇と

き（
登
紀
子
）、

碑
は
守
山
小
学
校
元
校
長
で
彫
刻
家

の
西
村
王
允
が
制
作
。「
世
界
を
抱

く
大
空
を
見
上
げ
て
明
る
い
未
来
に

思
い
を
馳
せ
、人
間
尊
重
の
精
神
を

胸
に
、気
づ
き
、考
え
、実
行
す
る
、

心
豊
か
で
た
く
ま
し
い
子
ど
も
の
姿

を
イ
メ
ー
ジ
」し
た
。
同
校
で
は
今

も
青
少
年
赤
十
字
を
基
盤
と
し
た
教

育
が
受
け
継
が
れ
て
い
る
。 守山駅守山駅

ロータリーロータリー

DATA.【住所】守山市梅田
町2【アクセス】JR守山駅
から徒歩1分

近畿地方
整備局
近畿地方
整備局

大手前高校大手前高校

大阪城
西外堀
大阪城
西外堀

天満橋駅天満橋駅
DATA.【住 所】大 阪 市 中
央区大手前2-1-7【TEL】
06-6943-0705【アクセス】
大阪メトロ天満橋駅から徒
歩5分

琵 ■
　「
青
少
年
赤
十
字
」
が
産
声
を
あ
げ
た
小
学
校

39 緒方洪庵旧宅（適塾）

37 少年赤十字団発祥の地碑

9
3
2
年
3
月
、
日
本
赤

十
字
社
大
阪
支
部
病
院
が

大
阪
市
西
区
江
之
子
島
と
南
区
長

堀
橋
に
救
急
所
を
設
け
て
配
備
し

た
救
急
自
動
車
が
、日
本
で
初
め
て

の「
救
急
車
」だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。

1
9
3
4
年
に
増
設
さ
れ
た
梅
田

と
天
王
寺
に
も
配
備
さ
れ
、大
阪
市

内
で
は
計
4
台
が
活
躍
し
た
。

　

そ
の
後
、
東
京
都
支
部
、
兵
庫

県
支
部
で
も
救
急
車
に
よ
る
路
上

救
護
事
業
が
行
わ
れ
た
も
の
の
、

1
9
6
1
年
制
定
の
災
害
対
策
基

本
法
に
よ
っ
て
消
防
庁
が
一
元
的
に

救
急
業
務
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　
大
阪
府
支
部
に
は
、昭
和
初
期
の

路
上
救
護
事
業
の
資
料
や
、救
護
活

動
の
様
子
が
う
か
が
え
る
写
真
が
保

存
さ
れ
て
い
る
。

■
　

昭
和
初
期
、
日
本
に
初
め
て
登
場
し
た
〝
救
急
車
〟

１

38 日本初の救急車の写真 ［ 日本赤十字社大阪府支部 ］

4445
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つ
て「
水
の
都
」と
呼
ば
れ
、

水
運
が
盛
ん
だ
っ
た
大
阪
。

そ
の
名
残
を
感
じ
さ
せ
る
大
川
の
ほ

と
り
に
、「
小
楠
公
義
戦
之
跡
」
の

碑
が
建
っ
て
い
る
。
小
楠
公
と
は
、

南
北
朝
時
代
の
河
内
国（
現
在
の

大
阪
東
部
）を
治
め
た
武
将
・
楠
木

正ま
さ
つ
ら行

の
こ
と
。
石
碑
に
は
次
の
よ
う

に
書
か
れ
て
い
る
。

　
正
行
が
遠
里
小
野（
現
在
の
住
吉

区
）で
室
町
幕
府
軍
を
打
ち
負
か
す

と
、幕
府
軍
の
将
兵
の
多
く
が
淀
川

（
現
在
の
大
川
）
に
架
か
っ
て
い
た

渡
辺
橋
ま
で
追
い
込
ま
れ
、川
に
転

落
。
正
行
は
橋
か
ら
落
ち
た
敵
兵

5
0
0
名
余
り
を
救
出
、衣
食
と
薬

を
与
え
ら
れ
た
敵
兵
は
帰
順
し
、翌

年
正
月
5
日
、正
行
と
と
も
に
四
条

畷な
わ
てで

全
員
が
討
死
し
た
。

　
そ
し
て
こ
の
話
に
は
さ
ら
に
続
き

が
あ
る
。
明
治
の
中
頃
に
日
本
が
赤

十
字
に
加
盟
す
る
際
の
こ
と
。
欧
米

の
関
係
者
が
こ
の
逸
話
に
感
動
し
た

こ
と
か
ら
、容
易
に
加
盟
が
認
め
ら

れ
た
と
い
わ
れ
る
。

　
ち
な
み
に
、物
語
の
舞
台
と
な
っ

た
渡
辺
橋
は
、天
神
橋
と
天
満
橋
の

間
に
あ
っ
た
と
か
。
水
都
の
雰
囲
気

を
味
わ
い
な
が
ら
、川
沿
い
で
想
像

を
巡
ら
せ
て
み
た
い
。

■
　 

受
け
継
が
れ
る
南
北
朝
時
代
の
武
将
の
「
人
道
」

DATA.【住所】大阪市中央区北浜東【ア
クセス】大阪メトロ天満橋駅から徒
歩10分、京阪電鉄天満橋駅から徒歩
5分

北大江公園北大江公園

天満橋駅天満橋駅

船着場船着場

か

40 小楠公義戦之跡の碑

碑文では「勇氣ト仁愛トヲ備ヘラレタコレ
コソ日本精神ノ化身トイフベキデアリマス」
と正行の功績を称えている。

西
を
代
表
す
る
六
甲
山
を

は
じ
め
美
し
い
山
々
が
連

な
る
兵
庫
県
に
、
そ
の
名
も「
赤
十

字
山
」が
あ
る
。
山
名
は
1
9
6
7

年
発
行
の
国
土
地
理
院
の
地
図
が
初

出
の
正
式
な
も
の
。
1
9
0
2
年

生
ま
れ
の
古
老
が
幼
少
期
か
ら
そ
う

呼
ん
で
い
た
と
の
証
言
も
あ
り
、古

く
か
ら
の
呼
称
と
思
わ
れ
る
。

　

標
高
4
0
8
メ
ー
ト
ル
の
こ
の

山
で
初
め
て
測
量
調
査
が
行
わ
れ
た

と
い
わ
れ
て
い
る
の
は
1
8
9
0

年
。
測
量
隊
の
機
材
運
搬
や
道
案

内
に
村
人
が
協
力
し
た
際
、山
頂
に

埋
設
さ
れ
た
二
等
三
角
点
の
標
石
に

刻
ま
れ
た
十
字
を
見
た
と
思
わ
れ
る

こ
と
、ま
た
博
愛
社
が
日
本
赤
十
字

社
に
社
名
変
更
し
、明
治
末
期
に
は

そ
の
名
が
全
国
に
知
れ
渡
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
も
背
景
に
、赤
十
字
山

と
呼
ば
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
専
門

家
に
よ
れ
ば
、「
宗
教
的
な
山
名
が

多
い
中
、赤
十
字
山
と
い
う
山
名
は

と
て
も
珍
し
い
」と
の
こ
と
。

　
最
寄
り
駅
か
ら
足
を
伸
ば
せ
ば
、

朝
霧
に
古
城
が
浮
か
ぶ〝
日
本
の
マ

チ
ュ
ピ
チ
ュ
〞こ
と
竹
田
城
跡
も
近

い
。
赤
十
字
山
で
は
山
歩
き
が
楽
し

め
、兵
庫
県
の
山
岳
を
楽
し
む
の
に

う
っ
て
つ
け
だ
。

■
　 

赤
十
字
の
名
を
冠
し
た
山
に
隠
さ
れ
た
謎

DATA.【住所】佐用郡佐用町【TEL】
0790-82-2521（佐用町役場）【アク
セス】JR播磨徳久駅から徒歩30分

多賀 八幡神社多賀 八幡神社

播州徳久駅播州徳久駅

千種川千種川 志文川

関

山頂からの眺め（上）と、山頂にある標石
（下）。赤十字山へは自由に入山できるが、
個人の所有のため、マナーを守った行動を。

41 赤十字山

4647
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庄
下
庄
下
川

尼崎駅尼崎駅

あまがさき
観光案内所
あまがさき
観光案内所

戸
時
代
に
は
城
下
町
と
し

て
栄
え
、
2
0
1
9
年
に

復
元
さ
れ
こ
の
街
の
新
た
な
シ
ン
ボ

ル
と
な
っ
た
尼
崎
城
か
ら
ほ
ど
近
い

と
こ
ろ
に
、尼
崎
藩
主
・
櫻
井
松
平

家
を
祀
る
櫻
井
神
社
が
あ
る
。

　

1
8
8
2
年
に
建
立
さ
れ
た
こ

の
神
社
に
祀
ら
れ
て
い
る
の
は
、初

代
の
櫻
井
信
定
か
ら
16
代
櫻
井
忠
興

ま
で
の
歴
代
藩
主
。
そ
し
て
最
後
の

藩
主
と
な
っ
た
忠
興
は
、敵
味
方
の

区
別
な
く
負
傷
者
の
救
護
を
行
う
赤

十
字
精
神
に
共
感
し
、博
愛
社
設
立

に
尽
力
し
た
陰
の
功
労
者
だ
。

　

1
8
7
7
年
の
博
愛
社
設
立
に

あ
た
っ
て
は
多
額
の
資
金
を
寄
付

し
、東
京
麹
町
富
士
見
町
に
あ
っ
た

屋
敷
を
仮
事
務
所
と
し
て
提
供
。
さ

ら
に
博
愛
社
か
ら
の
命
を
受
け
て
自

費
で
九
州
各
地
に
赴
き
、西
南
戦
争

の
戦
況
や
負
傷
者
の
救
護
状
況
を
視

察
し
て
い
る
。

　

1
8
9
0
年
に
櫻
井
神
社
の
境

内
に
設
け
ら
れ
た「
博
愛
幼
稚
園
」

は
、
博
愛
社
の
名
が
社
名
変
更
に

よ
っ
て
な
く
な
る
の
を
惜
し
ん
で
名

付
け
ら
れ
た
も
の
。
ま
た
、今
も
境

内
に
残
る「
博
愛
地
蔵
」
は
開
園
に

あ
た
っ
て
安
置
さ
れ
た
地
蔵
菩
薩
像

だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。

■
　

尼
崎
藩
最
後
の
藩
主
の
思
い
に
触
れ
て

DATA.【住所】尼崎市南城内116-11
【TEL】06-6401-6643【アクセス】
阪神電鉄尼崎駅から徒歩15分

尼崎城尼崎城

庄
下
庄
下
川尼崎駅尼崎駅

江

42 櫻井神社

境内にある「博愛地蔵」。博愛幼稚園の開
園時、子どもたちが無事に成長することを願っ
て建てられたもの。

DATA.【住所】尼崎市神田北通1-9【ア
クセス】阪神電鉄尼崎駅から徒歩1分

阪43 博愛の碑 ［ 中央公園 ］

14

神
電
鉄
尼
崎
駅
前
は
広
大

な
中
央
公
園
と
し
て
整
備

さ
れ
、繁
華
街
が
近
い
こ
と
も
あ
っ

て
、
常
に
人
々
が
行
き
交
い
、
活
気

に
満
ち
て
い
る
。
ま
た
、春
に
は
約

2
万
本
も
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
、夏
に

は
ヒ
マ
ワ
リ
、秋
に
は
キ
バ
ナ
コ
ス

モ
ス
と
、季
節
ご
と
に
表
情
を
変
え

る
、市
民
の
憩
い
の
場
所
で
も
あ
る
。

　
櫻
井
忠
興
の
功
績
は
櫻
井
神
社
の

み
な
ら
ず
、こ
の
駅
直
結
の
公
園
に

も
残
さ
れ
て
い
る
。「
博
愛
の
碑
」

は
、日
本
赤
十
字
社
創
立
1
0
0
周

年
に
あ
た
る
1
9
7
7
年
に
尼
崎

文
化
協
会
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
も

の
。
赤
十
字
を
か
た
ど
っ
た
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
に「
博
愛
」
の
文
字
が
彫
ら

れ
、忠
興
の
日
本
赤
十
字
社
創
立
へ

の
功
績
を
讃
え
て
い
る
。

■
　

公
園
の
片
隅
に
も
伝
わ
る
博
愛
の
精
神

C o l u m n

博愛社設立を支えた功労者・櫻井忠興

　櫻井忠興は、1848年1月18日に尼崎藩6代藩主・松平忠栄
の七男として誕生した。 1868年の戊辰戦争では新政府に恭
順し所領を安堵され、徳川との決別の証として櫻井と改姓。
明治に入り、1869年の版籍奉還で尼崎藩知事に任じられる
も、1871年の廃藩置県で藩知事職を免職され、翌々年には
東京へ移住。そして1877年、博愛社の設立に尽力した。
　忠興が48歳の若さでこの世を去ったのは1895年のこと。
兵庫県西宮市にあった岡田山の別邸でその生涯を終え、尼崎
市内の深正院に埋葬された。櫻井神社では忠興が祭神として
祀られているだけでなく、博愛社の記念碑が境内に建てられ
偉業を讃えている。 櫻井神社の境内にある博愛社記念碑。旧尼

崎城の石が使われている。
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州
最
南
端
に
位
置
す
る
紀
伊

大
島
は
、
太
平
洋
を
望
む
風

光
明
媚
な
観
光
地
で
あ
り
、
島
民
の

ト
ル
コ
兵
遭
難
者
へ
の
救
護
活
動
を

き
っ
か
け
に
、
日
本
と
ト
ル
コ
と
の

交
流
が
始
ま
っ
た
地
で
も
あ
る
。

　
1
8
9
0
年
9
月
16
日
、ト
ル
コ

の
軍
艦
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
が
暴
風

雨
の
た
め
樫
野
埼
沖
で
座
礁
沈
没
し
、

乗
員
5
8
7
名
が
遭
難
す
る
大
惨
事

と
な
っ
た
。
し
か
し
住
民
の
懸
命
な

救
助
活
動
に
よ
っ
て
救
出
さ
れ
た
69

名
は
神
戸
に
搬
送
さ
れ
、
日
本
赤
十

字
社
が
救
護
の
た
め
に
医
師・看
護
師

を
派
遣
。
言
語
や
習
慣
の
違
い
を
乗

り
越
え
て
治
療
に
当
た
り
、
10
月
10

日
に
は
明
治
天
皇
の
命
で
派
遣
さ
れ

た
軍
艦「
金
剛
」「
比
叡
」に
よ
り
全

負
傷
者
が
ト
ル
コ
に
還
さ
れ
た
。
こ

の
事
件
を
受
け
て
、
島
内
に
は
ト
ル

コ
記
念
館
や
慰
霊
碑
、
そ
し
て
日
本

赤
十
字
社
の
平
時
に
お
け
る
最
初
の

国
際
救
護
活
動
を
伝
え
る
記
念
碑
も

建
立
さ
れ
た
。

　
こ
の
出
来
事
は
ト
ル
コ
国
民
の
心

に
も
深
く
刻
ま
れ
、
ト
ル
コ
の
親
日

化
に
も
影
響
を
与
え
た
。
1
9
9
0

年
に
は
日
本
・
ト
ル
コ
修
好
1
0
0

周
年
記
念
式
典
が
開
催
。
友
好
関
係

は
現
在
も
続
い
て
い
る
。

■
　 

日
本
と
ト
ル
コ
を
結
ん
だ
、
初
の
国
際
救
護
活
動

42

40

紀伊姫駅紀伊姫駅

串本駅串本駅

DATA.【住所】東牟婁郡串本町樫野
1025-26【TEL】0735-65-0628【時
間】9:00～17:00（無休、大人500
円、小・中・高校生250円）【アクセス】
JR串本駅から車で20分

本
トルコ記念館に併設された平時救護発祥の
地碑。この出来事は日本・トルコ友好125
周年を記念して「海難1890」として映画
化された。

45 トルコ記念館 伊
半
島
の
南
西
部
に
位
置

す
る
和
歌
山
県
に
日
本
赤

十
字
社
の
支
部
が
で
き
た
の
は
、

1
8
9
5
年
1
月
の
こ
と
。
そ
し

て
同
年
12
月
か
ら
1
9
0
6
年
12
月

ま
で
の
11
年
間
に
わ
た
る
記
録
が
同

支
部
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。

　
佐
野
常
民
直
筆
の
示
達
書
、支
部

か
ら
本
社
に
宛
て
た
要
望
書
、特
別

社
員
推
薦
書
、
異
動
辞
令
、
昇
給
内

申
書
、県
下
各
地
区
の
寄
付
者
・
金

額
明
細
、電
報
原
稿
…
…
。
さ
ま
ざ

ま
な
資
料
が
時
系
列
で
綴
ら
れ
た
こ

の「
秘
書
類
」
か
ら
、
支
部
と
本
社

の
や
り
取
り
や
地
域
住
民
の
日
本
赤

十
字
社
と
の
関
わ
り
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
。
明
治
期
、全
国
各
地
に
日

本
赤
十
字
社
の
支
部
が
誕
生
し
て
い

た
当
時
の
様
子
を
今
に
伝
え
る
、貴

重
な
史
料
だ
。

■
　 
常
民
直
筆
の
書
類
か
ら
寄
付
者
名
簿
ま
で

紀

和
歌
和
歌
川

紀
ノ
紀
ノ
川

和歌山市駅和歌山市駅

和歌山城和歌山城
DATA.【住所】和歌山市吹
上 2-1-22【TEL】073-

422-7141【アクセス】南
海電鉄和歌山市駅からバス
4分、真砂町下車徒歩1分

R+
TRAVEL GUIDE

SPOT NO .44-45

和歌山

44 和歌山支部秘書類 ［ 日本赤十字社和歌山県支部 ］

C o l u m n

　和歌山県支部には、「秘書類」以外
にも、日本赤十字社の歴史を紐解くう
えで重要な史料が保管されている。そ
のひとつが、戦時中に女子学生たちが
記した「血判書」だ。
　第二次世界大戦まっただ中の1943
年、戦地での救護活動を志した女子
学生たちが、その決意を和歌山県支
部長に訴えるために自らの血をもって
捺印・署名。原本から彼女たちの思い
や、戦時下の悲壮な社会状況を感じ取
ることができる。

日本赤十字社和歌山県支部に残る、女子学生たちの血判書
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❶題名の「洛巽の秋」にある「巽」は
辰巳の意味、 京都御所の辰巳の方角に
京都第一赤十字病院が位置していること
から付けられた。染織工芸作家として揺
るぎない地歩を固めた、清華49歳の作
品。❷清華が入院中、当時最新鋭だっ
た医療機器を見学して関心を持った放
射線科の撮影風景を描いたもの。退院
後も来院してスケッチし、自宅工房で制
作した。❸❹旧賀陽宮邸で使用されてい
た屋根瓦と襖の引手。

❶「手織錦洛巽の秋」　山鹿清華（1934年）

❷「手織錦壁掛け」　山鹿清華（1937年）

❸旧賀陽宮邸の襖引手

❹旧賀陽宮邸の屋根瓦

山
鹿
清
華
の
「
手
織
錦
洛
巽
の
秋
」

と
「
手
織
錦
壁
掛
け
」

賀
陽
宮
邸
で
使
わ
れ
て
い
た

屋
根
瓦
と
襖
の
引
手

「
手
織
錦
壁
掛
け
」（
❷
）。
1
9
8
3
年

に
は
変
色
を
防
ぐ
た
め
、紫
外
線
防
止
ア

ク
リ
ル
板
で
額
装
さ
れ
て
い
る
。
額
装
は

京
都
の
名
工
匠
の
ひ
と
り
で
、「
現
代
の

名
工
」受
賞
者
で
あ
る
大
森
清
蔵
に
よ
る

も
の
。

　
1
9
4
5
年
10
月
、京
都
第
一
赤
十
字

病
院
は
進
駐
軍
の
兵
站
病
院
と
し
て
接
収

さ
れ
、存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
事
態
に
陥
っ

た
。
こ
の
窮
地
を
救
っ
た
の
が
、高
松
宮

宣
仁
親
王
で
、東
大
路
七
条
に
あ
っ
た
旧

賀か
や
の
み
や

陽
宮
邸
の
一
部
を
借
り
、外
来
診
療
を

開
始
し
た
。

　
接
収
解
除
後
に
は「
京
都
赤
十
字
病
院

七
条
病
院
」と
改
称
、
1
9
6
9
年
4
月

に
統
合
さ
れ
る
ま
で
、 

主
に
内
科
疾
患
の

あ
る
長
期
入
院
患
者
の
治
療
を
行
っ
た
。

ま
た
旧
賀
陽
宮
邸
で
使
用
さ
れ
て
い
た

屋
根
瓦
と
襖
の
引
手
な
ど
の
金
具
は
、現

在
も
同
病
院
に
大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
る

（
❸
❹
）。

　
1
9
3
4
年
、当
時
、東
洋
一
の
規
模

と
い
わ
れ
た
京
都
第
一
赤
十
字
病
院
の
創

立
竣
工
式
が
挙
行
さ
れ
た
。
の
ち
の
院

長
・
松
永
周
三
が
開
院
を
記
念
し
て
、親

交
の
あ
っ
た
染
織
家
・
山
鹿
清
華
に
作
品

を
依
頼
、
完
成
し
た
の
が「
手
織
錦
洛ら
く
そ
ん巽

の
秋
」（
❶
）。
同
年
に
東
京
で
開
催
さ
れ

た
万
国
赤
十
字
大
会
の
装
飾
に
出
品
さ

れ
、当
時
の
社
長
・
徳
川
家
達
か
ら
の
懇

請
も
あ
っ
て
、本
社
社
長
室
に
一
時
期
飾

ら
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
1
9
3
7
年
頃
に
入
院
し
た
清

華
が
制
作
し
、病
院
に
寄
贈
し
た
作
品
が

昭
和
初
期
に
開
院
し
た
京
都
第
一
赤
十
字
病

院
に
は
、
京
都
な
ら
で
は
の
雅
な
工
芸
品
が

収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
東
洋
一
と
も
い
わ
れ
た

同
院
の
歴
史
を
今
に
伝
え
る
、
ふ
た
つ
の
染

織
作
品
と
旧
賀
陽
宮
家
の
建
具
を
ご
紹
介
。

赤
十
字
の
ア
ー
ト
・
ピ
ー
ス

―
―
京
都
第
一
赤
十
字
病
院
の
工
芸
品

Red 
Cross 
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Chugoku./ Shikoku.
戦争が引き起こした悲劇の舞台で

平和への祈りを込めて

中国・四国

平和記念公園内にある原爆ドームは、ほぼ爆
心地で大破しながらも全壊を免れた。当時の
日本赤十字社広島支部の社屋はこの隣にあ
り、原爆投下と同時に壊滅した（P.59参照）。

Red Cross Travel

Kinki Area Map

53 赤十字ゆかりの地碑

47 袋町小学校平和資料館
46 マルセル・ジュノー博士記念碑

50 「天皇陛下御巡幸」の図
51 被爆直後の
　 広島赤十字病院の写真

48 広島赤十字・原爆病院メモリアルパーク
49 広島支部旧社屋の門柱

52 俘虜用郵便葉書54 ロシア兵墓地

SHIMANE

OKAYAMA

HIROSHIMA

TOTTORI

YAMAGUCHI
KAGAWA

EHIME

TOKUSHIMA

KOCHI

　
1
9
4
5
年
8
月
6
日
午
前
8
時
15

分
、
原
子
爆
弾
「
リ
ト
ル
ボ
ー
イ
」
が
広

島
市
に
投
下
さ
れ
た
。
こ
の
人
類
史
上
初

め
て
行
わ
れ
た
都
市
へ
の
核
攻
撃
に
よ
っ

て
14
万
人
も
の
市
民
が
命
を
落
と
し
た
と

も
い
わ
れ
る
が
、
犠
牲
者
の
総
数
は
い
ま

だ
把
握
で
き
て
い
な
い
。

　
こ
の
悲
劇
の
舞
台
と
な
っ
た
中
国
地
方

最
大
の
都
市
・
広
島
市
に
は
、
平
和
記
念

公
園
を
中
心
に
原
爆
に
ま
つ
わ
る
施
設
が

多
数
設
け
ら
れ
、
訪
れ
た
人
々
が
祈
り
を

捧
げ
て
い
る
。

　
ま
た
、
瀬
戸
内
海
を
挟
ん
だ
四
国
に
は
、

か
つ
て
日
露
戦
争
や
第
一
次
世
界
大
戦
中

に
多
数
の
捕
虜
収
容
所
が
あ
っ
た
。
そ
こ

で
は
地
元
民
と
外
国
人
兵
士
、
そ
し
て
日

本
赤
十
字
社
職
員
と
の
あ
た
た
か
な
交
流

が
生
ま
れ
た
。

　
こ
の
地
に
は
、
戦
争
の
悲
惨
さ
と
平
和

の
尊
さ
へ
の
思
い
と
と
も
に
、
苦
し
み
の

中
に
あ
る
人
へ
の
博
愛
と
献
身
の
精
神
が

受
け
継
が
れ
て
い
る
。
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爆
ド
ー
ム
、広
島
平
和
記
念

資
料
館
、原
爆
死
没
者
慰
霊

碑
…
…
。
世
界
平
和
を
願
う
さ
ま

ざ
ま
な
施
設
や
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
あ

る
平
和
記
念
公
園
。
そ
の
ひ
と
つ

に
、
1
9
7
9
年
に
広
島
県
医
師
会

が
中
心
と
な
っ
て
建
立
し
た
マ
ル
セ

ル・ジ
ュ
ノ
ー
博
士
記
念
碑
が
あ
る
。

　
ス
イ
ス
人
の
ジ
ュ
ノ
ー
博
士
は
、

赤
十
字
国
際
委
員
会
の
駐
日
主
席
代

表
と
し
て
、連
合
国
軍
捕
虜
の
支
援

の
た
め
1
9
4
5
年
8
月
に
来
日
。

被
爆
地
の
惨
状
を
知
る
と
連
合
国
軍

総
司
令
部（
G
H
Q
）
に
協
力
を
求

め
、大
量
の
医
薬
品
を
携
え
て
広
島

に
入
り
、救
護
所
な
ど
を
回
っ
て
被

爆
者
の
救
援
に
当
た
っ
た
。
当
時

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ

の
活
動
は
、の
ち
に
医
療
関
係
者
や

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
ら
に
よ
っ
て
取
り

上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
現
在
も
、命
日
で
あ
る
6
月
16
日

前
後
の
日
曜
日
に
は「
ジ
ュ
ノ
ー
記

念
祭
」
が
催
さ
れ
、
彼
の
思
想
を
学

ぼ
う
と
す
る
市
民
が
こ
こ
に
集
う
。

記
念
碑
の
裏
に
は
、自
伝
的
著
書『
第

三
の
兵
士
』か
ら
引
用
さ
れ
た
こ
ん

な
一
節
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

「
無
数
の
叫
び
が
あ
な
た
た
ち
の
助

け
を
求
め
て
い
る
」。

■
　

今
も
慕
わ
れ
る
〝
広
島
の
恩
人
〟
の
功
績

DATA. 【住所】広島市中区中島町1
【TEL】082-504-2576（中区役所
維持管理課）【アクセス】広島電鉄
袋町駅から徒歩6分

本通駅本通駅

袋町駅袋町駅

元
安
元
安
川

旧
太
田
川

原
碑文に引用されている博士の著作『第三の
兵士』は、『ドクター・ジュノーの戦い』と
いう邦題で日本語訳が出版されている。

46 マルセル・ジュノー博士記念碑 ［ 平和記念公園 ］

和
記
念
公
園
か
ら
川
を
挟

ん
だ
向
か
い
側
、袋
町
小
学

校
の
敷
地
内
に
は
平
和
資
料
館
が
設

け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
小
学
校
が
位

置
す
る
の
は
、爆
心
地
か
ら
4
6
0

メ
ー
ト
ル
の
距
離
。
原
爆
投
下
と
同

時
に
残
っ
て
い
た
児
童
が
犠
牲
に
な

り
、木
造
校
舎
は
す
べ
て
倒
壊
・
全

焼
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
西
校

舎
だ
け
が
か
ろ
う
じ
て
焼
け
残
る
壊

滅
的
な
被
害
を
受
け
た
。

　
唯
一
残
っ
た
西
校
舎
は
、被
爆
直

後
か
ら
被
災
者
の
避
難
所
や
救
護
所

と
し
て
使
用
さ
れ
、救
護
活
動
の
重

要
な
拠
点
と
な
っ
た
。
マ
ル
セ
ル
・

ジ
ュ
ノ
ー
も
こ
こ
を
訪
れ
、
医
師
・

嘉
屋
文
子
や
太
田
萩
枝
と
と
も
に
治

療
に
当
た
っ
て
い
る
。

　
平
和
資
料
館
は
、こ
の
西
校
舎
の

一
部
を
保
存
し
、
2
0
0
3
年
に
開

館
し
た
も
の
。
家
族
や
知
人
の
消
息

を
伝
え
る
た
め
焼
け
残
っ
た
チ
ョ
ー

ク
で
壁
に
記
し
た
伝
言
、被
爆
に
よ

り
壊
れ
た
扉
や
窓
、炭
化
し
た
木
レ

ン
ガ
…
…
。
被
災
時
の
様
子
を
伝

え
る
史
料
が
多
数
展
示
さ
れ
て
い
る

ほ
か
、
救
護
活
動
時
の
写
真
、
遺
族

が
肉
親
の
残
し
た
伝
言
と
対
面
す
る

様
子
を
記
録
し
た
映
像
も
見
る
こ
と

が
で
き
る
。

■
　

戦
争
の
悲
惨
さ
を
被
爆
者
の
「
伝
言
」
か
ら
知
る

DATA.【住所】広島市中区袋町6-36
【TEL】082-541-5345【時間】9:00
～17:00（無休）【アクセス】広島電
鉄本通駅から徒歩5分 ※年末年始休

袋町公園袋町公園

本通駅本通駅

袋町駅袋町駅

元
安
元
安
川

平

建物隣には、その功績を讃え「マルセル・
ジュノー広場」が設けられ、ここにもジュノー
博士記念碑が置かれている。

47 袋町小学校平和資料館
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駅前
通り

駅前
通り

千田第一公園千田第一公園

日赤
病院前駅
日赤
病院前駅

広島赤十字・原爆病院広島赤十字・原爆病院

元
安
元
安
川

園内には、平和記念公園内の「マルセル・ジュノー
博士記念碑」（P.56）と同型のレリーフを収めた碑や、
「殉職職員並びに戦時事変戦没者合祀碑」もある。

本
赤
十
字
社
も
ま
た
、原
爆

に
よ
っ
て
大
き
な
被
害
を

受
け
て
い
る
。
投
下
当
時
、現
在
の

原
爆
ド
ー
ム
の
隣
に
あ
っ
た
広
島

支
部
社
屋
は
壊
滅
、職
員
が
犠
牲
と

な
っ
た
ほ
か
、広
島
赤
十
字
病
院
も

爆
風
や
火
災
の
影
響
で
激
し
く
損

傷
。
被
爆
に
よ
っ
て
多
く
の
殉
職

者
を
出
し
な
が
ら
も
、職
員
や
看
護

学
生
は
被
災
者
の
救
護
に
懸
命
に
当

た
っ
た
。

　
現
在
の
広
島
県
支
部
の
敷
地
内
に

あ
る
広
島
赤
十
字
・
原
爆
病
院
メ
モ

リ
ア
ル
パ
ー
ク
は
、殉
職
者
の
慰
霊

と
被
爆
体
験
の
継
承
、そ
し
て
赤
十

字
精
神
を
後
世
に
伝
え
平
和
を
希
求

す
る
た
め
に
整
備
さ
れ
た
公
園
。
園

内
に
は
、原
爆
殉
職
職
員
慰
霊
碑
や

赤
十
字
国
際
委
員
会
委
員
長
レ
オ
ポ

ル
ド
・
ボ
ア
シ
エ
の
碑
文
の
ほ
か
、

爆
風
で
歪
ん
だ
広
島
赤
十
字
病
院
旧

本
館
の
窓
枠
や
窓
ガ
ラ
ス
の
破
片
が

突
き
刺
さ
っ
た
痕
が
残
る
壁
な
ど
の

被
爆
遺
構
が
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
し
て

保
存
さ
れ
て
い
る
。

　

メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク
は
常
時
開

放
さ
れ
て
お
り
、見
学
も
自
由
。
広

島
市
内
の
平
和
関
連
施
設
を
巡
る

〝
ピ
ー
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
〞
に
は
欠
か

す
こ
と
の
で
き
な
い
場
所
だ
。

■
　 

当
時
の
様
子
を
今
に
伝
え
る
「
被
爆
遺
構
」

日

48 広島赤十字・原爆病院メモリアルパーク ［ 日本赤十字社広島県支部 ］

49 広島支部旧社屋の門柱
 ［ 日本赤十字社広島県支部 ］

DATA.【住所】広島市中区
千 田 町2-5-64【TEL】
082-241-8811【アクセ
ス】広島電鉄日赤病院前
駅から徒歩3分

14

0
1
3
年
10
月
、広
島
赤
十

字
・
原
爆
病
院
の
新
棟
建
築

工
事
の
際
、日
本
赤
十
字
社
広
島
支

部
初
代
社
屋
の
門
柱
が
発
掘
さ
れ

た
。

　

支
部
は
広
島
博
愛
社
を
前
身
と

し
て
1
8
8
8
年
に
創
立
さ
れ
、

1
9
0
3
年
6
月
に
は
建
坪
約

1
6
6
坪
、木
造
瓦
葺
2
階
建
の
社

屋
を
建
設
。
こ
の
建
物
が
あ
っ
た
の

が
病
院
の
敷
地
内
だ
っ
た
。

　
そ
の
後
、支
部
は
1
9
3
6
年
7

月
に
広
島
市
猿
楽
町
の
産
業
奨
励
館

隣
に
移
転
。
産
業
奨
励
館
と
は
現
在

は
原
爆
ド
ー
ム
と
し
て
知
ら
れ
る
建

物
で
、ほ
ぼ
爆
心
直
下
に
あ
っ
た
こ

と
か
ら
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
る
こ

と
に
な
る
。
門
柱
は
現
在
の
広
島
県

支
部
入
り
口
脇
に
設
置
さ
れ
、来
訪

者
を
見
守
っ
て
い
る
。

■
　 

明
治
期
の
赤
十
字
活
動
の
面
影
を
偲
ぶ

2

C o l u m n

　広島市文化振興課に1台のピアノが保管されて
いる。その銘板に書かれているのは、「日本赤十
字社廣島支部病院　講堂」の文字。
　日本赤十字社広島支部病院は、現在の広島赤十
字・原爆病院の前身として1939年5月に開院し、
同月8日に広島陸軍病院赤十字病院、1943年1月
に広島赤十字病院と改称。1945年8月の原子爆
弾投下によって甚大な被害を受けることになる。
　このピアノは院内の講堂で被爆し、長い間、使
用されずに保管されていたもの。
　その後、日本赤十字社広島県支部によって平和
記念公園内の広島平和記念資料館に寄託された。
一般公開はされていないが、当時の様子を伝える
貴重な史料だ。

収蔵庫に眠る被爆遺構

「廣島支部病院」のピアノ

銘板に開院当時の病院名「日本赤十字社廣島支部病院」と書
かれていることから、ピアノは1939年から講堂にあったことがわかる。 Red C

ross Travel
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318
徳島駅徳島駅

佐古駅佐古駅蔵本駅蔵本駅

徳島大学病院徳島大学病院

眉山眉山

DATA. 【住所】徳島市庄町
3-12-1【TEL】088-631-

6000【アクセス】徳島駅
からバス20分、西署前下
車徒歩1分

14

門
海
峡
や
阿
波
踊
り
な
ど
、

全
国
的
に
知
ら
れ
る
観
光

資
源
を
有
す
る
徳
島
は
、四
国
で
最

初
に
日
本
赤
十
字
社
の
支
部
が
で
き

た
地
で
も
あ
る
。

　

同
支
部
に
は
、
赤
十
字
の
歴
史

を
語
る
う
え
で
貴
重
な
1
枚
の
葉

書
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は

1
9
4
6
年
12
月
、当
時
の
ソ
連
赤

十
字
社
と
日
本
赤
十
字
社
を
通
じ

て
、シ
ベ
リ
ア
抑
留
者
が
日
本
に
残

し
た
家
族
に
送
っ
た
手
紙
。

　
終
戦
後
、日
本
軍
の
捕
虜
は
シ
ベ

リ
ア
な
ど
で
強
制
労
働
を
強
い
ら

れ
、検
閲
に
よ
っ
て
手
紙
を
送
る
こ

と
が
難
し
か
っ
た
。
そ
し
て
、よ
う

や
く
家
族
の
元
へ
と
届
け
ら
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
の
が
、た
っ
た
ひ
と
言

「
元
気
で
す
」
と
だ
け
書
か
れ
た
こ

の
手
紙
だ
っ
た
。

■
　 

シ
ベ
リ
ア
か
ら
四
国
に
届
い
た
一
通
の
葉
書

鳴

52 俘虜用郵便葉書 ［ 日本赤十字社徳島県支部 ］

R+
TRAVEL GUIDE

SPOT NO .52-53

徳島

け
残
っ
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
の
本
館
に
掲
げ
ら
れ

た
赤
十
字
旗
…
…
。
原
爆
投
下
直

後
の
病
院
の
写
真
が
、広
島
赤
十
字・

原
爆
病
院
入
口
、か
つ
て
の
正
門
が

あ
っ
た
場
所
に
当
時
の
門
柱
と
と
も

に
展
示
さ
れ
て
い
る
。

　

収
容
中
の
軍
患
者
2
5
0
名
の

う
ち
5
名
が
被
爆
死
、
1
0
9
名
が

負
傷
。
生
き
残
っ
た
職
員
は
投
下
直

後
か
ら
わ
ず
か
な
医
療
機
器
と
医
薬

品
を
も
と
に
不
眠
不
休
で
治
療
に
当

た
っ
た
。
翌
日
か
ら
は
日
本
赤
十
字

社
岡
山・山
口・鳥
取
県
各
支
部
の
救

護
班
が
順
次
到
着
、
22
日
間
で
延
べ

3
万
1
0
0
0
人
を
救
護
し
た
と

い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、病
院
地
下

室
に
あ
っ
た
レ
ン
ト
ゲ
ン
フ
ィ
ル
ム

が
感
光
し
て
い
た
こ
と
が
、原
爆
投

下
の
立
証
に
つ
な
が
っ
た
。駅前

通り
駅前
通り

日赤
病院前駅
日赤
病院前駅

千田第一公園千田第一公園

日本赤十字社
広島県支部
日本赤十字社
広島県支部

元
安
元
安
川

DATA.【住 所】広 島 市中
区 千 田 町1-9-6【TEL】
082-241-3111【アクセ
ス】広島電鉄日赤病院前
駅から徒歩2分

焼 ■
　 

壊
滅
し
た
病
院
に
掲
げ
ら
れ
た
赤
十
字
旗

50 「天皇陛下御巡幸」の図 ［ 広島赤十字・原爆病院 ］

51 被爆直後の広島赤十字病院の写真
［ 広島赤十字・原爆病院 ］

島
赤
十
字
・
原
爆
病
院
の
中

央
棟
2
階
通
路
に
は
、
2
枚

の
絵
画
が
架
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

う
ち
の
1
枚
に
描
か
れ
て
い
る
の
は

昭
和
天
皇
、も
う
1
枚
に
描
か
れ
て

い
る
の
は
天
皇
在
位
時
の
明
仁
上
皇

と
美
智
子
上
皇
后
の
姿
だ
。

　

昭
和
天
皇
は
終
戦
間
も
な
い

1
9
4
7
年
12
月
6
日
に
広
島
を

訪
問
。
日
本
三
景
の
ひ
と
つ「
安
芸

の
宮
島
」と
し
て
知
ら
れ
る
厳
島
の

岩
惣
旅
館
に
滞
在
中
、広
島
赤
十
字

病
院
の
初
代
院
長
・
竹
内
剱
か
ら
原

爆
の
被
災
状
況
に
つ
い
て
報
告
を
受

け
た
。
そ
の
と
き
の
様
子
が「
天
皇

陛
下
御
巡
幸
」の
図
と
し
て
描
か
れ

て
い
る
。

　
も
う
1
枚
の「
天
皇
皇
后
両
陛
下　

広
島
赤
十
字
・
原
爆
病
院
行
幸
啓
」

の
図
は
、明
仁
上
皇
が
天
皇
に
即
位

し
た
1
9
8
9
年
、美
智
子
上
皇
后

と
と
も
に
こ
こ
を
訪
れ
た
と
き
の
様

子
を
描
い
た
も
の
。

　
広
島
赤
十
字
・
原
爆
病
院
は
、世

界
で
初
め
て
の
原
爆
被
爆
者
専
門
病

院「
日
本
赤
十
字
社
広
島
原
爆
病
院
」

と
広
島
赤
十
字
病
院
が
合
併
し
て
つ

く
ら
れ
た
施
設
。
天
皇
を
は
じ
め
と

す
る
皇
族
が
た
び
た
び
慰
問
に
訪
れ

て
い
る
。

■
　 

原
爆
の
〝
重
み
〟
を
今
に
伝
え
る
２
枚
の
絵
画

広

「天皇陛下御巡幸の図」と「天皇皇后両陛下　広島
赤十字・原爆病院行幸啓の図」は、明仁上皇と美智
子上皇后が慰問に訪れた際の写真とともに、院内の廊
下に並べて飾られている。
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時
中
の
捕
虜
と
赤
十
字
の

つ
な
が
り
は
、日
本
で
初
め

て
捕
虜
収
容
所
が
設
け
ら
れ
た
愛
媛

に
も
残
さ
れ
て
い
る
。

　

1
9
0
4
年
に
日
露
戦
争
が
開

戦
す
る
と
、松
山
市
内
の
公
会
堂
や

寺
院
を
中
心
と
し
て
収
容
所
が
多
数

開
設
さ
れ
、捕
虜
と
な
っ
た
ロ
シ
ア

兵
延
べ
6
千
名
が
送
ら
れ
た
。
日

本
赤
十
字
社
愛
媛
県
支
部
の
看
護

師
は
、現
在
の
二
之
丸
史
跡
庭
園
に

あ
っ
た
衛え

い
じ
ゅ戍

病
院
や
、城
北
練
兵
場

に
建
て
ら
れ
た
仮
設
病
室
で
、負
傷

し
た
ロ
シ
ア
兵
捕
虜
を
手
当
て
し
、

そ
の
献
身
的
な
看
護
に
捕
虜
は
深
く

感
謝
し
た
と
い
う
。

　
松
山
市
に
は
、収
容
所
で
生
涯
を

終
え
た
ロ
シ
ア
兵
捕
虜
97
名
が
埋
葬

さ
れ
た
墓
地
が
あ
り
、墓
碑
は
祖
国

を
望
む
よ
う
に
北
向
き
に
建
て
ら
れ

て
い
る
。

　
こ
の
墓
地
は
、地
元
の
中
学
生
に

よ
る
清
掃
活
動
の
ほ
か
、慰
霊
祭
が

毎
年
行
わ
れ
る
な
ど
現
在
も
大
切
に

さ
れ
て
い
る
。
当
時
、地
元
民
が
捕

虜
に
親
切
に
接
し
た
こ
と
で
、そ
の

噂
を
聞
い
た
ロ
シ
ア
兵
は
投
降
す
る

際
に「
マ
ツ
ヤ
マ
！
」
と
叫
ん
だ
と

い
う
。
愛
媛
の
人
々
の
あ
た
た
か
さ

が
感
じ
ら
れ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
だ
。

■
　 

松
山
に
残
る
、
心
あ
た
た
ま
る
日
露
の
つ
な
が
り

DATA.【住所】松山市御幸1-531-2
【TEL】089-911-1863（松山市生
活衛生課）【アクセス】伊予鉄道木屋
町駅から徒歩15分

松山大学
御幸キャンパス
松山大学
御幸キャンパス本町

六丁目駅
本町
六丁目駅

木屋町駅木屋町駅

戦

54 ロシア兵墓地

松山俘虜収容所での重傷者の治療の様
子。愛媛県支部には当時の史料が残され
ている。
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愛媛

イ
ツ
と
徳
島
に
は
特
別
な
つ

な
が
り
が
あ
る
。
そ
れ
は

第
一
次
世
界
大
戦
中
の
1
9
1
7

年
、
捕
虜
と
な
っ
た
ド
イ
ツ
兵
約

1
0
0
0
名
が「
板
東
俘
虜
収
容
所
」

に
送
ら
れ
た
と
き
の
こ
と
。
同
収
容

所
で
は
松
江
豊
寿
所
長
を
は
じ
め
と

し
た
職
員
に
よ
っ
て
人
権
を
最
大
限

に
尊
重
し
た
運
営
が
行
わ
れ
、
自
由

な
活
動
が
認
め
ら
れ
た
ド
イ
ツ
兵
は
、

地
元
民
と
交
流
を
深
め
た
。

　
そ
の
1
年
後
、赤
十
字
の
代
表
者

が
視
察
に
訪
れ
た
際
、ウ
ラ
ジ
オ
ス

ト
ク
に
収
容
さ
れ
た
仲
間
が
過
酷
な

生
活
を
送
っ
て
い
る
こ
と
を
知
ら
さ

れ
た
ド
イ
ツ
兵
た
ち
は
、彼
ら
の
救

済
の
た
め
チ
ャ
リ
テ
ィ
演
奏
会
を
開

催
。
演
奏
会
の
ポ
ス
タ
ー
に
は
、人

道
と
博
愛
の
象
徴
で
あ
る
赤
十
字

マ
ー
ク
が
描
か
れ
た
。
ベ
ー
ト
ー
ベ

ン
の「
第
九
」
が
日
本
で
最
初
に
演

奏
さ
れ
た
の
も
こ
の
場
所
だ
。

　

こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
も
と
と
な

り
、板
東
俘
虜
収
容
所
跡
地
は
の
ち

に「
ド
イ
ツ
村
公
園
」
と
し
て
整
備

さ
れ
、日
本
赤
十
字
社
徳
島
県
支
部

は
2
0
1
1
年
9
月
に「
赤
十
字
ゆ

か
り
の
地
」と
し
て
石
碑
を
公
園
内

に
建
立
。
人
間
愛
に
満
ち
た
物
語
を

後
世
に
語
り
継
い
で
い
る
。

■
　 

ド
イ
ツ
兵
と
と
も
に
実
践
さ
れ
た
人
道
の
精
神

DATA.【住所】鳴門市大麻町板東【TEL】
088-684-1157（鳴門市観光振興課）

【アクセス】JR板東駅から車で5分

板
東
谷
川

高松自動車道
高松自動車道

川北街道川北街道

板東駅板東駅

ド

公園内には収容所で亡くなったドイツ兵の
慰霊碑が。そのほか、収容所のさまざまな
遺構も残されている。

53 赤十字ゆかりの地碑 ［ ドイツ村公園 ］
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Kyushu.
日本の赤十字の父を生み、

博愛と人道の精神が芽吹いた場所

九州

有明海の干潟から望む日の出。
常民が生まれ幼少期を過ごした
早津江村（P.67参照）も、有明
海に面していた。同じ日の出を常
民も見ていたのだろうか。
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日
本
で
の
赤
十
字
の
歩
み
を
語
る
う
え

で
、
こ
こ
九
州
の
地
を
欠
か
す
こ
と
は
で

き
な
い
。

　
博
愛
社
を
設
立
し
、
の
ち
の
日
本
赤
十

字
社
初
代
社
長
と
な
っ
た
佐
野
常
民
は
佐

賀
で
生
ま
れ
、
そ
の
生
涯
の
多
く
を
こ
の

地
で
過
ご
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
1
8
7
7
年
2
月
15
日
か
ら

9
月
24
日
ま
で
続
い
た
、
西
郷
隆
盛
を
盟

主
と
す
る
薩
摩
軍
と
有
栖
川
宮
熾
仁
親
王

率
い
る
明
治
政
府
軍
が
戦
っ
た
西
南
戦
争
。

九
州
の
大
部
分
を
巻
き
込
み
、
両
軍
合
わ

せ
て
1
万
4
0
0
0
名
余
り
が
戦
死
し

た
日
本
最
後
の
内
戦
は
、
常
民
だ
け
で
な

く
、
多
く
の
日
本
人
の
人
道
の
精
神
を
呼

び
覚
ま
し
、
博
愛
社
設
立
の
大
き
な
き
っ

か
け
と
も
な
っ
た
。

　
九
州
は
、
日
本
の
赤
十
字
活
動
の
始
ま

り
の
地
。
こ
こ
で
生
ま
れ
た
想
い
が
、
人

間
の
い
の
ち
と
健
康
、
尊
厳
を
守
る
と
い

う
日
本
赤
十
字
社
の
使
命
へ
と
つ
な
が
っ

て
い
く
。

Kyushu Area Map

佐賀市

築地反射炉跡59
精煉方跡60

徴古館58

國相寺61

野中烏犀圓本舗62

佐野常民と
三重津海軍所跡の歴史館

55

中川副公民館56
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早
津
江
川

早
津
江
川

志賀神社志賀神社 三重津
海軍所跡
三重津
海軍所跡

DATA.【住所】佐賀市川副町大字早津
江津446-1【TEL】0952-34-9455【時
間】9:00～17:00（月休、大人500円、
小人200円）【アクセス】JR佐賀駅か
らバス40分、佐野・三重津歴史館入
口下車徒歩5分　※月曜祝日の場合は翌平日
休。年末年始・その他臨時休館日あり

館内には常民のさまざまな資料や遺品を展
示。「日本赤十字社コーナー」も設けられ
ている。

画像提供：佐賀県観光連盟

本
赤
十
字
社
の
創
立
者
・
佐

野
常
民
は
、佐
賀
藩
に
生
ま

れ
、幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
活
躍

し
た〝
佐
賀
の
七
賢
人
〞の
ひ
と
り
。

第
10
代
佐
賀
藩
主
・
鍋
島
直
正
、初

代
司
法
卿
・
江
藤
新
平
、初
代
文
部

卿
・
大
木
喬
任
、第
8
・
17
代
内
閣
総

理
大
臣
・
大
隈
重
信
ら
と
並
び
称
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
偉
業
に
触
れ
ら
れ

る
の
が
、常
民
が
生
ま
れ
た
佐
賀
市

川か
わ
そ
え副
町
に
あ
る「
佐
野
常
民
と
三
重

津
海
軍
所
跡
の
歴
史
館
」だ
。

　
生
い
立
ち
を
は
じ
め
、政
治
・
産

業
・
科
学
・
芸
術
な
ど
、常
民
が
残
し

た
幅
広
い
分
野
に
ま
た
が
る
業
績

や
、膨
大
な
史
料
を
映
像
と
と
も
に

紹
介
し
て
い
る
。
2
0
2
1
年
9

月
に
は
常
民
に
関
す
る
展
示
や
赤
十

字
コ
ー
ナ
ー
を
一
新
し
、「
明
治
日

本
の
産
業
革
命
遺
産
」に
関
す
る
展

示
を
新
設
し
た
ほ
か
、「
ド
ラ
イ
ド
ッ

ク
」の
一
部
を
原
寸
大
模
型
で
再
現
。

　
ま
た
、周
辺
は
佐
野
記
念
公
園
と

し
て
整
備
さ
れ
て
お
り
、常
民
が
国

産
初
の
実
用
蒸
気
船
の
完
成
に
尽
力

し
た「
三
重
津
海
軍
所
跡
」も
あ
る
。

こ
の
遺
構
は「
明
治
日
本
の
産
業
革

命
遺
産 

製
鉄
・
製
鋼
・
造
船
・
石
炭
産

業
」の
構
成
資
産
の
ひ
と
つ
と
し
て

世
界
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
て
い
る
。

■
　 〝
佐
賀
の
七
賢
人
〟
常
民
の
足
跡
を
た
ど
る

日
野
常
民
と
三
重
津
海
軍
所

跡
の
歴
史
館
の
そ
ば
、江
戸

時
代
に
は
早は
や
つ
え
津
江
村
と
呼
ば
れ
て
い

た
場
所
に
、日
本
赤
十
字
社
創
立
50

周
年
を
記
念
し
て
1
9
2
6
年
に

佐
賀
県
支
部
が
建
て
た「
佐
野
常
民

生
誕
地
」の
記
念
碑
が
あ
る
。

　
1
8
2
2
年（
文
政
5
年
）
12
月
28

日
、常
民
は
佐
賀
藩
士
・
下
村
光み
つ
よ
し贇

の
五
男
と
し
て
生
ま
れ
た（
幼
名・鱗

三
郎
）。数
え
年
11
歳
の
と
き
に
親
戚

の
佐
野
常
徴（
孺じ

ゅ
せ
ん仙

）の
養
子
と
な
り

佐
野
源
左
衛
門
常
世（
P. 

28
）を
祖
先

と
す
る
佐
野
家
を
継
ぐ
こ
と
に
。
こ

の
と
き
佐
賀
藩
前
藩
主
・
鍋
島
斉
直

か
ら
栄
寿
の
名
を
授
か
っ
て
い
る
。

　
石
碑
の
建
つ
場
所
の
近
く
に
は
、

有
明
海
へ
と
注
ぐ
早
津
江
川
が
流
れ

て
い
る
。
常
民
は
こ
こ
で
、ど
ん
な

幼
少
期
を
過
ご
し
た
の
だ
ろ
う
。

■
　 

常
民
が
幼
少
期
を
過
ご
し
た
早
津
江
村

つ
て
の
中
川
副
公
民
館
に

は「
佐
野
記
念
館
」
が
併
設

さ
れ
て
お
り
、佐
野
常
民
に
ま
つ
わ

る
史
料
や
作
品
が
数
多
く
展
示
さ
れ

て
い
た
。
そ
の
大
部
分
は
現
在
の

「
佐
野
常
民
と
三
重
津
海
軍
所
跡
の

歴
史
館
」
に
移
さ
れ
た
が
、
新
設
さ

れ
た
中
川
副
公
民
館
の
図
書
ス
ペ
ー

ス
に
は
、今
も
ふ
た
つ
の
巨
大
な
陶

板
壁
画
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

「
三
重
津
海
軍
所
絵
図
」
は
、
常
民

が
そ
の
建
設
に
関
わ
っ
た
三
重
津
海

軍
所
の
様
子
を
描
い
た
も
の
。「
博

愛
社
救
護
活
動
の
図
」
に
は
、
戦
争

で
負
傷
し
た
人
々
が
博
愛
社
の
救
護

所
に
運
び
込
ま
れ
る
様
子
が
描
か
れ

て
い
る
。
中
川
副
公
民
館
は
、佐
野

常
民
と
三
重
津
海
軍
所
跡
の
歴
史
館

か
ら
歩
い
て
5
分
。
足
を
伸
ば
し
て

見
学
に
訪
れ
て
み
た
い
。

■
　 

常
民
の
歩
み
を
伝
え
る
ふ
た
つ
の
壁
画

早
津
江
川

早
津
江
川

志賀神社志賀神社 三重津
海軍所跡
三重津
海軍所跡

DATA. 【住所】佐賀市川
副町大字早津江津268

【TEL】0952-34-9455
（佐野常民と三重津海軍
所跡の歴史館）【アクセス】
JR佐賀駅からバス40分、
佐野・三重津歴史館入口
下車徒歩5分

早
津
江
川

早
津
江
川

志賀神社志賀神社 三重津
海軍所跡
三重津
海軍所跡

DATA. 【住所】佐賀市川副
町大字早津江27-1【TEL】
0952-45-4173【時 間】
8:30～22:00（第3日休）

【アクセス】JR佐賀駅から
バス40分、佐野・三重津
歴史館入口下車徒歩5分

佐

か

55 佐野常民と三重津海軍所跡の歴史館

57 佐野常民生誕地碑

56 中川副公民館
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島
家
が
代
々
藩
主
を
務
め

た
佐
賀
藩
。
第
10
代
藩
主・

鍋
島
直
正
は
人
材
教
育
に
注
力
、藩

校
・
弘
道
館
を
拡
充
し
、佐
野
常
民

も
こ
こ
で
医
学
を
修
め
た
。
弘
道
館

が
あ
っ
た
場
所
に
は
現
在
、鍋
島
家

伝
来
の
史
料
や
工
芸
品
を
展
示
す
る

徴ち
ょ
う
こ
か
ん

古
館
が
建
ち
、敷
地
内
に
は「
弘

道
館
跡
」の
石
碑
も
残
っ
て
い
る
。

　
徴
古
館
は
1
9
2
7
年
、鍋
島
家

12
代
当
主
・
直
映
が
県
初
の
博
物
館

と
し
て
開
い
た
施
設
。
昭
和
初
期
を

代
表
す
る
洋
風
建
築
と
し
て
国
の
有

形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。

　
現
在
は
年
4
回
の
企
画
展
時
に
開

館
。
佐
賀
市
の
春
の
風
物
詩「
佐
賀

城
下
ひ
な
ま
つ
り
」
に
合
わ
せ「
鍋

島
家
の
雛
祭
り
」展
を
毎
年
開
催
し
、

華
を
添
え
て
い
る
。

佐賀駅佐賀駅
佐賀県立
佐賀北
高等学校

佐賀県立
佐賀北
高等学校

佐賀市立
図書館
佐賀市立
図書館

成章中学校成章中学校

市村記念
体育館
市村記念
体育館

264

DATA.【住所】佐賀市松原
2-5-22【TEL】0952-

23-4200【時間】9:30～
16:00（月休）【アクセス】
JR佐賀駅から徒歩20分
※展覧会開催中のみ開館

鍋 ■
　 

藩
校
跡
地
に
建
つ
佐
賀
初
の
博
物
館

58 徴古館

跡地の一角に建つ碑。碑文には「佐賀
藩 科学技術研究所跡」と記されている。
画像提供：佐賀市

式
海
軍
の
創
設
を
目
指
し

た
佐
賀
藩
が
、1
8
5
2
年

に
設
置
し
た
研
究
開
発
機
関「
精
煉

方
」。
こ
の
施
設
で
は
、
大
砲
鋳
造

に
必
要
な
洋
書
の
翻
訳
、薬
剤
や
煙

硝
な
ど
の
試
験
の
ほ
か
、の
ち
に
は

蒸
気
機
関
や
電
信
機
の
研
究
が
行
わ

れ
る
な
ど
、
当
時
最
先
端
の〝
理
化

学
研
究
所
〞だ
っ
た
。

　
大
阪
の
適
塾（
P. 

45
）な
ど
で
さ
ま

ざ
ま
な
学
問
を
修
め
た
佐
野
常
民
は

帰
藩
後
、
こ
の
精
煉
方
の
頭
人（
主

任
）に
就
任
。
中
村
奇
輔
、
石
黒
寛

次
、田
中
久
重
・
儀
右
衛
門
父
子
な

ど
の
有
能
な
技
術
者
を
京
都
か
ら
招

き
、新
技
術
の
研
究
に
尽
力
。
蒸
気

船
・
蒸
気
車
の
雛
形
製
作
と
い
っ
た

成
果
を
上
げ
、三
重
津
海
軍
所
で
の

蒸
気
船
の
完
成
に
つ
な
が
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　
精
煉
方
は
そ
の
後
ガ
ラ
ス
製
造
会

社
と
し
て
民
営
化
さ
れ
た
も
の
の
、

現
在
は
空
き
地
に
。
近
年
は
佐
賀
市

に
よ
っ
て
跡
地
の
発
掘
調
査
が
行
わ

れ
て
お
り
、排
水
溝
と
見
ら
れ
る
レ

ン
ガ
造
の
遺
構
や
土
間
の
跡
、ガ
ラ

ス
片
や
ガ
ラ
ス
を
溶
か
す
た
め
の
る

つ
ぼ
の
破
片
な
ど
が
出
土
。
今
後
の

新
た
な
歴
史
的
発
見
が
期
待
さ
れ
て

い
る
。

■
　 

常
民
が
辣
腕
を
振
る
っ
た
先
端
研
究
施
設

佐賀駅佐賀駅

佐賀北高校佐賀北高校

佐賀市立
図書館
佐賀市立
図書館

成章中学校成章中学校
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DATA.【住所】佐賀市多布施3-4-6
【TEL】0952-40-7105（佐賀市企
画調整部）【アクセス】JR佐賀駅から
徒歩20分

洋

60 精煉方跡

佐賀駅佐賀駅

佐賀北高校佐賀北高校

佐賀市立
図書館
佐賀市立
図書館

成章中学校成章中学校
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末
期
、国
内
で
も
最
先
端
の

科
学
技
術
を
誇
っ
て
い
た

佐
賀
藩
。
そ
の
背
景
に
は
、ア
ジ
ア

に
進
出
す
る
欧
米
列
強
へ
の
強
い
危

機
感
か
ら
、い
ち
早
く
西
洋
技
術
を

取
り
入
れ
て
軍
備
の
近
代
化
を
遂
げ

る
い
う
意
図
が
あ
っ
た
。

　
築つ
い
じ地
反
射
炉
は
、蘭
学
書
を
も
と

に
1
8
5
0
年
に
建
設
さ
れ
た
日

本
初
の
洋
式
反
射
炉
。
そ
の
後
鉄
製

大
砲
の
鋳
造
に
成
功
す
る
と
、さ
ら

に
多
布
施
反
射
炉
を
建
設
し
て
大
砲

を
量
産
。
精
煉
方
の
責
任
者
だ
っ
た

佐
野
常
民
も
そ
の
製
造
を
助
け
た
。

　
現
在
、跡
地
は
日
新
小
学
校
の
敷

地
と
な
っ
て
お
り
、校
庭
に
は
反
射

炉
や
24
ポ
ン
ド
カ
ノ
ン
砲
の
復
元
模

型
が
あ
る
。
佐
賀
藩
の
み
な
ら
ず
、

日
本
の
近
代
化
を
語
る
う
え
で
も
重

要
な
史
跡
だ
。

■
　 

産
業
遺
構
に
見
る
科
学
者
と
し
て
の
常
民
の
横
顔

DATA.【住 所】佐 賀 市 長
瀬町9-15【TEL】0952-

40-7368（佐賀市文化振
興課）【アクセス】JR佐賀
駅からバス15分、長瀬町
下車徒歩10分

幕

59 築地反射炉跡 ［ 佐賀市立日新小学校 ］
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佐賀駅佐賀駅
佐賀県立
佐賀北
高等学校

佐賀県立
佐賀北
高等学校

佐賀市立
図書館
佐賀市立
図書館

市村記念
体育館
市村記念
体育館
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成章中学校成章中学校

DATA.【住所】佐賀市材木1-4-6【TEL】
0952-23-2065（ウサイエン製薬株式
会社）【時間】8:00～17:00（土日祝
休）【アクセス】JR佐賀駅からバス10分、
片田江下車徒歩10分 ※見学は要事前連絡

「野中烏犀圓」は8種の和漢生薬に蜂蜜を
加えた漢方保健剤。肉体疲労や胃腸虚弱
などを解消する滋養強壮効果がある。

薬
と
し
て
佐
賀
藩
か
ら
伝

え
ら
れ
た
万
能
生
薬「
野

中
烏う

さ
い
え
ん

犀
圓
」
を
製
造
・
販
売
す
る
、

1
7
9
1
年
創
業
の
野
中
烏
犀
圓

本
舗
。
現
在
も
生
薬
の
販
売
を
続
け

て
い
る
店
舗
は
、
1
7
9
6
年
に
烏

犀
圓
の
製
造
販
売
を
藩
か
ら
許
可
さ

れ
た
際
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、「
冷

善
楼
」
と
呼
ば
れ
る
座
敷
で
は
、
藩

の
役
人
が
薬
の
検
査
を
行
っ
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
る
。

　
白
い
漆
喰
壁
、正
面
中
央
の
大
破

風
、看
板
を
吊
る
す
屋
形
が
江
戸
期

の
商
家
の
風
情
を
伝
え
、周
辺
の
歴

史
的
景
観
形
成
に
寄
与
し
て
い
る
と

し
て
、国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
る
貴
重
な
建
築
物
だ
。

　

8
代
当
主
の
野
中
元
右
衛
門
は

藩
の
御
用
商
人
と
し
て
も
活
躍
し

た
人
物
。
佐
野
常
民
は
佐
賀
藩
の

産
業
奨
励
の
視
察
と
軍
艦
製
造
の
用

務
も
兼
ね
、元
右
衛
門
ら
と
と
も
に

1
8
6
7
年
に
開
催
さ
れ
た
パ
リ

万
国
博
覧
会
に
参
加
。
そ
こ
で
赤
十

字
の
展
示
館
を
見
学
し
た
こ
と
が
、

の
ち
の
博
愛
社
設
立
へ
と
つ
な
が
る

こ
と
に
な
る
。
元
右
衛
門
は
パ
リ
で

客
死
し
、
2
0
1
7
年
6
月
に
は
そ

の
パ
リ
で
没
後
1
5
0
年
慰
霊
祭

が
開
か
れ
た
。

■
　 

老
舗
製
薬
舗
と
赤
十
字
の
つ
な
が
り

秘

62 野中烏犀圓本舗

61 國相寺

戸
時
代
初
期
の
万
治
年
間

に
創
建
さ
れ
た
日
蓮
宗
の

寺
院
・
國こ
く
そ
う
じ

相
寺
に
は
、佐
野
家
の
墓

所
が
あ
る
。

　
1
9
0
9
年
に
火
災
に
よ
っ
て
本

堂
が
消
失
し
た
も
の
の
、1
9
6
0

年
に
当
時
と
し
て
は
珍
し
い
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
の
本
堂
と
し
て
再
建
。
イ

ン
ド
の
仏
舎
利
塔
と
ギ
リ
シ
ャ
の
パ

ル
テ
ノ
ン
神
殿
の
つ
く
り
を
融
合
さ

せ
た
珍
し
い
様
式
だ
。

　
ま
た
、境
内
に
は
寺
の
歴
史
よ
り

も
古
い
樹
齢
8
0
0
年
と
い
わ
れ
る

大
楠
が
あ
り
、御
神
木
と
し
て
大
切

に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
現
在
は
佐
賀

市
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
お

り
、佐
野
常
民
は
こ
の
木
を
守
る
た

め
に
多
額
の
喜
捨
を
し
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
。

■
　 

大
楠
が
見
守
る
、
佐
野
家
先
祖
の
墓

江

成章中学校成章中学校

佐賀駅佐賀駅
佐賀県立
佐賀北
高等学校

佐賀県立
佐賀北
高等学校

佐賀市立
図書館
佐賀市立
図書館

市村記念
体育館
市村記念
体育館
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DATA.【住 所】佐 賀 市 愛
敬 町4-54【TEL】0952-

24-4041【時 間】10:00
～17:00【アクセス】JR佐
賀駅から徒歩10分

画像提供：佐賀県観光連盟

C o l u m n

佐賀市の住宅街にある

佐野常民の養父・孺仙の宅地跡 　常民と並ぶ佐賀の七賢人のひとり・大隈重信
の生家とされる武家屋敷のほど近く、住宅街の
一角に古びた門柱がある。付近は、佐賀藩の土
地台帳「屋

やしきおんちょうひかえ

鋪御帳扣」に「佐野孺仙」の名前が
記載されているあたり。そのことから、1831
年に孺仙の養子となった佐野常民はここに住ん
でいたのではないかと考えられている。
　大隈重信旧宅から北東方向にある枳

げすこうじ

小路沿い
にその場所はあり、敷地には立ち入ることはで
きないものの、往時を偲ぶことができる。
　近くには、旧大隈重信宅だけでなく、大隈重
信記念館や佐賀城跡など、博物館や史跡も多
数。ちょっとした歴史散歩にも最適だ。

佐野孺仙宅地跡と思われる場所。史跡として公開されていない
私有地のため、無断での立ち入りはご遠慮を。
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唐
使
や
遣
隋
使
の
出
発
地
で

あ
り
、
江
戸
時
代
に
は
鎖
国

下
に
あ
っ
て
数
少
な
い
貿
易
拠
点
を

有
し
た
長
崎
は
、
日
本
を
代
表
す
る

国
際
都
市
。
1
6
2
8
年
創
建
の

福ふ
く
さ
い
じ

済
寺
は
長
崎
随
一
の
規
模
を
誇
る

唐
寺
と
し
て
、幕
末
に
は
勝
海
舟
、坂

本
竜
馬
、
シ
ー
ボ
ル
ト
ら
が
会
議
や

宴
会
を
催
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
も
う
ひ
と
つ
、
こ
の
寺

は
、
博
愛
社
の
救
護
所
と
し
て
も
使

わ
れ
た
歴
史
も
持
つ
。
か
つ
て
長
崎

市
出
島
町
に
あ
っ
た
キ
ニ
ー
フ
ル
製

薬
場
に
設
け
ら
れ
て
い
た
長
崎
軍
団

病
院
第
11
副
舎
が
博
愛
社
に
移
管
さ

れ
る
と
、同
副
舎
を
福
済
寺
に
移
転
。

1
8
7
7
年
8
月
か
ら
10
月
ま
で
、

こ
こ
を
拠
点
に
西
南
戦
争
の
負
傷
者

の
治
療
が
行
わ
れ
た
。

　
歴
史
あ
る
寺
院
の
本
堂
な
ど
の
建

造
物
は
、
1
9
2
7
年
に
現
在
の
国

宝
に
当
た
る
特
別
保
護
建
築
物
に
指

定
さ
れ
た
も
の
の
、
1
9
4
5
年
の

長
崎
市
へ
の
原
爆
投
下
に
よ
っ
て
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
消
失
。
復
興
を
遂
げ

た
の
ち
、
原
爆
被
災
者
と
戦
没
者
の

冥
福
を
祈
っ
て「
万
国
霊
廟
長
崎
観

音
」
が
建
て
ら
れ
た
。
巨
大
な
そ
の

姿
は
、
見
る
者
に
強
い
印
象
を
与
え

て
い
る
。

■
　 

原
爆
と
西
南
戦
争
犠
牲
者
を
悼
む
観
音
像

しらゆり保育園しらゆり保育園

202

中町通り

中町通り

長崎駅前駅長崎駅前駅

DATA.【住所】長崎市筑後町2-56【TEL】
095-823-2663【時間】7:00～17:00

【アクセス】長崎電鉄長崎駅前駅から
徒歩8分

遣
亀の形をした霊廟の上に建つ万国霊廟長
崎観音は高さ18メートル（地上34メートル）。

63 福済寺

208
玉東町役場玉東町役場

木葉川木葉川

木葉駅木葉駅

本
に
は
、博
愛
社
設
立
に
ま

つ
わ
る
場
所
が
い
く
つ
も

あ
る
。
な
か
で
も
原
点
と
も
い
う
べ

き
地
が
、
1
8
7
7
年
3
月
4
日
か

ら
約
2
週
間
に
わ
た
り
西
南
戦
争
最

大
の
激
戦
地
と
な
っ
た
田
原
坂
だ
。

こ
の
田
原
坂
の
戦
い
で
は
、実
に
約

3
5
0
0
名
が
戦
死
。
惨
状
を
憂

い
た
佐
野
常
民
は
、博
愛
社
設
立
に

奔
走
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
跡
地
は
現
在
、公
園
と
し
て
整
備

さ
れ
、園
内
に
は
資
料
館
が
設
け
ら

れ
て
い
る
ほ
か
、「
西
南
役
戦
没
者

慰
霊
之
碑
」
や「
田
原
坂
崇
烈
碑
」

が
建
つ
。
ま
た
、激
戦
の
跡
が
生
々

し
く
残
る「
弾
痕
の
家
」
で
は
、
赤

十
字
関
連
資
料
の
展
示
も
。
戦
争
の

な
い
平
和
な
世
界
と
赤
十
字
の
人
道

的
使
命
を
祈
る
場
所
と
し
て
、多
く

の
人
が
訪
れ
て
い
る
。

■
　 

赤
十
字
精
神
、
そ
の
原
点
の
地

熊

木葉駅木葉駅

山北郵便局山北郵便局
田
原
坂
駅

田
原
坂
駅

DATA.【住所】熊本市北区
植木町豊岡858-1【TEL】
096-272-4982（田原坂
西南戦争資料館）【アクセス】
JR田原坂駅から徒歩30分

65 正念寺

64 田原坂公園

南
戦
争
当
時
、「
包
帯
所
」

と
呼
ば
れ
る
官
軍
病
院
が

寺
院
を
中
心
に
設
置
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
ひ
と
つ
が
、田
原
坂
の
戦
い
に

お
け
る
戦
傷
者
救
護
で
重
要
な
役
割

を
担
っ
た
正
念
寺
だ
。
今
も
生
々
し

い
弾
痕
が
残
る
山
門
に
は「
官
軍
病

院
阯
」の
石
碑
が
あ
る
。

　

正
念
寺
が
包
帯
所
だ
っ
た
の
は

1
8
7
7
年
3
月
3
日
か
ら
4
月

24
日
ま
で
。
し
か
し
そ
の
後
も
地
元

の
医
師
た
ち
に
よ
り
懸
命
な
治
療
が

続
け
ら
れ
た
。
担
ぎ
込
ま
れ
た
多
数

の
戦
傷
者
の
悲
惨
さ
と
救
護
活
動
が

博
愛
社
誕
生
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
か

ら
、
境
内
に
は「
博
愛
社
発
祥
縁
起

の
地
」
の
碑
も
建
て
ら
れ
て
い
る
。

石
碑
に
刻
ま
れ
た
、日
の
丸
の
下
に

一
本
線
を
引
い
た
博
愛
社
の
標
章

「
赤
の
丸
一
」に
も
注
目
を
。

■
　 

献
身
的
な
救
護
が
博
愛
社
誕
生
の
端
緒
にDATA.【住所】玉名郡玉東

町木葉750【TEL】0968-

85-3609（玉東町教育委
員会）【アクセス】JR木葉
駅から徒歩5分

西

R+
TRAVEL GUIDE

SPOT NO .63

長崎

R+
TRAVEL GUIDE

SPOT NO .64-68

熊本
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齢
3
5
0
年
の
ヒ
ガ
ン
ザ
ク

ラ
が
熊
本
市
の
保
存
樹
木
に

指
定
さ
れ
、花
の
寺
と
し
て
親
し
ま

れ
て
い
る
真
言
宗
の
寺・拝は

い
し
ょ
う
い
ん

聖
院
は
、

人
道
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
伝
わ
る
こ

と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。

　
熊
本
城
下
で
代
々
医
業
を
営
ん
で

い
た
鳩
野
宗
巴
は
、
西
南
戦
争
中
、

こ
の
寺
に
避
難
し
て
い
た
。
そ
の
折

り
、薩
摩
軍
兵
士
の
治
療
を
強
要
さ

帯
所
と
さ
れ
た
寺
院
の
ひ

と
つ
で
あ
る
徳と
く
じ
ょ
う
じ

成
寺
は
、弾

を
抜
く
、骨
を
継
ぐ
と
い
っ
た
応
急

手
当
て
が
敵
味
方
を
問
わ
ず
施
さ
れ

た
と
伝
え
ら
れ
る
寺
院
。
境
内
の
山

道
に
は「
日
赤
発
祥
之
地
」
と
刻
ま

れ
た
石
碑
が
建
つ
。

　
石
碑
の
碑
文
に
は
戦
況
視
察
の
た

め
訪
れ
た
佐
野
常
民
と
大
給
恒
が
町

医
者
の
献
身
的
な
行
為
に
感
激
し
、

れ
る
と
、薩
摩
軍
・
官
軍
の
区
別
な

く
治
療
す
る
こ
と
を
条
件
に
引
き
受

け
、旧
藩
医
7
名
と
と
も
に
こ
の
地

で
負
傷
者
を
治
療
。

　
こ
の
救
護
活
動
は
博
愛
社
設
立
に

先
ん
じ
て
行
わ
れ
た
も
の
だ
っ
た
た

め
、境
内
に
は
宗
巴
の
胸
像
と
と
も

に
、「
日
本
の
赤
十
字
活
動
発
祥
の

地
」と
書
か
れ
た
木
碑
が
設
置
さ
れ

て
い
る
。

博
愛
社
の
結
成
を
決
意
し
た
と
の
逸

話
が
紹
介
さ
れ
、そ
の
結
び
に
は「
実

ニ
木
葉
ハ
日
赤
発
祥
ノ
地
ナ
リ
」と

書
か
れ
て
い
る
。

　

寺
の
付
近
に
は
、
田
原
坂
の
戦

い
な
ど
で
命
を
落
と
し
た
兵
士
ら

3
9
8
名
が
眠
る「
宇う

そ
う
ら

蘇
浦
官
軍
墓

地
」
な
ど
、
西
南
戦
争
に
ゆ
か
り
の

あ
る
名
所
・
旧
跡
が
点
在
。
合
わ
せ

て
訪
れ
て
み
た
い
。

■
　 

桜
と
人
道
、
日
本
人
の
心
が
息
づ
く
寺

■
　 

西
南
戦
争
の
犠
牲
者
に
祈
り
を
捧
げ
る

DATA.【住 所】熊 本 市 北
区 室 園 町12-53【TEL】
096-343-0015【アクセス】
熊本電鉄北熊本駅から徒
歩10分

DATA.【住 所】熊 本 県 玉
名郡玉東町木葉1056-1

【TEL】0968-85-2228
【アクセス】JR木葉駅から
徒歩8分

年禰神社年禰神社

万
石
通
り

万
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通
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熊
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駅

北
熊
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玉東町役場玉東町役場

木葉川木葉川
木葉駅木葉駅

れ
ぞ
赤
十
字
ゆ
か
り
の
地

と
い
え
る
の
が
、日
本
赤
十

字
社
の
前
身
・
博
愛
社
設
立
の
舞
台

と
な
っ
た
ジ
ェ
ー
ン
ズ
邸
だ
。

　
も
と
も
と
は
熊
本
洋
学
校
の
教
師

と
し
て
招
か
れ
た
リ
ロ
イ
・
ラ
ン
シ

ン
グ
・
ジ
ェ
ー
ン
ズ
の
邸
宅
と
し
て

1
8
7
1
年
に
つ
く
ら
れ
た
建
物

で
、
県
内
最
古
の
洋
館
と
し
て
県
の

重
要
文
化
財
に
指
定
。
か
つ
て
は

日
本
赤
十
字
社
熊
本
県
支
部
の
事
務

局
・
血
液
セ
ン
タ
ー
と
し
て
利
用
さ

れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
水
前
寺
成
趣

園
近
く
に「
日
赤
記
念
館
」
と
し
て

移
築
さ
れ
る
も
2
0
1
6
年
の
熊
本

地
震
で
倒
壊
。
2
0
2
3
年
度
開
館

に
向
け
再
建
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

西
南
戦
争
の
際
、
熊
本
城
内
に

あ
っ
た
ジ
ェ
ー
ン
ズ
邸
は
戦
火
を
逃

れ
、薩
摩
軍
討
伐
の
征
討
総
督
を
務

め
た
有
栖
川
宮
熾
仁
親
王
が
こ
こ
に

征
討
総
督
府
を
置
い
て
滞
在
。
そ
し

て
1
8
7
7
年
5
月
1
日
、敵
味
方

の
区
別
な
く
救
護
を
行
う
博
愛
社
の

設
立
を
佐
野
常
民
が
熾
仁
親
王
に
直

訴
し
、
内
諾
を
得
た
こ
と
が
、
現
在

の
日
本
赤
十
字
社
の
活
動
へ
と
つ
な

が
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
日
が
、日
本

赤
十
字
社
の
創
立
記
念
日
と
な
っ
て

い
る
。

■
　 

日
本
の
赤
十
字
の
す
べ
て
は
こ
こ
か
ら
始
ま
っ
た

水前寺成趣園水前寺成趣園

新水前寺駅前駅新水前寺駅前駅

国府駅国府駅

水前寺公園駅水前寺公園駅

市立体育館前駅市立体育館前駅

DATA.【住所】熊本市中央区水前寺公
園 12【TEL】096-328-2740（熊
本市文化財課）【アクセス】熊本市電
市立体育館前駅から徒歩1分 ※休館中

こ
倒壊前の外観と館内の様子。館内には熊
本洋学校の教科書や写真が展示されたほ
か、2階が日赤記念館となっていた。

68 日赤記念館（熊本洋学校教師ジェーンズ邸）

画像提供：熊本市観光政策課
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資料提供：梶山哲男氏（日赤発祥の地・歴史研究会）

「
博
愛
社
事
業
ノ
端
緒
ヲ
興
セ
リ
」

知
ら
れ
ざ
る
歴
史
を

後
世
に
残
す
た
め
に

高瀬藩邸跡地に建つ玉名女子高等学校（熊本県玉名市岩崎
1061）。看護教育にも力を入れる青少年赤十字加盟校でもある。

校庭にある「日本赤
十字社発祥之地」の
石碑。裏面にはその
由緒が刻まれている。

町
江
副
醫
院
の
階
上
に
暫
く
投
宿
遊
ば
さ

れ
た
」
と
あ
り
、
熾
仁
親
王
が
高
瀬
の
地

を
訪
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
こ
れ
ら
の
記
述
が
正
し
け
れ
ば
、常
民

は
熾
仁
親
王
に
会
う
べ
く
、
3
月
25
日
か

ら
4
月
18
日
ま
で
高
瀬
藩
邸
に
置
か
れ
て

い
た
県
庁
舎
を
訪
れ
、現
地
で
博
愛
社
の

事
務
を
執
っ
た
こ
と
に
な
る
。
現
在
、博

愛
社
誕
生
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
熊

本
城
内
に
あ
っ
た
ジ
ェ
ー
ン
ズ
邸（
P. 

75
）で
の
常
民
と
熾
仁
親
王
と
の
面
会
で

あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、こ
こ
玉
名
の

地
も
ま
た
、博
愛
社
発
祥
の
地
な
の
だ
。

　

高
瀬
藩
邸
は
そ
の
後
、
弥
冨
小
学
校
、

岩
崎
原
小
学
校
、新
穂
登
免
玉
名
実
践
女

学
院（
の
ち
に
玉
名
実
践
女
学
校
、
熊
本

県
玉
名
高
等
家
政
女
学
校
、玉
名
家
政
高

等
学
校
と
改
称
）
を
経
て
、
現
在
の
玉
名

女
子
高
等
学
校
に
至
っ
て
い
る
。

　
1
9
3
6
年
、玉
名
家
政
高
等
学
校
校

長
・
寺
本
直
樹
は
、博
愛
社
設
立
と
深
い

冨
小
学
校
の
教
頭
で
光
蓮
寺
住
職
で
も

あ
っ
た
父
・
多
田
登
園
や
娘
の
雪
子
に
語

り
伝
え
て
い
る
。

　
こ
の
逸
話
は
1
9
3
0
年
刊
行
の『
高

瀬
藩
岩
崎
原
誌
』（
続
亀
友
書
）に
も「
博

愛
社
ノ
創
立
四
月
中
旬
草
軽
脚
袢
ノ
出
テ

立
チ
ニ
テ
岩
崎
原
ナ
ル
仮
県
庁
ヲ
訪
ヒ
、

刺
ヲ
通
ズ
ル
モ
ノ
ア
リ
キ
、是
レ
ナ
ン
佐

野
常
民
氏
ニ
シ
テ
氏
ハ
博
愛
社
ノ
創
設
ニ

関
シ
総
督
宮
殿
下
ノ
御
栽
下
ヲ
仰
ガ
ン
ト

シ
テ
来
県
シ
此
ニ
始
メ
テ
会
社
ノ
事
務
ヲ

開
キ
、岩
崎
原
小
学
校
ノ
一
ヲ
以
テ
之
ニ

充
テ
仮
県
庁
、仮
裁
判
所

ト
同
一
家
屋
内
ニ
博
愛

社
事
業
ノ
端
緒
ヲ
興
セ

リ
」と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
1
9
2
3
年
に

刊
行
さ
れ
た『
玉
名
郡
誌
』

に
も「
高
瀬
戦
闘
後
有
栖

川
宮
熾
仁
親
王
は
征
討

都
督
と
し
て
本
營
を
高

瀬
に
進
め
高
瀬
繁
根
木

縁
の
あ
っ
た
当
地
を
記
念
す
る
標
木
を

校
内
に
設
け
た
。
そ
の
際
、「
間
違
い
が

あ
っ
て
は
な
ら
ぬ
」
と
、
常
民
の
高
瀬
来

訪
が
実
際
に
あ
っ
た
か
否
か
を
確
認
す
る

た
め
、元
弥
富
小
学
校
校
長
の
岩
尾
喜
鶴
、

平
次
の
父
・
登
園
ら
と
上
京
。
佐
野
家
か

ら
は「
た
し
か
に
事
実
あ
り
」
と
の
返
答

を
受
け
た
と
い
う
。

　

現
在
、
玉
名
女
子
高
等
学
校
の
校
庭

に
あ
る
石
碑
は
、
日
本
赤
十
字
社
創
立

1
0
0
周
年
に
あ
た
る
1
9
7
7
年
、

標
木
が
古
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、日
本
赤

十
字
社
玉
名
地
区
長
で
玉
名
市
長
も
務
め

た
橋
本
二
郎
、熊
本
県
支
部
の
現
地
救
護

班
長
で
吉
田
外
科
医
院
長
で
も
あ
る
吉

田
春
雄
、高
校
の
青
少
年
赤
十
字
指
導
者

ら
が
県
支
部
の
協
力
を
得
て
建
立
し
た

も
の
。
当
初
は
校
舎
裏
手
に
あ
っ
た
が
、

2
0
1
5
年
頃
に
玄
関
前
に
、ほ
ど
な
く

し
て
現
在
の
場
所
に
移
設
さ
れ
た
。

　

博
愛
社
設
立
と
日
本
赤
十
字
社
の
創

立
、そ
し
て
そ
の
後
の
戦
時
・
平
時
に
お

け
る
数
々
の
救
護
活
動
。
そ
の
す
べ
て

に
、
人
間
の
い
の
ち
と
健
康
、
尊
厳
を
守

る
べ
く
奔
走
し
た
数
多
の
物
語
が
あ
る
。

呼
ば
れ
た
地
・
高
瀬
に
あ
っ
た
旧
細
川
藩

の
高
瀬
藩
邸
が
そ
の
舞
台
。　

　
あ
る
雨
の
日
、高
瀬
藩
邸
に
置
か
れ
た

熊
本
県
庁
の
仮
庁
舎
に
、蓑
傘
を
ま
と
っ

た
ふ
た
り
の
紳
士
が
訪
ね
て
き
た
。
対

応
し
た
給
仕
人
に
そ
の
う
ち
の
ひ
と
り
が

名
刺
を
差
し
出
し
、「
県
令
に
会
い
た
い
」

と
告
げ
る
。
そ
の
名
刺
に
書
か
れ
た
名
は

「
佐
野
常
民
」。
給
仕
人
は
、受
け
取
っ
た

名
刺
を
差
し
出
し
て
県
令
・
富
岡
敬
明
に

来
客
を
告
げ
る
と
、「
て
い
ね
い
に
案
内

せ
よ
」と
命
じ
ら
れ
た
。

　
こ
の
給
仕
人
は
、の
ち
に
名
を
平
太
郎

と
改
め
、熊
本
県
玉
名
郡
弥
冨
村
の
村
長

と
な
る
塚
本
平
次
。
当
時
18
歳
だ
っ
た

平
次
は
、
給
仕
の
間
、
常
民
の
こ
ん
な
言

葉
を
耳
に
し
た
と
い
う
。「
勅
令
で
来
た
。

　
赤
十
字
に
ま
つ
わ
る「
発
祥
の
地
」
を

名
乗
る
場
所
は
、日
本
各
地
に
存
在
す
る
。

熊
本
県
玉
名
市
の
玉
名
女
子
高
等
学
校
の

中
庭
に
あ
る「
日
本
赤
十
字
社
発
祥
之
地
」

の
石
碑
も
そ
の
ひ
と
つ
だ
。
玉
名
と
い
え

ば
N
H
K
大
河
ド
ラ
マ「
い
だ
て
ん
〜
東

京
オ
リ
ム
ピ
ッ
ク
噺
〜
」
の
主
人
公
で
、

日
本
人
初
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
と
な
っ

た〝
マ
ラ
ソ
ン
の
父
〞
金
栗
四
三
の
生
誕

地
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、こ
の

地
に
は
、博
愛
社
誕
生
に
ま
つ
わ
る
物
語

も
ま
た
残
さ
れ
て
い
る
。

　
時
は
明
治
時
代
、西
南
戦
争
さ
な
か
の

1
8
7
7
年
の
春
。
通
称
岩
崎
原
と
も

田
原
坂
の
戦
場
を
見
た
。
死
傷
者
は
む
ご

た
ら
し
い
。
敵
と
は
い
え
日
本
人
同
士
。

敵
味
方
の
区
別
な
く
救
援
を
…
…
」。

　
平
次
は
こ
れ
を
手
記
に
し
た
た
め
、弥

佐
野
常
民
と
有
栖
川
宮
熾
仁
親
王
。
博
愛
社

設
立
に
深
く
関
わ
っ
た
ふ
た
り
の
人
物
の
足

跡
は
、
熊
本
県
玉
名
市
に
も
見
ら
れ
た
。
今

も
こ
の
地
に
伝
わ
る
、
日
本
赤
十
字
社
発
祥

に
ま
つ
わ
る
秘
話
と
は
。

も
う
ひ
と
つ
の
「
発
祥
の
地
」と

玉
名
の
地
に
伝
わ
る
物
語

Red 
Cross 
Stories
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熊
本
県
庁
仮
庁
舎
を
訪
れ
た

ふ
た
り
の
男
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日本全国に広がる赤十字関連の史跡や施設。地図を参考に、

自分だけの旅のプランを立てて訪れてみてはいかが？

赤十字ゆかりの地 全国マップ

HOKKAIDO

TOHOKU

KANTOCHUBU

KINKICHUGOKU

SHIKOKU

KYUSHU
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